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LEVEL SET画面の項目(�P80)：1.SSB送信音質(低音)の設定/2.SSB送信音質(高音)の設定/3.モニター音量の設定/
4.サイドトーン音量の設定/5.サイドトーン音量のリミット設定/6.ビープ音の音量設定/7.ビープ音のリミット設定
DISPLAY SET画面の項目(�P80)：1.コントラストの設定/2.輝度の設定/3.水平同期信号の設定/4.バックライト(スイッチ)の設定
/5.表示タイプの設定/6.表示書体の設定/7.メモリーネーム表示の設定/8.コールサイン表示の設定
DSP FILTER SET画面の項目(�P81)
TIME SET画面の項目(�P81)：1.現在時刻の設定/2.タイマー機能の設定/3.パワーONタイマーの時刻設定/4.パワーOFFタイマー
の時刻設定
OTHERS SET画面の項目(�P81～83)：1.マーカー信号の設定/2.ビープ音の設定/3.ビープ音(バンドエッジ)の設定/4.RF/SQL
ツマミの機能設定/5.クイックデュアルワッチ機能の設定/6.クイックスプリット機能の設定/7.スプリットオフセット機能(HF)の
設定/8.スプリットオフセット機能(50M)の設定/9.スプリットロック機能の設定/10.アンテナチューナーのオートスタート動作の
設定/11.アンテナチューナーのPTTスタート動作の設定/12.アンテナセレクト機能の設定/13.RTTYマーク周波数の設定/14.RTTY
シフト幅の設定/15.RTTYキーイング極性の設定/16.RTTYデコードのUSOS設定/17.RTTY改行コードの設定/18.音声合成の言
語設定/19.音声合成の発声スピード設定/20.音声合成のアナウンス設定/21.メモリーパッドのチャンネル設定/22.メインダイヤル
のオートTS機能設定/23.マイクUP/DNのスピード設定/24.クイックRIT/∂TXのクリア設定/25.SSB/CW周波数シフト機能の設
定/26.CWモードのキャリアポイント設定/27.外部キーパッド機能の設定/28.CI-Vのボーレート設定/29.CI-Vのアドレス設定
/30.CI-Vのトランシーブ設定/31.CI-V 731モード(周波数データ)の設定



1 安全上のご注意
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R警告

安全にお使いいただくために、必ずお読みください。
¡この章では、使用者および周囲の人への危害や財

産への損害を未然に防ぐための事項を示していま

す。

¡電子機器の近く(特に医療機器のある病院内)では
絶対に使用しないでください。
電波障害により電子機器が誤動作、故障する原因に
なりますので、電源を切ってください。

¡湿気やほこりの多い場所、風通しの悪い場所に設
置しないでください。
火災、感電、故障の原因になります。

¡DC電源コードを接続するときは、プラス+とマイ
ナス_の極性をまちがえないように十分注意して
ください。
火災、感電、故障の原因になります。

¡指定以外のDC安定化電源は使用しないでくださ
い。
火災、感電、故障の原因になります。

¡定格以外の電圧は使用しないでください。
火災、感電、故障の原因になります。

¡付属または指定以外のDC電源コードを使用しない
でください。
火災、感電、故障の原因になります。

¡電源コードや接続ケーブルの上に重いものを載せた
り、挟んだりしないでください。
傷ついて破損し、火災、感電、故障の原因になりま
す。

¡電源コードや接続ケーブルを加工したり、無理に曲
げたり、ねじったり、引っ張ったり、加熱したりし
ないでください。
傷ついて破損し、火災、感電、故障の原因になりま
す。

¡電源コードや接続ケーブルを抜き差しするときは、
コードやケーブルを引っ張らないでください。
火災、感電、故障の原因になることがありますの
で、プラグまたはコネクターを持って抜いてくださ
い。

¡電源プラグのピンにホコリが付着したまま使用しな
いでください。
火災、感電、故障の原因になります。

¡アースを取らないまま使用しないでください。
感電やテレビ、ラジオへの電波障害の原因になりま
す。

¡ガス管や配電管、水道管に絶対アースを取らないで
ください。
火災、感電、故障の原因になりますので、アースは
市販のアース棒や銅板を使用してください。

¡製品の中に線材のような金属物や水を入れないでく
ださい。
火災、感電、故障の原因になります。

¡水などでぬれやすい場所(風呂場や加湿器のそばな
ど)では使用しないでください。
また、水にぬれたときは、使用しないでください。
火災、感電、やけど、故障の原因になります。

¡大きな音量でヘッドホンやイヤホンなど使用しない
でください。
大きな音を連続して聞くと、耳に障害を与える原因
になります。

¡この製品は完全調整していますので、分解、改造し
ないでください。
火災、感電、故障の原因になります。

¡別売品を組み込む前に、電源コードや接続ケーブル
をはずしてください。
火災、感電、故障の原因になります。

¡別売品を組み込むときは、指定以外の場所を触らな
いでください。
火災、感電、故障の原因になります。

¡長時間使用しないときは、外部電源装置の電源プラ
グをACコンセントから抜いてください。
火災、発熱の原因になります。

¡雷鳴が聞こえたときは使用しないでください。
安全のために、外部電源装置の電源プラグをACコ
ンセントから抜いてください。
また、アンテナには絶対触らないでください。雷に
よっては、火災、感電、故障の原因になります。

¡万一、煙が出ている、変なにおいや音がするなどの
異常状態のまま使用しないでください。
そのまま使用すると、火災、感電、故障の原因にな
ります｡
すぐに電源を切り、煙が出なくなるのを確認してか
らお買い上げの販売店、または弊社各営業所サービ
ス係に連絡してください。

¡電源コードや接続ケーブルが傷ついたり、ACコン
セントの差し込みがゆるいときは使用しないでくだ
さい。
火災、感電、故障の原因になりますので、お買い上
げの販売店、または弊社各営業所サービス係に連絡
してください。

¡指定以外のヒューズを使用しないでください。
火災、感電、故障の原因になります。

¡下記の注意事項は、製品を安全に正しくお使いい

ただくために、守っていただきたい事項を示して

います。

¡お読みになったあとは、大切に保管してください。

下記の記載事項は、これを無視して誤った取り扱いをすると｢使用者および周囲の人が、死亡ま

たは重傷を負う可能性が想定される内容｣を示しています。
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アマチュア局は、自局の発射する電波が、テレビやラ
ジオの受信に障害を与えたり、障害を受けているとの
連絡を受けた場合は、ただちに電波の発射を中止し、
障害の有無や程度を確認してください。

障害が自局の電波によるものと確認された場合、無線
機やアンテナ系を点検(�P109)し、障害に応じて弊社
サービス窓口やお買い上げの販売店などに相談し、適
切な処置をしてください。

¡ぐらついた台の上や傾いたり、振動の多い場所に
設置しないでください。
落ちたり、倒れたりして火災、けが、故障の原因に
なることがあります。

¡直射日光のあたる場所に設置しないでください。
火災、故障、変形、変色の原因になることがあり
ます。

¡テレビやラジオの近くに設置しないでください。
電波障害を与えたり、受けたりする原因になるこ
とがあります。

¡容易に人が触れる場所にアンテナを設置しないで
ください。
送信中のアンテナは高電圧(数kV)になることがあ
るため、感電、けが、故障の原因になることがあ
ります。

¡マイクロホンを接続するときは、指定以外のマイ
クロホンを使用しないでください。
故障の原因になることがあります。

¡ぬれた手で電源プラグや機器に触れないでくださ
い。
感電の原因になることがあります。

¡放熱器に触れないでください。
長時間使用すると放熱器の温度が高くなり、やけ
どの原因になることがあります。

¡長時間の連続送信はしないでください。
故障、やけどの原因になることがあります。

¡別売品を組み込むとき以外は、製品のケースを開
けないでください。
感電、故障、やけどの原因になることがあります。

¡製品の上に乗ったり、物を置いたりしないでくださ
い。
落ちたり、倒れたりして、けが、故障の原因になる
ことがあります。

¡製品を落としたり、強い衝撃を与えないでくださ
い。
けが、故障の原因になることがあります。

¡清掃するときは、シンナーやベンジンを絶対使用し
ないでください。
ケースが変質したり、塗料がはげる原因になること
があります。
普段はやわらかい布で、汚れのひどいときは水で薄
めた中性洗剤を少し含ませてふいてください。

下記の記載事項は、これを無視して誤った取り扱いをすると｢人が傷害を負う可能性が想定され
る内容、および物的損害だけの発生が想定される内容｣を示しています。

電 波 を 発 射 す る 前 に
受信側に原因がある場合、障害対策は単に技術的な問
題に止まらず、ご近所付き合いなどで、むずかしい場
合もあります。
日本アマチュア無線機器工業会(JAIA)、および(社)日
本アマチュア無線連盟(JARL)では、電波障害の対策
と防止についての相談窓口を開設しておりますので、
対策にお困りの場合はご相談ください。

日本アマチュア無線機器工業会 (JAIA)
〒170-0002 東京都豊島区巣鴨1-10 - 5

第2川端ビル
TEL 03 - 3944 - 8611

(社)日本アマチュア無線連盟 (JARL)
〒170-8073 東京都豊島区巣鴨1-14 - 5

TEL 03 - 5395 - 3111

R注意

参考　無線局運用規則　

第9章　アマチュア局の運用

第258条　アマチュア局は、自局の発射する電波
が他の無線局の運用又は放送の受信に支障を与

え、若しくは与えるおそれがあるときは、すみや

かに当該周波数による電波の発射を中止しなけれ

ばならない。 以下省略

液晶ディスプレイについてのご注意
¡使用周辺温度が低いときや本製品自体が冷えてい

るとき、または寒冷地でご使用のときは、電源を

“ON”にしても液晶ディスプレイが正常な明るさに
なるまで数分かかることがありますが、故障では

ありません。

このような場合は、一度電源を“OFF”にし、しば
らく常温(10～30℃)の環境に放置したあと、ご使

用ください。

¡液晶ディスプレイは、高密度技術で作られて

99.99％以上は有効画素があり、0.01％以下の非点
灯や常時点灯などの画素が含まれることがありま

すが、故障ではありません。

¡表示内容によっては、明るさのムラが発生するこ

とがありますが、故障ではありません。
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2-1 前面パネル

qPOWER(電源)キー (�P18、77)
電源の“ON/OFF”と、タイマー機能を“ON/OFF”
するキーです｡
キーを短く押すと電源が“ON”、もう一度長く(約1
秒)押すと電源が“OFF”になります。
また、電源“ON”時にキーを短く押すごとにタイマ
ー機能を“ON/OFF”し、タイマー機能“ON”時に
TIMER表示LEDが点灯します。
セットモードのTIME SET画面(�P79、81：2項)で
タイマー機能を“OFF”に変更できます。

wマルチファンクション・アナログメーター (�P54)
5種類の測定値を表示するメーターです。
受信時はSメーターとして動作し、受信信号強度を
指示します。送信時は機能選択(METER)キーで選
択された4種類(Po/ALC/SWR/COMP)の測定値
を指示します。なお、デジタルメーターもLCDモ
ニター上に表示できます。

eTRANSMIT(送信)キー
送信と受信を切り替えるキーです。
キーを押すとTX(送信)表示LEDが点灯し、送信状
態になります。もう一度押すと受信状態に戻ります。

rPHONES(ヘッドホン)ジャック (�P87)
ヘッドホンを接続するジャックです。
インピーダンスが8～16Ωのヘッドホンをご使用くだ
さい。ヘッドホンの出力は、8Ω負荷で5mWとなる
ように設計していますので、音量にご注意ください。

tTUNER(アンテナチューナー)キー (�P76、99)
アンテナチューナーを“ON/OFF”するキーです。
キーを短く押すごとに、アンテナチューナーが“ON
/OFF(スルー)”し、アンテナチューナー“ON”時に
LEDが点灯します。なお、アンテナチューナーの
“ON/OFF”状態は、運用バンドごとに記憶します。
また、キーを長く(約1秒)押すと強制チューン状態
になります。

yMONITOR(モニター)キー (�P59)
送信電波のモニター機能を“ON/OFF”するキーです。
キーを押すごとに“ON/OFF”し、モニター機能
“ON”時にLEDが点灯します。なお、CWモードで
は常にサイドトーンが聞こえます。

uNB(ノイズブランカー)キー (�P46)
ノイズブランカー機能を“ON/OFF”するキーです。
キーを短く押すごとに“ON/OFF”し、ノイズブラン
カー機能“ON”時にLEDが点灯します。
また、キーを長く(約1秒)押すと、ノイズブランカ
ーレベルを設定するNBオプション画面を開きます。
rMODEqSSB/CW/RTTY/AM

iNR(ノイズリダクション)キー (�P46)
ノイズリダクション機能を“ON/OFF”するキーです。
キーを押すごとに“ON/OFF”し、ノイズリダクショ
ン機能“ON”時にLEDが点灯します。
受信信号をデジタル処理し、信号成分とノイズ成分
を分離させ、ノイズを除去します。
なお、ノイズ除去レベルはNRツマミで調整します。

oELEC-KEY(エレクトロニックキーヤー)
ジャック (�P87)
端子に極性のあるパドルを接続するジャックです。

!0AF(音量)ツマミ (�P18)
受信音量を調整するツマミです。
ツマミを右に回すほど受信音が大きくなり、左に回
すと小さくなります。

TIMER

POWER

TRANSMIT

PHONES
TUNER MONITOR NB NR

q

w

e
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0
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!1RF(受信感度)/SQL(スケルチ)ツマミ (�P19)
受信感度とスケルチを調整するツマミです。
動作の詳細は19ページを参照してください。なお、
スケルチ動作はFM以外のモードではSメータース
ケルチだけの動作になります。

!2BAL(バランス)ツマミ (�P52)
デュアルワッチ機能で受信したとき、2局間の信号
強度差を調整するツマミです。
2局間に信号強度差があるとき、ツマミを左に回す
とMAIN VFO側、右に回すとSUB VFO側の信号
が強調されます。
また、強い信号でAGCが動作するために弱い信号
がブロックされることがあり、このような場合にも
効果を発揮します。

!3NR(ノイズリダクション)ツマミ (�P46)
DSP回路によるノイズ除去機能のレベルを調整す
るツマミです。
NRキーが“ON”のときに機能し、ツマミを右に回す
ほどノイズの除去レベルが高くなり、左に回すと低
くなります。

!4MIC(マイクロホン)コネクター (�P87)
マイクロホンを接続するコネクターです。

!5MIC GAIN(マイク感度)ツマミ
マイクロホンからの音声入力レベルを調整するツマ
ミです。
ツマミを右に回すほど音声入力レベルが高くなり、
左に回すと低くなります。なお、ツマミの設定位置
は9～12時の範囲が適正値です。

!6RF POWER(送信出力)ツマミ
送信出力を調整するツマミです。
ツマミを右に回し切ったときは最大出力、左に回し
切ると最小出力になります。

!7COMP(スピーチコンプレッサー)ツマミ (�P54)
スピーチコンプレッサー機能使用時に、コンプレッ
ションレベルを調整するツマミです。
ツマミを右に回すほどコンプレッションレベルが高
くなり、左に回すと低くなります。
rMODEqSSB

!8BK-IN DELAY(ブレークイン遅延時間)ツマミ
(�P56)

セミブレークイン機能運用時、送信状態から受信状
態に切り替わるまでの時間を調整するツマミです。
ツマミを右に回すほど送信状態を保持する時間が長
くなり、左に回すと短くなります。
rMODEqCW

!9KEY SPEED(キーイングスピード)ツマミ(�P29)
内蔵エレクトロニックキーヤーのキーイングスピー
ドを調整するツマミです。
ツマミを右に回すほどキーイングスピードが速くな
り、左に回すと遅くなります。
rMODEqCW

@0F-1～F-5(ファンクション)キー (�P10)
各メニューやセットモードごとに表示されるファン
クションガイド表示の機能を選択するキーです。

@1MODE(モード)キー (�P24)
運用モード(電波型式)を選択するキーです。
基本動作として、SSBキーを短く押すごとに
“LSB/USB”、CW/RTTYキーを短く押すごとに
“CW/RTTY ”、AM/FMキーを短く押すごとに
“AM/FM”を切り替えます。

@2FILTER(フィルター)キー (�P50)
各運用モードのデジタルIFフィルターを切り替える
キーです。
キーを短く押すごとに、プリセットしている通過帯
域幅“FIL1/FIL2/FIL3”を切り替えます。
また、キーを長く(約1秒)押すごとに、デジタルIF
フィルターの通過帯域幅を切り替えるFILTERオプ
ション画面を“ON/OFF”します。

@3EXIT/SET(終了/セットモード)キー
各種オプション画面を終了するキーです。
キーを短く押すと、各種オプション画面の終了、ま
たは前画面に戻します。
また、キーを長く(約1秒)押すと、セットモード画
面(�P79)を開きます。

F-1

SSB

F-2 F-3 F-4 F-5

CW/RTTY AM/FM FILTER EXIT/SET

@0

@1

C

@2 @3

運用モード AM

IC-756PRO 5W(以下)～100W 5W(以下)～40W

SSB/CW/RTTY/FM
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2-1 前面パネル(つづき)

@4機能選択キー (�P15)
運用モードごとに割り当てられた各種機能を選択す
るキーです。

@5LCDモニター (�P9)
5インチTFTカラー液晶モニターに、運用周波数、
運用モード、および各機能のメニューをマルチ表示
します。

@6キーボード(バンドキー/テンキー)(�P21、24、67)
運用バンド、運用周波数、メモリーチャンネルなど
をセットするキーボードです。
通常は1.9～50MHz帯までのアマチュアバンドを切
り替えるバンドキーとして動作し、それぞれのバン
ドには、トリプルバンドスタッキングレジスターが
対応しています。

@7メモリーチャンネル ▲/▼(アップ/ダウン)キー
(�P67)

メモリーチャンネルを切り替えるキーです。
キーを短く押すごとにメモリーチャンネルをアップ
またはダウンします。なお、長く(約1秒)押すと連
続切り替えとなります。

@8MW(メモリー書き込み)キー (�P69)
セットした内容をメモリーチャンネルに書き込む
キーです。
キーを長く(約1秒)押すと、セット内容を指定のメ
モリーチャンネルに書き込みます。

@9M-CL(メモリークリア)キー (�P69)
不要になったメモリーチャンネルの内容を消去する
キーです。
メモリー状態でキーを長く(約1秒)押すと、呼び出
しているメモリーチャンネルに記憶している内容が
消え、ブランク状態になります。

#0TS(周波数ステップ)キー (�P22、23)
メインダイヤルの周波数ステップを切り替えるキー
です。
キーを短く押すとkHzケタの上に“√”マークを表示
し、FM以外のモードで1kHzステップ(FMは10kHz
ステップ)の動作になります。
“√”マーク点灯時にキーを長く(約1秒)押すとTSオ
プション画面になり、周波数ステップを変更できま
す。また、“√”マーク消灯時にキーを長く(約1秒)押
すとファインチューニング動作となり、1Hzステッ
プでチューニングできます。

#1XFC(送信周波数チェック)キー
(�P43、53、57～59)

レピータまたはスプリット運用時に、送信周波数を
受信(チェック)するキーです。
キーを押している間だけ、送信周波数で受信したり、
送信周波数だけを変更できます。

#2MP-R(メモパッド呼び出し)キー (�P71)
メモパッドチャンネルに書き込んでいる内容を呼び
出すキーです。
キーを押すごとに、書き込み内容の新しい順番に呼
び出します。

#3MP-W(メモパッド書き込み)キー (�P71)
メモパッドチャンネルに、表示中の運用周波数と
モードを書き込むキーです。
メモパッドチャンネルは5チャンネルあり、それ以上
書き込むと古いデータから消去します。
なお、セットモードのOTHERS SET画面(�P79、
83：21項)で、メモパッドのチャンネル数を10チャ
ンネルに増やせます。

D E

F
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#4MAIN/SUB(メイン/サブ)キー (�P20)
周波数やメモリーなどの操作をMAIN VFOでする
のか、SUB VFOでするのかを切り替えるキーです。
キーを押すと選択していない周波数表示が白ヌキ表
示となり、選択している周波数表示のVFO側で周
波数やメモリーなどの操作ができます。

#5VFO/MEMO(VFO/メモリー)キー
VFOとメモリー状態を切り替え(�P20)たり、メモ
リーチャンネルの内容をMAIN VFOまたはSUB
VFOに転送する(�P68)キーです。
キーを短く押すごとに、VFOとメモリー状態を切
り替えます。
また、キーを長く(約1秒)押すと、メモリー内容を
表示VFOに転送します。

#6CHANGE(チェンジ)キー (�P20)
MAIN VFOとSUB VFOの内容を入れ替えるキー
です。
キーを短く押すごとに、MAIN VFOとSUB VFO
の内容が入れ替わります。
また、キーを長く(約1秒)押すと、SUB VFOの内容
をMAIN VFOの内容と同じ内容にします。

#7DUAL WATCH(デュアルワッチ)キー (�P52)
デュアルワッチ機能を“ON/OFF”するキーです。
キーを短く押すごとにデュアルワッチ機能を“ON/
OFF”し、“ON”時はLCDモニターに を表示
します。
また、キーを長く(約1秒)押すと、クイックデュアル
ワッチ機能(�P52)が動作します。

#8SPLIT(スプリット)キー (�P43、57)
MAIN VFOとSUB VFOの周波数でスプリット機
能を“ON/OFF”するキーです。
キーを押すとLCDモニターに が表示され、
MAIN VFOが受信周波数、SUB VFOが送信周波
数となって異なった周波数でのスプリット運用(た
すきがけ)ができます。
また、キーを長く(約1秒)押すと、クイックスプリッ
ト機能(�P58)が動作します。

SPLIT

DUAL-W

#9RX(受信)表示LED
受信状態を表示するLEDです。
受信状態でスケルチが開くと点灯します。

$0TX(送信)表示LED
送信状態を表示するLEDです。
TRANSMITキー、またはマイクロホンのPTTス
イッチを押して送信状態にすると点灯します。

$1REC/PLAY(録音/再生)キー (�P62)
受信用ボイスメモリーのVOICE RECORDER画面
を開かずに、録音または再生を行うキーです。
キーを短く押すと、PLAY(RX MEMORY)画面の
R4に録音されている内容を再生します。
また、キー長く(約1秒)押すと、PLAY(RX MEM
ORY)画面のR4に録音を開始します。
※R4には30分間連続して録音しますが、再生は録
音を終了したときより、15秒前の時点から行い
ます。

$2LOCK/SPEECH(ロック/音声合成)キー
(�P53、102)

メインダイヤルの機能を電気的に固定するキーで
す。
キーを短く押すとLOCK表示LEDが点灯し、メイ
ンダイヤルの操作を無効にします。ただし、セット
モードや各種オプション画面での設定は可能です。
別売品の音声合成ユニット(UT-102)を装着すれ
ば、キーを長く(約1秒)押すごとに、Sメーターレ
ベルと運用周波数、MODEキーを押すと運用モー
ドをアナウンスします。
なお、セットモードのOTHERS SET画面(�P79、
82：18～20項)で音声合成の発声言語、発声スピー
ドおよび発声内容を設定できます。

$3メインダイヤル
運用周波数、各種セットモードやオプション画面の
内容を設定するダイヤルです。
右に回すと周波数がアップし、左に回すとダウンし
ます。

$4LOCK(ロック)表示LED (�P53)
ロック機能の動作中を表示するLEDです。

キーを短く押すと点灯し、メインダ
イヤルがロック(固定)されていることを表示しま
す。

LOCK/SPEECH

LOCKTX

RX

REC/PLAY LOCK/SPEECH

F

$3

$2$1

$0

#9
$4
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$5TWIN PBT(ツイン・パスバンドチューニング)
ツマミ (�P51)
デジタルIFフィルターの通過帯域幅を連続的に制御
するツマミです。
従来のPBTを2段搭載し、2重ツマミで帯域の上側
または下側から連続的に狭めることで、より効果的
に近接波からの混信を除去します。LCDモニター
にフィルターの幅( )と、センターのシフト量
( )をグラフィックと数値で表示します。
また、AM/RTTY(RTTYフィルター“ON”時)モード
運用時は、内側のツマミを回すとIFシフトとして動
作します。
rMODEqSSB/CW/RTTY/AM

$6PBT CLR(PBTクリア)キー (�P51)
TWIN PBTツマミで制御した通過帯域幅(内蔵LED
が点灯)を標準値に戻すキーです。
キーを長く(約1秒)押すと、通過帯域幅の変化量を
標準値に戻します。
rMODEqSSB/CW/RTTY/AM

SFT

BW

$7NOTCH(ノッチ)キー (�P47)
目的信号に近接する混信信号(ビート信号)を減衰す
るノッチフィルター機能を“ON/OFF”するキーです。
キーを押すごとに、オートノッチフィルター“ON”

aマニュアルノッチフィルター“ON”aノッチフィ
ルター“OFF”を繰り返し、ノッチフィルター“ON”

時にLEDが点灯します。
rMODEqオ ー ト ノ ッ チ：SSB/AM/FM

マニュアルノッチ：SSB/CW/AM

$8NOTCH(ノッチ)ツマミ (�P47)
マニュアルノッチフィルター機能“ON”時の中心周
波数を可変するツマミです。
ツマミを右に回すほど中心周波数をアップ、左に回
すと中心周波数をダウンします。
rMODEqマニュアルノッチ：SSB/CW/AM

$9CW PITCH(CWピッチ)ツマミ (�P27)
受信周波数を変えないで、CW受信時のトーンおよび
サイドトーンモニターのピッチを可変するツマミです。
ツマミを右に回すほど受信トーンが高くなり、左に
回すと低くなります。
rMODEqCW

%0:TX(デルタTX)キー (�P59)
送信周波数だけを微調整する:TX機能を“ON/
OFF”するキーです。
キーを短く押すごとに:TX機能を“ON/OFF”し、
“ON”時はLCDモニターに送信周波数の変化量を
3ケタで表示します。
また、キーを長く(約1秒)押すと、微調整した変化量
を表示周波数に加算し、変化量をゼロクリアします。

%1RIT(リット)キー (�P53)
受信周波数だけを微調整するRIT機能を“ON/OFF”

するキーです。
キーを短く押すごとにRIT機能を“ON/OFF”し、
“ON”時はLCDモニターに受信周波数の変化量を
3ケタで表示します。
また、キーを長く(約1秒)押すと、微調整した変化量
を表示周波数に加算し、変化量をゼロクリアします。

%2RIT/:TX(リット/デルタTX)ツマミ (�P53、59)
受信または送信周波数を微調整するツマミです。
RITまたは:TXキーが“ON”のときに動作し、右に
回すと受信または送信周波数の変化量がアップし、
左に回すとダウンします。

%3CLEAR(クリア)キー (�P53、59)
RITまたは:TX機能で微調整した周波数の変化量
をゼロに戻すキーです。
キーを長く(約1秒)押すと、周波数の変化量をゼロ
に戻します。
なお、セットモードのOTHERS SET画面(�P79、
83：24項)で、キー操作を変更できます。

NOTCH

PBT CLR NOTCH

TWIN PBT

CW PITCH

RIT/ TX

TXRIT CLEAR

G

$9 $8

$6

%0

$5

%1

%2

%3

$7

G

2-1 前面パネル(つづき)
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qGND(アース)端子 (�P90)
アースを接続する端子です。

感電事故や他の機器からの妨害を防ぐため、必ずこ

の端子をアース線で接続してください。

wANT(アンテナ)1/2コネクター (�P15、91)
50Ω系のアンテナを接続するコネクターです。

※別売品の外部アンテナチューナー(AH-4)は、

ANT1に接続してください。

eDC13.8V(直流電源)ジャック (�P89)
DC13.8Vを接続するジャックです。

付属のDC電源コードを使用し、外部DC電源装置

に接続します。

rSEND(送受信制御)ジャック (�P93、98)
リニアアンプなどの外部機器を連動させるための

ジャックです。

TRANSMITキーに連動し、送信状態にするとグラ

ンドレベルになります。

tALC(送受信制御)ジャック (�P93、98)
リニアアンプ接続時に、リニアアンプ側から出力さ

れるALC電圧を入力するジャックです。

なお、ALC電圧は0～－4V程度になるように設定し

てください。

yEXT SP(外部スピーカー)ジャック (�P88)
外部スピーカーを接続するジャックです。

インピーダンスが4～8Ωのスピーカーをご使用く

ださい。

外部スピーカーを接続時、内蔵スピーカーは動作し

ません。

uREMOTE(リモート)ジャック (�P94)
別売品のCI-Vレベルコンバーター(CT-17)を介して

パーソナルコンピューターを接続するコネクターです。

CI-V(シーアイ・ファイブ)方式で、パーソナルコン

ピューターから本機を外部コントロールできます。

iKEY(電鍵)ジャック (�P88)
電鍵を接続するジャックです。

CW運用時の電鍵や外部エレクトロニックキーヤー

を接続してください。

oACC(1)/ACC(2)(アクセサリー)ソケット(�P92)
外部機器を制御するための、制御用入出力ソケット

です。

TNCとパーソナルコンピューターなどを接続して

ください。

!0TUNER(アンテナチューナー)コネクター (�P99)
別売品の外部アンテナチューナー(AH-4)接続時に、

チューナー部のコントロールケーブルを接続するコ

ネクターです。

!1RX ANT(受信専用アンテナ)端子 (�P88、91)
50Ω系の受信専用アンテナを接続する端子です。

!2XVERT(トランスバーター)端子
トランスバーターを接続する端子です。

ACC(2)ソケットの5番ピンに、DC5Vを入力する

と、送受信が有効になります。

トランスバーター用出力レベルは－20dBmです。

なお、トランスバーター使用時は、下記の機能は制

限されます。

¡ATT切り替え不可(�P47)

¡ANT切り替え不可(�P15、91)

¡アンテナチューナー強制OFF(�P76、99)

¡強制チューニング不可(�P76、99)

¡AUTOスタート動作不可(�P76、99)

¡PTTスタート動作不可(�P76、99)

2-2 後面パネル



ANT
1

METER
Po

P.AMP
1

ATT
OFF

AGC
MID

RTTY
FIL
ON

1/4
OFF

15

21. 127. 0021. 127. 00

21. 176. 0021. 176. 00

VFO

5656ß

RTTY

CW

CWCW

FIL2FIL2

RITRIT

:TXTX

wq.pit.ppp

wq.qpt.ppp

-p.ppp

qw:pp

HOLDHOLD

TX
MARKERMARKER

ATT
10dB

Grid
   5k
10dB

   +25k-25k SPECTRUM  SCOPE

¡VFO状態でMAIN VFO
　選択時の表示� SFTSFT 0BWBW 350350

TX

q w re t uy i o

!0

!1

!2
!3

!6

!4

周波数データ部�

ファンクション�
データ部�

!5

DUAL-WDUAL-WSPLITSPLIT

VFO RTTYRTTY FIL2FIL2

TPFTPF

SPAN ATT MARKER HOLD SET

2-3 LCDモニター
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1機能選択ガイド表示 (�P15)
運用モード別に割り当てた機能を表示します。

機能選択キーに割り当てている機能を表示し、任意

のキーを押すとそれぞれの機能が動作します。

2TX(送信)表示 (�P57)
送信用VFOを表示します。

通常はMAIN VFO側に点灯しますが、SPLITキー

が“ON(スプリット機能動作)”のときは、SUB VFO

側に送信用VFOが切り替わります。

3VFO/メモリー表示 (�P20)
VFO状態またはメモリー状態のどちらで運用して

いるかを表示します。

なお、メモリー状態のときは、チャンネル番号を

表示します。

4デジタルツインPBT表示 (�P50、51)
現在設定しているデジタルツインPBT機能とデジ

タルIFフィルターの通過帯域幅( )、およびセン

ターのシフト量( )をグラフィックと数値で表示

します。

5MODE(運用モード)表示 (�P24)
運用中のモード(電波型式)を表示します。

6IFフィルター表示 (�P50)
現在使用しているデジタルIFフィルター“FIL1/

FIL2/FIL3”を表示します。

7TPF(ツインピークフィルター)/
BPF(バンドパスフィルター)表示 (�P35、50)
RTTYモード受信専用のツインピークフィルター

( )、またはCWモード受信専用のバンドパス

フィルター( )の使用中を表示します。BPF

TPF

SFT

BW

8チューニングインジケーター表示 (�P35)
RTTYフィルター“ON”時に点灯し、信号が正しく

復調されるように調整するための表示です。

9時計表示 (�P77)
現在の時刻を表示します。

!0TS(チューニングステップ)表示 (�P22)
指定したチューニングステップで周波数設定できる

ことを表示しします。

!1周波数表示
運用中の周波数を表示します。

!2メモリーデータ表示 (�P67)
メモリーチャンネルに記憶された内容(周波数、運

用モード、セレクト指定“★”など)を表示します。

VFO/MEMOキーでメモリー状態を選択したとき

は、VFOの設定内容を表示します。

!3RIT/:TX(リット/デルタTX)表示 (�P53、59)
RIT/:TX機能の動作中と、受信または送信周波数

の変化量を表示します。

!4DUAL-W(デュアルワッチ)表示 (�P52)
デュアルワッチ機能運用中を表示します。

!5SPLIT(スプリット)表示 (�P43、57)
スプリット機能運用中を表示します。

スプリット機能運用中は、SUB VFO側に送信VFO

が切り替わります。

!6ファンクションガイド表示 (�P11)
各ファンクションキーの機能を表示します。

ファンクションキーに割り当てている機能を表示し、

任意のキーを押すとそれぞれの画面をファンクショ

ンデータ部に表示します。
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3-1 基本画面について

ATTATT
0FF0FF

ANTANT
1

VOXVOX
OFFOFF

COMPCOMP
OFFOFF
WIDEWIDE

AGCAGC
MIDMID

VOICE RECORDERVOICE RECORDER

VOICE RECORDER MENU

  PLAY       TX Variable ◊ 4ch (Total 90s)

              RX 15s Endless ◊ 4ch (TOT 30m)

  MIC REC   Mic Record/Record check     MIC REC   Mic Record/Record check   

  TX LEV.   Recorder Output Adjust

  SET        Auto Monitor SET

BK-INBK-IN
OFFOFF

1/41/4
OFFOFF

AGCAGC
MIDMID

MEMORY KEYERMEMORY KEYER

MEMORY KEYER MENUMEMORY KEYER MENU

  SEND    Max.55 Characters   SEND    Max.55 Characters ◊◊ 4ch 4ch

  EDIT    Memory Editor  EDIT    Memory Editor

  001     001 Style Contest Number  001     001 Style Contest Number

  CW KEY Memo-key,Elec-key,CW Wave Form Set  CW KEY Memo-key,Elec-key,CW Wave Form Set

VOXVOX
OFFOFF

COMPCOMP
OFFOFF
WIDEWIDE

AGCAGC
MIDMID

SCANSCAN

∂F SpanSpan : ±    10kHz   10kHz

ProgrammedProgrammed P1:P1: 0.500.00MHz0.500.00MHz
scan  edgesscan  edges P2:P2: 29.999.99MHz29.999.99MHz

VOXVOX
OFFOFF

COMPCOMP
OFFOFF
WIDEWIDE

AGCAGC
MIDMID

SCANSCAN

∂F Span : ±    10kHz   10kHz

ProgrammedProgrammed P1:P1: 0.500.00MHz0.500.00MHz
scan  edgesscan  edges P2:P2: 29.999.99MHz29.999.99MHz

VOXVOX
OFFOFF

COMPCOMP
OFFOFF
WIDEWIDE

AGCAGC
MIDMID GridGrid

2.5k2.5k
10dB10dB

+12. 5k+12. 5k-12. 5k-12. 5k SPECTRUM  SCOPESPECTRUM  SCOPE

VOXVOX
OFFOFF

COMPCOMP
OFFOFF
WIDEWIDE

AGCAGC
MIDMID

MEMORYMEMORY

9999 --.---.----.---.-- ------------ ------

PP 11 000.500.000.500.00 USBUSB FL2    SCAN  EDGEFL2    SCAN  EDGE

P 2P 2 29.999.9929.999.99 USBUSB FL2    SCAN  EDGEFL2    SCAN  EDGE

 1 1 --.---.----.---.-- ------------ ------

 2 2 --.---.----.---.-- ------------ ------

  33 --.---.----.---.-- ------------ ------

 4 4 --.---.----.---.-- ------------ ------

METERMETER
PoPo

P.AMPP.AMP
1

VOXVOX
OFFOFF

COMPCOMP
OFFOFF
WIDEWIDE

BW 2.4k SFT

VFOVFO FIL2CW

qw:pp

AGCAGC
MIDMID

1

TXTX

VFOVFO

1

USBUSB

CW

CW

FIL2

--. ---. --

--. ---. --

F-1 F-2 F-3 F-4 F-5

¡初期画面�

¡SCAN画面(VFO状態)

¡SCAN画面(メモリー状態)

¡MEMORY画面�

¡RTTY DECODE画面(RTTYモード時)

¡MEMORY KEYER(SEND)画面 (CWモード時)

¡SPECTRUM SCOPE画面�

F-5

F-3

F-5

F-2

F-3

F-4

THRESHOLDTHRESHOLD  9 9

RTTYRTTY
FILFIL
ONON

AGCAGC
MIDMID

RTTY DECODERTTY DECODE

**** RTTY Decode Monitor ******** RTTY Decode Monitor ****
 45bps BAUDOT   Mark=2125,Shift=170 45bps BAUDOT   Mark=2125,Shift=170
 UnShift On Space support (SET-OTHERS) UnShift On Space support (SET-OTHERS)
 New Line Code selectable (SET-OTHERS) New Line Code selectable (SET-OTHERS)
 If RTTY-FIL is OFF, Please turn ON. If RTTY-FIL is OFF, Please turn ON.

1/41/4
OFFOFF

¡VOICE RECORDER(PLAY TXまたはRX MEMORY)画面�

VOXVOX
OFFOFF

COMPCOMP
OFFOFF
WIDEWIDE

AGCAGC
MIDMID

T4T4 -  -  -

T1T1 -  -  -

T3T3 -  -  -

VOICE RECORDERVOICE RECORDER

T2T2 -  -  -

TXTX MEMORYMEMORY

�
�

BK-INBK-IN
OFFOFF

1/41/4
OFFOFF

AGCAGC
MIDMID

MEMORY KEYERMEMORY KEYER

CQ  T EST  C Q  T EST  D E  I COM  I COMCQ  TEST  C Q  T EST  D E  I COM  I COM
TESTTEST

QRZ?QRZ?

�
CFM  TUCFM  T U

UR  5 NNUR  5 NN001001  BK B K

M1M1

M2M2

M3M3

M4M4

※SEND画面を開いているときに　　　　　を押すと�
　MEMORY KEYER MENU画面を’開く�

�EXIT/SET

※PLAY画面を開いているときに　　　　　を押すと�
　VOICE RECORDER MENU画面を開く�

�EXIT/SET

SCOPESCOPE VOICEVOICE KEYERKEYER MEMORYMEMORY SCANSCAN

SPANSPAN ATTATT MARKERMARKER HOLDHOLD SETSET

ROLLROLL SETSET SELECTSELECT NAMENAME WIDEWIDE

PROGPROG ∂F FINEFINE ∂F SPANF SPAN SETSET

MEMOMEMO ∂F SELECTSELECT ∂F SPANF SPAN SETSET HOLDHOLD CLRCLR ADJADJ WIDEWIDE

SENDSEND EDITEDIT 001001 CW KEYCW KEY

M1M1 M2M2 M3M3 M4M4 -1-1

PLAYPLAY MIC RECMIC REC TX LEV.TX LEV. SETSET

T1T1 T2T2 T3T3 T4T4 T/RT/R

0

qr.qpp.pp

qr.qpp.pp

ファンクションガイド表示に対応するファンクション

キー(^～))を押すと、それぞれのファンクショ

ン画面を開きます。

を押すと、ファンクション画面を閉じます。

※なお、VOICE RECORDER画面/MEMORY

KEYER画面(CWモード)を開いているときに

押すと、それぞれのMENU画面を開き、

再度押すとファンクション画面を閉じます。

EXIT/SET

EXIT/SET
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初期ファンクションガイド表示に対応するファンク

ションキー(^～))を押すと、それぞれのファ

ンクション画面を開きます。

スペクトラムスコープを表示する画面です。 (�P45)

スペクトラムスコープは受信波形および自局の送信

波形、スプリット運用時はSUB VFO用マーカーも表

示します。

Å初期画面

ıSPECTRUM SCOPE(スペクトラムスコープ)画面

SCOPE SPECTRUM SCOPE画面を開く

RTTYモード時は、DECODE画面を開く

MEMORY画面を開く

SCAN画面を開く

VOICE

KEYER

DECODE

MEMORY

SCAN

SPAN

SCOPE SETオプション画面を開く

ATT

MARKER

HOLD

SET

スペクトラムスコープの周波数スパン

を設定する

※キーを押すごとに、周波数スパン(±

12.5/±25/±50/±100kHz)を切り替

える

スペクトラムスコープのアッテネーター

を設定する

※キーを押すごとに、10dB、20dB、

30dB、OFFを切り替える

21. 085. 00

1

ANTANT
1

METERMETER
PoPo

P.AMPP.AMP
1

ATTATT
0FF0FF

VOXVOX
OFFOFF

COMPCOMP
OFFOFF
WIDEWIDE

BW 2.4k SFT

VFOVFO FIL2USB

qw:pp

AGCAGC
MIDMID

1

21. 085. 00

TXTX

VFOVFO USBUSB FIL2

F-1 F-2 F-3 F-4 F-5

CW

CW

SCOPESCOPE VOICEVOICE MEMORYMEMORY SCANSCAN

0

qr.qpp.pp

qr.qpp.pp

F-1 F-2 F-3 F-4 F-5

ANTANT
1

METERMETER
PoPo

P.AMPP.AMP
1

ATTATT
0FF0FF

VOXVOX
OFFOFF

COMPCOMP
OFFOFF
WIDEWIDE

BWBW 2.4k2.4k SFTSFT

VFO FIL2FIL2USBUSB

qw:pp

AGCAGC
MIDMID

1

21. 085. 0021. 085. 00

21. 085. 0021. 085. 00

TX

VFO

1

USB

CWCW

CWCW

FIL2FIL2

GridGrid
2.5k2.5k
10dB10dB

+12. 5k+12. 5k-12. 5k-12. 5k SPECTRUM  SCOPESPECTRUM  SCOPE

SPANSPAN ATTATT MARKERMARKER HOLDHOLD SETSET

0

qr.qpp.pp

qr.qpp.pp

スペクトラムスコープの波形をホール

ドする

※キーを短く押すごとにホールド機能

を“ON/OFF”し、長く押すとピーク

ホールド機能をリセットする

全てのモードで、VOICE RECORDER
画面を開く

CWモード時は、MEMORY KEYER画
面を開く

スペクトラムスコープのマーカーを設

定する

※キーを押すごとに、SUB MARKER、

TX MARKER、MARKER OFFを切

り替える

3-2 基本画面とファンクションガイド表示について
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音声録音/再生機能を設定する画面です。 (�P61)

コンテスト時の自局コールサインの連呼やコンテス

トナンバーの送出、DXペディション局コール時の自

局コールサインの連呼などに最適の送信用ボイスメ

モリーを設定します。

また、DXペディション局アナウンスの録音やパイル

アップ時における自局のコールバック確認にも活用

できる受信用ボイスメモリーの設定もします。

エレクトロニックキーヤーの機能を設定する画面で

す。 (�P30)

コンテストなどで定型文を繰り返し送出できるメモ

リーキーヤー機能、パドルの極性やキーヤータイプ

などを設定するエレクトロニックキーヤーなどの動

作を設定します。

ÇVOICE RECODER MENU
(ボイスレコーダー・メニュー)画面

PLAY

ボイスメモリー送出時の出力レベルを

設定する

VOICE SETオプション画面を開く

MIC REC

TX LEV.

SET

SEND

メモリーキーヤーのリピートタイム、

DASHウエイトの可変、パドルの極性

設定、キーヤータイプの変更などを設

定する

EDIT

001

CW KEY

コンテストなどで定型文を繰り返し送

出できるメモリーキーヤーを送出する

※メモリーキーヤーに記憶する内容は、

EDIT(編集)で登録する

コンテストなどで使用する定型文を登

録する

※メモリーキーヤーには、シリアルコン

テストナンバー、自動カウントアップ

機能、コンテストナンバー省略符号

化(0=OまたはT、1=A、9=Nなど)

の機能がある

コンテストナンバー、カウントアップ

トリガーなどを設定する

F-1 F-2 F-3 F-4 F-5

ANTANT
1

METERMETER
PoPo

P.AMPP.AMP
1

ATTATT
0FF0FF

VOXVOX
OFFOFF

COMPCOMP
OFFOFF
WIDEWIDE

BW 2.4k SFT

VFOVFO FIL2USB

qw:pp

AGCAGC
MIDMID

1

21. 085. 00

21. 085. 00

TXTX

VFOVFO

1

USBUSB

CW

CW

FIL2

VOICE RECORDERVOICE RECORDER

VOICE RECORDER MENUVOICE RECORDER MENU

  PLAY  PLAY              TX Variable ◊ 4ch (Total 90s)

              RX 15s Endless ◊ 4ch (TOT 30m)

  MIC REC   Mic Record/Record check     MIC REC   Mic Record/Record check   

  TX LEV.   Recorder Output Adjust  TX LEV.   Recorder Output Adjust

  SET        Auto Monitor SET  SET        Auto Monitor SET

PLAYPLAY MIC RECMIC REC TX LEV.TX LEV. SETSET

0

qr.qpp.pp

qr.qpp.pp

F-1 F-2 F-3 F-4 F-5

ANTANT
1

METERMETER
PoPo

P.AMPP.AMP
1

ATTATT
0FF0FF

BW 500 SFT

VFOVFO FIL2CW

qw:pp

AGCAGC
MIDMID

1

21. 085. 00

21. 085. 00

TXTX

VFOVFO

1

USBUSB

CW

CW

FIL2

MEMORY KEYERMEMORY KEYER

MEMORY KEYER MENUMEMORY KEYER MENU

  SEND    Max.55 Characters   SEND    Max.55 Characters ◊ 4ch 4ch

  EDIT    Memory Editor  EDIT    Memory Editor

  001     001 Style Contest Number  001     001 Style Contest Number

  CW KEY Memo-key,Elec-key,CW Wave Form Set  CW KEY Memo-key,Elec-key,CW Wave Form Set

BK-INBK-IN
OFFOFF

BPF

1/41/4
OFFOFF

SENDSEND EDITEDIT 001001 CW KEYCW KEY

0

qr.qpp.pp

0

qr.qpp.pp

送信用ボイスメモリーへの録音と録音

内容の再生、レコードネームの編集を

する

あらかじめ録音している送信用および

受信用のボイスメモリー(15秒/各4チャ

ンネル)を送出する

ÎMEMORY KEYER MENU
(メモリーキーヤー・メニュー)画面

※VOICE RECODER(PLAY)画面を開いているとき
に 押すと、VOICE RECODER MENU画
面を開きます。

EXIT/SET

※MEMORY KEYER(SEND)画面を開いているとき
に 押すと、MEMORY KEYER MENU画
面を開きます。

EXIT/SET
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´RTTY DECODE(RTTYデコード)画面

ÏMEMORY(メモリー)画面

**** RTTY Decode Monitor ******** RTTY Decode Monitor ****
 45bps BAUDOT   Mark=2125,Shift=170 45bps BAUDOT   Mark=2125,Shift=170
 UnShift On Space support (SET-OTHERS) UnShift On Space support (SET-OTHERS)
 New Line Code selectable (SET-OTHERS) New Line Code selectable (SET-OTHERS)
 If RTTY-FIL is OFF, Please turn ON. If RTTY-FIL is OFF, Please turn ON.

THRESHOLDTHRESHOLD  9 9

F-1 F-2 F-3 F-4 F-5

ANTANT
1

METERMETER
PoPo

P.AMPP.AMP
1

ATTATT
0FF0FF

RTTYRTTY
FILFIL
ONON

BW 350 SFT

VFOVFO FIL2RTTY

qw:pp

AGCAGC
MIDMID

1

21. 085. 00

21. 085. 00

TXTX

VFOVFO

1

USBUSB

CW

CW

FIL2

RTTY DECODERTTY DECODE

1/41/4
OFFOFF

HOLDHOLD CLRCLR ADJADJ WIDEWIDE

0

qr.qpp.pp

qr.qpp.pp

ANTANT
1

METERMETER
PoPo

P.AMPP.AMP
1

ATTATT
0FF0FF

VOXVOX
OFFOFF

COMPCOMP
OFFOFF
WIDEWIDE

BW 2.4k SFT

VFOVFO FIL2USB

qw:pp

AGCAGC
MIDMID

1

21. 085. 0021. 085. 00

21. 085. 0021. 085. 00

TXTX

VFOVFO

1

USB

CW

CW

FIL2FIL2

MEMORYMEMORY

9999 --.---.----.---.-- ------------ ------

P 1 00.500.000.500.00 USBUSB FL2    SCAN  EDGEFL2    SCAN  EDGE

P 2P 2 29.999.9929.999.99 USBUSB FL2    SCAN  EDGEFL2    SCAN  EDGE

 1 1 21.085.0021.085.00 CWCW FL2FL2

 2 2 --.---.----.---.-- ------------ ------

 3 --.---.----.---.-- ------------ ------

 4 4 --.---.----.---.-- ------------ ------

F-1 F-2 F-3 F-4 F-5

ROLLROLL SETSET SELECTSELECT NAMENAME WIDEWIDE

0

qr.qpp.pp

qr.qpp.pp

HOLD

CLR

ADJ

WIDE

表示画面の文字列をホールドする

※キーを押すごとにホールド機能を

“ON/OFF”する

表示画面の文字列を消去する

スレッショルドレベル設定画面を開く

リストサイズ(ノーマル/ワイド)を切り

替える

ROLL

MEMORY NAME編集画面を開く

リストサイズ(ノーマル/ワイド)を切り

替える

SET

SELECT

NAME

WIDE

リストの内容を“アップ/ダウン”してメ

モリーチャンネルの内容を確認する

※キーを押しながらメインダイヤルを

回し、リストをスクロールする

ポインター位置のメモリーチャンネル

内容を、運用しているメモリーチャン

ネルに表示する

※キーを押しながらメインダイヤルを

回すと、連続的にメモリーチャンネル

を切り替え、運用しているメモリー

チャンネルに表示する

ポインター位置のメモリーチャンネル

にセレクト指定をする

※キーを押すごとにセレクト指定“★”を

“ON/OFF”し、ビープ音が“ピッピピ”

と鳴るまでキーを押すと、すべての

セレクト指定を解除する

3-2 基本画面とファンクションガイド表示について(つづき)

受信したRTTY信号をデコードして文字列を表示する

画面です。 (�P36)

メモリーチャンネルの内容をリストアップする画面

です。 (�P68)

VFO/メモリー状態に関係なく表示し、ポインター位

置“ ”を中心に表示します。
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˝SCAN(スキャン)画面

(1)VFO状態

(2)メモリー状態

各種スキャンの“スタート/ストップ”および動作条件

を設定する画面です。 (�P72)

本機がVFO状態またはメモリー状態により、それぞ

れの画面を開きます。

VFO状態では、プログラムスキャン(ファイン・プロ

グラムスキャン)/:Fスキャン(ファイン・:Fスキャ

ン)の“スタート/ストップ”を表示します。

メモリー状態では、メモリースキャン(セレクト・メ

モリースキャン)/:Fスキャン(ファイン・:Fスキャ

ン)の“スタート/ストップ”を表示します。

PROG

SCAN SETオプション画面を開く

:F

FINE

:F SPAN

SET

プログラムスキャンの“スタート/ストッ

プ”を設定する

:Fスキャンの“スタート/ストップ”を

設定する

ファイン・プログラムスキャン/ファイ

ン・:Fスキャンを設定または解除する

※プログラムスキャン/:Fスキャン動

作時にキーを押す

:Fスキャンの周波数スパンを設定する

※キーを押すごとに、周波数スパン(±

5/±10/±20/±50/±100/±500/±

1000kHz)を設定する

MEMO

SCAN SETオプション画面を開く

:F

SELECT

(FINE)

:F SPAN

SET

メモリースキャンの“スタート/ストッ

プ”を設定する

:Fスキャンの“スタート/ストップ”を

設定する

:Fスキャンの周波数スパンを設定する

※キーを押すごとに、周波数スパン(±

5/±10/±20/±50/±100/±500/±

1000kHz)を設定する

ANTANT
1

METERMETER
PoPo

P.AMPP.AMP
1

ATTATT
0FF0FF

VOXVOX
OFFOFF

COMPCOMP
OFFOFF
WIDEWIDE

BW 2.4k SFT

VFOVFO FIL2FIL2USB

qw:pp

AGCAGC
MIDMID

1

21. 085. 00

21. 085. 0021. 085. 00

TXTX

VFOVFO

1

USB

CW

CW

FIL2FIL2

SCANSCAN

∂ F SpanSpan : ±    10kHz   10kHz

ProgrammedProgrammed P1:P1: 0.500.00MHz0.500.00MHz
scan  edgesscan  edges P2:P2: 29.999.99MHz29.999.99MHz

F-1 F-2 F-3 F-4 F-5

PROGPROG ∂F FINEFINE ∂F SPANF SPAN SETSET

0

qr.qpp.pp

qr.qpp.pp

ANTANT
1

METERMETER
PoPo

P.AMPP.AMP
1

ATTATT
0FF0FF

BK-INBK-IN
OFFOFF

BW 500 SFT

1 FIL2FIL2CW

qw:pp

AGCAGC
MIDMID

1

14. 100. 00

21. 085. 00

TXTX

VFOVFO

VFO

USB

USBUSB

CWCW

FIL2FIL2

SCANSCAN

∂ F SpanSpan : ±    10kHz   10kHz

ProgrammedProgrammed P1:P1: 0.500.00MHz0.500.00MHz
scan  edgesscan  edges P2:P2: 29.999.99MHz29.999.99MHz

BPFBPF

1/41/4
OFFOFF

F-1 F-2 F-3 F-4 F-5

MEMOMEMO ∂F SELECTSELECT ∂F SPANF SPAN SETSET

0

qr.qpp.pp

qr.qpp.pp

¡呼び出しているメモリーチャンネル

にセレクト指定“★”または解除をする

¡メモリースキャン動作時にキーを押

すと、セレクト・メモリースキャン

を設定または解除する

¡:Fスキャン動作時にキーを押すと、

ファイン・:Fスキャンを設定または

解除する



3 ファンクション画面について

15

+

MODE

SSB
CW
RTTY
AM
FM

名 称

ANT
キー

機能選択ガイド表示 備　　　　考

XVERT1push

トランスバーター�
使用時の表示�

ANTANT
1/R1/R

ANTANT
1

1sec

ANT
2

ANT
2/R

1sec

外部アンテナチューナー使用時の�
表示例(｢EXT｣を追加表示する)

ANT
1

EXT

METER
キー

METER
Po

METER
SWR

METERMETER
ALCALC

METER
COMP

1push 1push 1push

P.AMP
キー

P.AMPP.AMP
1

P.AMPP.AMP
2

P.AMPP.AMP
OFFOFF

1push 1push プリアンプ機能を切り替える (�P46)

ATT
キー

ATT
0FF

ATT
6dB

ATT
12dB

ATT
18db

1push 1push 1push アッテネーター機能を切り替える (�P47)

AGC
キー

AGC
MID

AGCAGC
SLOWSLOW

AGC
FAST

1push 1push
AGC機能の時定数を切り替える (�P48)

¡キーを長く押すごとに、AGCオプション画面

を“ON/OFF”する

後面パネルのアンテナ端子を切り替える(�P91)

出荷時は、切り替えた状態をバンドごとに記憶

するように設定していますが、セットモードの

OTHERS SET画面(アンテナセレクター機能)

で運用バンドやアンテナシステムに応じ、ANT

1/ANT2/受信専用アンテナを選択できます。

¡ANT1/R：送信時はANT1端子、受信時は

RX ANT端子を使用

¡ANT2/R：送信時はANT2端子、受信時は

RX ANT端子を使用

¡XVERT：送受信でXVERT端子を使用

送信時のメーター指示を切り替える (�P54)

¡キーを長く押すごとに、デジタルメーターを

“ON/OFF”する

3-3 機能選択ガイド表示について 運用モード(電波型式)別に割り当てられた機能を表示

します。

機能選択ガイド表示に対応した任意の機能選択キー

を押すと、運用モード別に割り当てられた機能が動作

します。

なお、機能選択ガイド表示には、メモリーチャンネ

ルやCWキーヤー、ボイスメモリーなどのネーム入力

用キャラクターも表示します。

使用できるキャラクターは、各章で説明いたします。

VOX
キー

VOX
OFF

VOX
ON

1push

BK-IN
キー

BK-IN
OFF

BK-IN
SEMI

BK-IN
FULL

1push 1push ブレークイン機能を切り替える (�P56)CW

SSB
AM
FM

RTTY
FILキー

RTTY
FIL
OFF

RTTY
FIL
ON

1pushRTTY

VOX(ボックス)機能を切り替える (�P55)

¡キーを長く押すごとに、VOXオプション画

面を“ON/OFF”する

RTTY用フィルターを“ON/OFF”する (�P35)

¡キーを長く押すごとに、RTTY Filterオプシ

ョン画面を“ON/OFF”する



3-4 SET MODE(セットモード)画面ついて
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MODE 名 称 機能選択ガイド表示 備　　　　考

1/4
キー

1/4
OFF

1/41/4
ON

1push メインダイヤルのパルス量を1/4に切り替える

(�P53)

TONE
キー

TONE

レピータおよびトーンスケルチ用トーン機能を

切り替える (�P41、43)

¡キーを長く押すごとに、TONEオプション画

面を“ON/OFF”する

FM

RTTY
CW
SSB-D

を長く(約1秒)押すと、セットモードの画面

を開きます。 (�P79)

本機のセットモードは、レベル設定、LCDモニター

設定、DSP設定、時計＆タイマー設定、各種機能設

定と分類されています。

※セットモード画面表示中に、 を短く押す

とセットモード画面を閉じます。

EXIT/SET

EXIT/SET

F-1 F-2 F-3 F-4 F-5

ANTANT
1

METERMETER
PoPo

P.AMPP.AMP
1

ATTATT
0FF0FF

VOXVOX
OFFOFF

COMPCOMP
OFFOFF
WIDEWIDE

BW 2.4k SFT

VFOVFO FIL2USB

qw:pp

AGCAGC
MIDMID

1

21. 085. 00

21. 085. 00

TXTX

VFOVFO

1

USBUSB

CW

CW

FIL2

SET MODESET MODE

LEVELLEVEL DISPDISP DSPDSP TIMETIME OTHERSOTHERS

SET MODE MENUSET MODE MENU

  LEVEL     LEVEL   TX Tone,Monitor,Side Tone etcTX Tone,Monitor,Side Tone etc

  DISP     Bright,Contrast,Style,Font etc  DISP     Bright,Contrast,Style,Font etc

  DSP  DSP DSP Filter TypeDSP Filter Type

  TIME     Clock/Timer  TIME     Clock/Timer

  OTHERS   OTHERS Other Set ModeOther Set Mode

0

qr.qpp.pp

qr.qpp.pp LEVEL LEVEL SET画面を開く

DISPLAY SET画面を開く

DSP FILTER SET画面を開く

TIME SET画面を開く

DISP

DSP

TIME

※機能選択ガイド表示中の1secはイラストで表示して
いるキーを長く(約1秒)押す、1pushは短く押すの意
味です。

OTHERS OTHERS SET画面を開く

COMP
キー

SSB

スピーチコンプレッサー機能とSSBモードで

の送信帯域幅を切り替える (�P54)

¡機能選択ガイド表示のスピーチコンプレッ

サー機能“ON/OFF”の状態、下側に送信帯域

幅

“WIDE/MID/NAR”の状態を表示している

1push

COMP
OFF
WIDE

COMPCOMP
OFFOFF
MIDMID

1sec COMPCOMP
OFFOFF
NARNAR

1sec

COMP
ON

WIDE

COMPCOMP
ONON
MIDMID

1sec COMPCOMP
ON
NAR

1sec



4 基本操作のしかた

17

4-1 電源の“ON/OFF”と音量調整

Å電源を入れる前に 本機を購入後、初めて電源を入れるときは、必ず次

のことをチェックしてください。

q外部電源は正しく接続(�P89)されていますか？

IC-756PRO ：DC 13.8V / 23A以上

wアンテナは正しく接続(�P88、90)されています

か？

ANT1/2コネクター：HF/50MHz帯用アンテナ

RX ANT端子 ：受信専用アンテナ

※別売品の外部アンテナチューナー(AH-4)使用時は、

ANT1コネクターに接続(�P99)してください。

ANT2コネクターに接続しても、AH-4をコント

ロールできません。

eアースは正しく接続(�P90)されていますか？

rリニアアンプなどの外部機器を使用する場合、外部

機器は正しく接続(�P98、99)されていますか？

t接続に異常がなければ、前面パネルのツマミを下記

のようにセットしてください。

番号 ツ　マ　ミ セ ッ ト 位 置 番号 ツ　マ　ミ セ ッ ト 位 置

q RF/SQLツマミ センター位置に合わせる u COMPツマミ 左に回し切る

w AFツマミ 左に回し切る i BK-IN DELAYツマミ 左に回し切る

e NRツマミ 左に回し切る o KEY SPEEDツマミ 左に回し切る

r BALツマミ センター位置に合わせる !0 NOTCHツマミ 左に回し切る

t

y

MIC GAINツマミ

RF POWERツマミ

左に回し切る

左に回し切る

!1

!2

CW PITCHツマミ センター位置に合わせる

設定値をリセットする

※本機のキーは、すべてノンロックキーを採用しています。
電源を入れたときは、電源を切る前の状態を記憶しているので、その状態からスタートします。

なお、TRANSMITキーは電源を入れたとき、必ず受信状態からスタートします。

SWR

S

COMP
ALC

Po
0

10

10

25 50
100

201
0

1.5 2 3

1
5 9 + 20 + 40

+ 60dB

dB

TIMER

POWER

TRANSMIT

PHONES

ELEC-KEY

MIC

TUNER MONITOR NB NR

AF BAL NRRF/SQL

MIC GAIN RF POWER COMP KEY SPEEDBK-IN DELAY

NOTCH

PBT CLR

LOCKTX

RX

NOTCH

TWIN PBT

CW PITCH

F-1

SSB

F-2 F-3 F-4 F-5
REC/PLAY LOCK/SPEECH

RIT/ TX

TXRIT CLEAR

CW/RTTY AM/FM FILTER EXIT/SET

SPLIT

MP-W MP-R

DUAL
WATCH

VFO/
MEMO

MAIN/
SUB

CHANGE

1.8 1 3.5 2 7 3

10 4 14 5 18 6

21 7 24 8 28 9

GENE・� 50 0 F-INP
ENT

▲�

▼�

MW

M-CL

TS

XFC

SCOPESCOPE VOICEVOICE MEMORYMEMORY SCANSCAN

BW 2.4k SFT

VFOVFO FIL2USB

qw:pp

1

--. ---. --

--. ---. --

TXTX

VFOVFO

1

USBUSB FIL2
i756PROˆ

HF/50MHz  TRANSCEIVER

COMPCOMP
OFFOFF
WIDEWIDE

VOXVOX
OFFOFF

AGCAGC
MIDMID

ATTATT
0FF0FF

P.AMPP.AMP
1

METERMETER
PoPo

ANTANT
1

q !2w e r

!0

!1

t y u i o

0

qr.qpp.pp

qr.qpp.pp

PBT CLRキー



ı電源を入れる

Ç音量の調整

F,P

ANTANT
1

METERMETER
PoPo

P.AMPP.AMP
1

ATTATT
0FF0FF

VOXVOX
OFFOFF

COMPCOMP
OFFOFF
WIDEWIDE

BW 2.4k SFT

VFOVFO FIL2USB

qw:pp

AGCAGC
MIDMID

1

--. ---. --

--. ---. --

TXTX

VFOVFO

1

USBUSB FIL2

¡初期画面�¡オープニング画面�

NOW CALIBRATING
DIGITAL SIGNAL PROCESSOR

PLEASE WAIT FOR 10sec.

SCOPESCOPE VOICEVOICE MEMORYMEMORY SCANSCAN

0

qr.qpp.pp

qr.qpp.pp
iC-756proiC-756pro

4基本操作のしかた
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a

音量が大きくなる�

購入後、初めて電源を入れるときは、下記のように

リセットしてください。

qFと,を押しながらPを押

し、電源を入れます。

¡初回以降に電源を入れるときは、Pだけを

押してください。

¡電源を切るときは、1秒以上Pを押してくだ

さい。

※リセットについての詳細は、107ページをご覧くだ
さい。

w約10秒間オープニング画面を表示したあと、初期

画面を表示します。なお、オープニング画面に自局

のコールサインを表示(�P86)するように設定でき

ます。

聞きやすい音量に調整します。

aを右に回すと受信音が大きくなり、左に回すと

小さくなります。

rご注意q

極端に温度の低いときや寒冷地では、電源を入れてもLCDモニターが正常な明るさになるまで数分かかることがありま
すが、故障ではありません。

なお、セットモードのDISPLAY SET画面(�P79、80：1、2項)でLCDモニターのコントラストと輝度を調整できます。

rご注意q

オープニング画面では、DSP(デジタルシグナルプロセッ
サー)の性能を十分発揮させるため、ADコンバーターの
キャリブレーションを行っています。



すべての運用モードで動作しますが、スケルチ動作

は次のようになります。

FMモードはノイズスケルチ/Sメータースケルチ動

作、FM以外のモードはSメータースケルチだけの動

作となります。

なお、それぞれ単独で動作するように、セットモー

ドのOTHERS SET画面(�P79、81：4項)で変更で

きます。

受信時のRFゲイン(受信感度)を調整します。

通常はr (RF)を12時方向の位置まで回し、最

大感度で使用します。

r (RF)を12時方向へ回すほど受信感度が上が

り(12時方向から右に回し切った位置までは最大感度

で一定)、左に回すほど受信感度は下がります。

このとき、Sメーターで感度の低下量を表示します。

強力な近接局による妨害や雑音を減少したいときは、

Sメーターの振れと同等以下の範囲で調整してくださ

い。

rMODEq全モード

無信号時の｢ザァー｣という雑音を消すスケルチ調整

をします。

r (SQL)を右に回して雑音が消え(ノイズスケ

ルチ)、RX表示LEDが消灯する位置にセットします。

さらに回すとSメーターが振れ(Sメータースケルチ)、

受信信号のSメーターレベルに応じ、指定レベル以下

の弱い電波の受信を制限します。

rMODEqノイズスケルチ =FM

Sメータースケルチ=全モード

4 基本操作のしかた
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4-2 スケルチ(SQL)と受信感度(RF)の調整

ÅRF(受信感度)の調整

ıSQL(スケルチ)の調整

r

¡RF/SQL選択時の動作(初期設定)

RFゲイン�
動作範囲�

スケルチ�
オープン�

Sメータースケ�
ルチ動作範囲�

ノイズスケルチ�
動作範囲�

RFゲイン�
最大感度�

セットモード 動　作　内　容

RF+SQL

【初期設定】

SQL

¡スケルチレベルを調整するツマミ

として動作する

※RFゲインは最大感度状態になる

AUTO

FM/AMモードはスケルチ動作、

SSB/CW/RTTYモードはRFゲイン

を調整するツマミとして動作する

RFゲイン�
動作範囲�

RFゲイン�
最大感度�

RFゲイン�
最小感度�

RFゲイン�
最大点�

スケルチ�
動作点�

スケルチ�
オープン�

Sメータースケルチ�
動作範囲�

Sメータースケルチ�
動作点�

ノイズスケルチ�
動作範囲�

すべてのモードで動作する

FMモードはノイズスケルチ\Sメー

タースケルチ動作、FM以外のモード

はSメータースケルチだけの動作と

なる

rご注意q

RFゲイン操作時にノイズを発生することがありますが、
DSPにおいてAGC電圧を制御するときに、信号の不連
続点が発生するためで故障ではありません。
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メインダイヤルで周波数を選んで運用するVFO状態

と、あらかじめ記憶させたメモリーチャンネルで運

用するメモリー状態があります。

¡Vを短く押すごとに、VFO状態とメモリー

状態が切り替わります。

※Vを長く(約1秒)押すと、メモリーチャン

ネルの内容をVFOに転送するメモリーデータ転送

機能(�P68)が動作します。

MAIN VFOまたはSUB VFOのどちらの内容(周波数

やメモリーチャンネル)を操作するかを選べます。

また、MAIN VFOの内容をSUB VFOにコピーでき

ます。

q¿を短く押すごとに、MAIN VFO(上側の

周波数表示)とSUB VFO(下側の周波数表示)の選択

が切り替わり、通常表示として選んだVFOの内容

を操作できます。SUB表示のVFOは操作できませ

ん。

※スプリット機能(�P57)を使用しない限り、MAIN
VFOで送受信の運用ができます。

wXを短く押すと、“MAIN VFO”の内容と

“SUB VFO”の内容を入れ替えます。

eXを長く(約1秒)押すと、“MAIN VFO”の内

容を“SUB VFO”にコピーします。

¡SUB VFO選択時の表示

4-3 VFO/メモリー状態の選択

¡MAIN VFO選択時の表示

V

X

¿

SCOPESCOPE VOICEVOICE MEMORYMEMORY SCANSCAN

ANTANT
1

METERMETER
PoPo

P.AMPP.AMP
1

ATTATT
0FF0FF

VOXVOX
OFFOFF

COMPCOMP
OFFOFF
WIDEWIDE

BW 2.4k SFT

VFOVFO FIL2USB

qw:pp

AGCAGC
MIDMID

1

--. ---. --

--. ---. --

TXTX

VFOVFO

1

USBUSB FIL2

SUB VFO MAIN VFO

0

qr.qpp.pp

qr.qpp.pp

SCOPESCOPE VOICEVOICE MEMORYMEMORY SCANSCAN

ANTANT
1

METERMETER
PoPo

P.AMPP.AMP
1

ATTATT
0FF0FF

VOXVOX
OFFOFF

COMPCOMP
OFFOFF
WIDEWIDE

BW 2.4k SFT

VFOVFO FIL2USB

qw:pp

AGCAGC
MIDMID

1

--. ---. --

--. ---. --

TXTX

VFOVFO

1

USBUSB FIL2

SUB VFO MAIN VFO

0

qr.qpp.pp

qr.qpp.pp

4-4 MAIN VFO/SUB VFOの切り替えと設定内容のコピー
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4-5 バンドの設定と周波数の合わせかた

Å運用バンドの設定

|バンドスタッキングレジスターの使いかた

r操作例q21MHz帯の場合

本機は、バンドスタッキングレジスター(バンド記憶)

機能により、最後に運用した周波数、モードを各バ

ンドごとに、3組まで記憶します。

コンテストなどでバンドをチェンジするたびに、周

波数やモードを元に戻さなければならないというよ

うな、わずらわしさが解消されます。

バンドの初期設定値(バンドスタッキングレジスター

の初期設定値)は、下表のとおりです。

¡アマチュアバンドを切り替えるには、運用したいバ

ンドに対応するキーボードのb (

～ 、 )を押します。

qbの を押し、周波数と運用モードをセッ

トします。

この内容がバンドスタッキングレジスターの1つに

記憶されます。

w同様に を押したあと、ちがう周波数と運用

モードをセットすると、別のバンドスタッキングレ

ジスターに記憶されます。

eさらに同様の操作で、3組のバンドスタッキングレ

ジスターに周波数と運用モードが記憶されます。

この操作を繰り返すたびに、新しい周波数と運用

モードが上書きされます。

r他のバンドに移り、もう一度 を押すと、

21MHz帯で最後に運用した周波数と運用モードが

表示されます。

t以後、 を押すごとに、3組のバンドスタッキ

ングレジスターが切り替わって表示されます。

721

721

721

721

・�GENE050

11.8

b

1.8 1 3.5 2 7 3

10 4 14 5 18 6

21 7 24 8 28 9

GENE・�50 0 F-INP
ENT

バ　ン　ド

1.9MHz帯

3.5(3.8)MHz帯

7MHz帯

10MHz帯

14MHz帯

18MHz帯

21MHz帯

24MHz帯

28MHz帯

50MHz帯

ゼネラルカバレッジ　※

3.550000 LSB

1.900000 CW

レジスター1

7.050000 LSB

10.120000 CW

14.100000 USB

18.100000 USB

21.200000 USB

24.950000 USB

28.500000 USB

50.100000 USB

15.000000 USB

3.560000 LSB

1.910000 CW

レジスター2

7.060000 LSB

10.130000 CW

14.200000 USB

18.130000 USB

21.300000 USB

24.980000 USB

29.500000 USB

50.200000 USB

15.100000 USB

3.580000 LSB

1.915000 CW

レジスター3

7.020000 CW

10.140000 CW

14.050000 CW

18.150000 USB

21.050000 CW

24.900000 CW

28.100000 CW

51.000000 FM

15.200000 USB

※受信周波数により、各アマチュアバンドの間に移動します。なお、ゼネラルカバレッジとは、受信バンドのことをさし、

30kHz～60MHzまで(動作範囲と保証範囲は110ページの｢定格｣を参照)を連続受信できます。



TS機能 }OFF~�
(10Hz)

ファイン�
チューニング�

(1Hz)

TS機能 }ON~�
(1kHz)

TSオプション画面�
(0.1/1/5/9/10/     
12.5/20/25kHz)

t

1push
t

1push
t

1sec
t

1sec
t

1sec

¡TSキーによる操作の流れ�
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ıメインダイヤルによる周波数の設定

|バンドエッジ警告音について

|オートTS機能について

|周波数ステップの変更について

メインダイヤルで周波数を設定します。

工場出荷時のチューニングステップ(周波数ステップ)

は、下記のとおり運用モードによって変わります。

rTSqSSB/CW/RTTY=10Hzステップ

AM(TS表示“√”点灯)=1kHzステップ

FM(TS表示“√”点灯)=10kHzステップ

¡dを右に回すと周波数がアップし、左に回すと

ダウンします。

各バンドの周波数範囲(送信できる範囲の両端周波数)

をすぎると、警告音で知らせます。

警告音が鳴らなくなるように、セットモードの

OTHERS SET画面(�P79、81：3項)で変更できます。

メインダイヤルを速く回したときと、ゆっくり回し

たときの周波数ステップを自動的に切り替えます。

オートTS機能動作時の周波数ステップは、HIGH(ハ

イ)ステップ(下表参照)に初期設定していますが、LOW

(ロー)ステップで動作するように、セットモードの

OTHERS SET画面(�P79、83：22項)で変更できます。

本機の周波数ステップは、メインダイヤルで10Hzス

テップ＊、マイクロホン(別売品)のUP/DNキーで

50Hzステップに設定していますが、次ページの操作

で変更できます。

＊SSB/CW/RTTYモードの場合、他の運用モードは

上記参照。

TS機能 1/4機能

OFF

1Hz
ON

OFF

125Hz

500Hz

2Hz

2Hz

250Hz

1kHz

5Hz

5Hz

625Hz

2.5kHz

10Hz
ON

OFF

1.25kHz

5kHz

20Hz

20Hz

2.5kHz

10kHz

50Hz

50Hz

6.25kHz

25kHz

100Hz

1kHz

5kHz

9kHz

10kHz

12.5kHz

20kHz

25kHz

250kHz

25kHz

2kHz

200Hz

500kHz

50kHz

5kHz

500Hz

625kHz

125kHz

1125kHz

625kHz

18kHz

10kHz

2250kHz

1250kHz

18kHz

10kHz

2250kHz

1250kHz

ON

1042kHz

1250kHz

25kHz

20kHz

2084kHz

2500kHz

25kHz

20kHz

2084kHz

2500kHz

1000kHz

1000kHz

50kHz

40kHz

2000kHz

2000kHz

50kHz

40kHz

2000kHz

2000kHz

オートTS機能/LOW
周波数ステップ 変化量/1回転

周波数ステップ 変化量/1回転 周波数ステップ 変化量/1回転

オートTS機能/HIGH

¡設定機能による周波数ステップと変化量の関係表 表内の網掛け部は初期設定値を表しています。

d
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4-5 バンドの設定と周波数の合わせかた(つづき)

(1)TS機能の“ON/OFF”

(2)TSオプション画面について

(3)ファインチューニング(1Hzステップ)について

TS機能を“ON/OFF”することにより、周波数ステッ

プを切り替えることができます。

工場出荷時の周波数ステップは、｢設定機能による周

波数ステップと変化量の関係表(前ページ)｣のように

なります。

ただし、SSB/CW/RTTYモードはTS機能“OFF”、

AM/FMモードはTS機能“ON”(TS表示“√”点灯)とな

ります。

rTSqSSB/CW/RTTY=10Hzステップ

AM=1kHzステップ

FM=10kHzステップ

qtを短く押し、TS機能を“ON”にします。

このとき、1kHzケタの上にTS表示“√”が点灯しま

す。

wdを回して周波数を設定します。

eTS機能を“OFF”にするときは、tを短く押して

TS表示“√”を消去します。

TS機能“ON”時の周波数ステップをさらに変更したい

ときの画面で、下記のなかから選べます。

rTSq0.1/1/5/9/10/12.5/20/25kHz

qTS機能が“ON(TS表示“√”点灯)”の状態でtを長

く(約1秒)押し、TSオプション画面を開きます。

w⁄、¤または‹を押し、変更した

い運用モードを選びます。

edを回して周波数ステップを選びます。

※FMモードは10kHz、他の運用モードは1kHzに初期

設定しています。また、変更した周波数ステップは

それぞれの運用モードごと(LSB/USBは共通)に記

憶します。

※*(DEF)を長く(約1秒)押すと、周波数ステップを

初期設定値に戻します。

r周波数ステップを選んだあと、t または

を押し、TSオプション画面を閉じます。

1Hzステップで周波数を変更できます。

クリティカルな同調が必要なときに使用します。

qTS機能が“OFF(TS表示“√”消灯)”の状態でtを

長く(約1秒)押し、1Hzケタを表示します。

wdを回して周波数を設定します。

※マイクロホンによる設定は、ファインチューニング

時でも50Hzステップで変化します。

eファインチューニングを解除するときは、TS機能

が“OFF”の状態でもう一度tを長く(約1秒)押し

ます。

EXIT/SET

dt

ANTANT
1

METERMETER
PoPo

P.AMPP.AMP
1

ATTATT
0FF0FF

BW 2.4k SFT

VFOVFO FIL2USB

qw:pp

1

--. ---. --

--. ---. --

TXTX

VFOVFO

1

USBUSB FIL2

TS表示�

0

qr.qpp.pp

qr.qpp.pp

ファインチューニング時の表示(1Hzケタを表示する)

ANTANT
1

METERMETER
PoPo

P.AMPP.AMP
1

ATTATT
0FF0FF

BW 2.4k SFT

VFOVFO FIL2USB

qw:pp

1

--. ---. --

--. ---. --

TXTX

VFOVFO

1

USBUSB FIL2

00

qr.qpp.ppp

qr.qpp.ppp

ANTANT
1

METERMETER
PoPo

P.AMPP.AMP
1

ATTATT
0FF0FF

VOXVOX
OFFOFF

COMPCOMP
OFFOFF
WIDEWIDE

BW 2.4k SFT

VFOVFO FIL2USB

qw:pp

AGCAGC
MIDMID

1

--. ---. --

--. ---. --

TXTX

VFOVFO

1

USBUSB FIL2

SSB     CW     RTTY     AM      FMSSB     CW     RTTY     AM      FM

(kHz)

TSオプション画面�

TSTS

1 1 1 1 1010

DEFDEF

0

qr.qpp.pp

qr.qpp.pp
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Çテンキーによる周波数の設定

r操作例q

¡7.000000MHzの設定

F Fと押す

¡14.025000MHzの設定

F

Fと押す

4-6 運用モード(電波型式)の選択

514

23.5050・�GENE41011.8

721

キーボードのテンキーを使用することにより、周波

数をダイレクトに設定できます。

qF(F-INP)を押し、キーボードのテンキー

入力待ち状態( を点灯する)にします。

wテンキーで希望する周波数を上のケタから入力する

と、それまでに表示されていた周波数が消え、キー

入力した数値が右端(10Hzケタの位置)から表示さ

れます。

eさらに入力すると、表示は順次左側にシフトします。

rMHzケタまでテンキーで入力したあと、

を押すと、それまでに入力した数値の表示は、100

～1MHzケタにシフトします。

tテンキーで入力したあと、F(ENT)を押

して周波数を確定( を消灯する)します。

※100kHzケタ以下が “0 ”のときは、F

(ENT)を押すと“000”になります。

¡21.240000MHzの設定

F

Fと押す

¡21.240000MHzから21.360000MHzに変更

F Fと押す

SSB、CW、RTTY、AM、FMモードがあります。

各モードキーを押すごとに、下図のように電波型式を

選択できます。なお、AMTORやPACKETなどのデー

タ通信をするときに“-D”を選ぶと、マイクロホンから

の入力をカットします。

¡SSBモードについて

本機は10MHz以上でUSB、10MHz未満でLSBを

自動的に設定しています。

¡CWモードについて

CW-RモードにするとBFO周波数が反転し、混信

を低減できる場合があります。

¡RTTYモードについて

オールモードのTNCを接続すれば、RTTY(FSK)

での運用ができます。

RTTY-Rモードにするとシフト方向が反転し、正し

く復調できる場合があります。

61837・�GENE

41023.5・�GENE11.823.5

F-inp

・�GENE

F-inp

¤
‹⁄

テンキー�

1.8 1 3.5 2 7 3

10 4 14 5 18 6

21 7 24 8 28 9

GENE・� 50 0 F-INP
ENT

USB

LSB

1push
⁄

USB-D

LSB-D

1sec
⁄

1sec
⁄

1push
⁄

1push
⁄

¡SSBモードの場合�

CW CW-R

RTTY RTTY-R

1sec
¤

1sec
¤

1push
¤

¡CW/RTTYモードの場合�

AM

FM

1push
‹

AM-D

FM-D

1push
‹

1push
‹

1sec
‹

1sec
‹

¡AM/FMモードの場合�
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qbを押し、運用バンドを選びます。

w⁄を押し、LSBまたはUSBモード(�P24)を選

びます。

※本機は10MHz以上でUSB、10MHz未満でLSBを
自動的に設定しています。

eaを回し、聞きやすい音量に調整します。

rdをゆっくり回し、目的の信号がはっきり聞

こえるように調整します。

このとき、信号の強さに応じてSメーターが振れま

す。

受信信号が弱いときは受信プリアンプ、受信信号が

強力で受信音がひずむときはアッテネーターを使用

すると、快適な受信ができます。

受信中にパルス性ノイズ(“パリパリ…”というノイズ)

が多いときに使用すると、ノイズを低減して聞きや

すくなります。

※nを長く(約1秒)押すと、NBオプション画面を開

きます。dを回して、ノイズブランカーレベ

ルを設定することができます。

ノイズ成分と信号成分を分離し、ノイズのなかから

目的信号だけを拾い出し、目的信号を聞きやすくし

ます。

強力な信号を受信しても、強弱をできるだけ抑えて

安定した受信ができるようにします。

チューニング電波などのビート妨害やビート混信を

自動的に減衰します。

目的信号に近接する混信を除去し、快適な受信がで

きます。

5-1 SSBモードの運用

Å受信のしかた

|受信時に便利な他の機能

1受信プリアンプとアッテネーター機能 (�P46、47)

2ノイズブランカー機能 (�P46)

3ノイズリダクション機能 (�P46)

4AGC(自動利得制御)機能 (�P48)

5ノッチフィルター機能 (�P47)

6ツイン・パスバンドチューニング機能 (�P51)

b

d⁄a
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送信する前に運用周波数を受信し、他局の交信に妨

害を与えないように十分注意してください。

qMICコネクターにマイクロホンを接続します。

wbを押し、運用バンドを選びます。

e⁄を押し、LSBまたはUSBモード(�P24)を選

びます。

※本機は10MHz以上でUSB、10MHz未満でLSBを
自動的に設定しています。

r+(METER)を短く押し、メーター指示を

“METER ALC”にします。

t‰を回し、送信出力を設定します。

y†またはマイクロホンのoを押し、送信

状態にします。

uマイクロホンに向かって、普通に話す大きさの声で

話します。

このとき、音声のピークでALCメーターの振れが

“ALCゾーン”を超えないように、µを調整

します。

※マイク感度を上げすぎると過大入力となり、音声が
ひずんで明りょう度が悪くなります。

i† をもう一度押すか、マイクロホンの

oから指を離し、受信状態にします。

特にDX通信などで、相手局によく了解してもらえな

い場合に使用すると、送信時の平均変調度が上がっ

て了解度がよくなります。

マイクロホンからの音声で送受信を切り替えができ

ます。

自局の送信音質をモニターできます。

お好みに応じて送信時の音質(高音または低音)をセッ

トモードのLEVEL SET画面(�P79、80：1、2項)で

調整できます。

状況に応じて+ (COMP)を長く押すことによ

り、送信帯域幅を“WIDE/MID/NAR”と切り替えるこ

とができます。

ı送信のしかた

|送信時に便利な他の機能

1スピーチコンプレッサー機能 (�P54)

2VOX(ボックス)機能 (�P55)

3送信音質のモニター機能 (�P59)

4送信音質の調整機能 (�P80)

5送信帯域幅の設定機能 (�P16)

⁄

マイクロホンを接続する�

+(METER)

‰
µ

† b

SWR

S

COMP
ALC

Po
0

10

10

25 50
100

201
0

1.5 2 3

1
5 9 + 20 + 40

+ 60dB

dB

ALCゾーン�
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qbを押し、運用バンドを選びます。

w¤を押し、CWまたはCW-Rモード(�P24)

を選びます。

※CWモードのキャリアポイントを“LSB側”(初期設

定)に設定していますが、セットモードのOTHERS

SET画面(�P79、83：26項)で“USB側”に変更でき

ます。

※CW-Rモードを選ぶときは、CWモードを選んだ状
態で¤を長く(約1秒)押すごとに、CWと

CW-Rモードを切り替えます。

eaを回し、聞きやすい音量に調整します。

r受信信号とCWサイドトーンの音質が一致するよう

に、dをゆっくり回して微調整します。

これで相手局に｢ゼロイン｣できます。

このとき、信号の強さに応じてSメーターが振れま

す。

CW-Rモードにすると、受信のBFO(ビート)周波数が

反転するので、混信を低減できる場合があります。

受信周波数を変えないで、CWの受信トーンとサイド

トーンモニターのピッチをお好みに合わせて変更で

きます。

qxを右に回すと受信トーンが高くなり、左

に回すと低くなります。

※300～900Hz(25Hzステップ)の範囲で変更できま
す。

wƒを長く押してFILTERオプション画面にす

ると、CWピッチ周波数が変化するようすを数値で

確認できます。

※設定後、 を押すか、ƒを長く押し、

FILTERオプション画面を閉じます。

EXIT/SET

x

FILTERFILTER

CWCW

FIFIL1

FIFIL2

FIFIL3

1.2k1.2k

500500

250250
PBT2PBT2

PBT1PBT1

450    700    950450    700    950

BK-INBK-IN
OFFOFF

AGCAGC
MIDMID

¡FILTERオプション画面�

1/41/4
OFFOFF

CW PITCHツマミを約1時方向に�
回したときの表示�

ƒ

EXIT/SET

BWBW DEFDEF

b

a d¤

¥ LSB側(初期設定) ¥ USB側�

混信�混信� 信号�信号�

BFOBFO

¤

長く(約1秒)押す�

|CWピッチ周波数の変更について

|CW-R(リバース)モードについて
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受信信号が弱いときは受信プリアンプ、受信信号が

強力で受信音がひずむときはアッテネーターを使用

すると、快適な受信ができます。

受信中にパルス性ノイズ(“パリパリ…”というノイズ)

が多いときに使用すると、ノイズを低減して聞きや

すくなります。

※nを長く(約1秒)押すと、NBオプション画面を開

きます。dを回して、ノイズブランカーレベ

ルを設定することができます。

ノイズ成分と信号成分を分離し、ノイズのなかから

目的信号だけを拾い出し、目的信号を聞きやすくし

ます。

強力な信号を受信しても、強弱をできるだけ抑えて

安定した受信ができるようにします。

目的信号に近接する混信を除去し、快適な受信がで

きます。

通常、メインダイヤルを回したときは1回転あたり

5kHz(10Hzステップ)で変化しますが、1/4機能を使

用すると1回転あたり1.25kHz(10Hzステップ)になり
ます。

|受信時に便利な他の機能

1受信プリアンプとアッテネーター機能 (�P46、47)

2ノイズブランカー機能 (�P46)

3ノイズリダクション機能 (�P46)

4AGC(自動利得制御)機能 (�P48)

5ツイン・パスバンドチューニング機能 (�P51)

61/4(ダイヤルパルス量)機能 (�P53)
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送信する前に運用周波数を受信し、他局の交信に妨

害を与えないように十分注意してください。

q電鍵または外部エレクトロニックキーヤーを後面パ

ネルのKEYジャック(�P88)、端子に極性のあるパ

ドルは前面パネルのELEC-KEYジャック(�P87)に

接続します。

wbを押し、運用バンドを選びます。

e¤を押し、CWまたはCW-Rモード(�P24)

を選びます。

※CW-Rモードを選ぶときは、CWモードを選んだ状
態で¤を長く(約1秒)押すごとに、CWと

CW-Rモードを切り替えます。

r+(METER)を短く押し、メーター指示を

“METER Po”にします。

t‰を回し、送信出力を設定します。

y†を押し、送信状態にします。

u電鍵またはパドルでキーイングすると、キーイング

にしたがってPoメーターが振れ、CW波が発射さ

れます。

内蔵エレクトロニックキーヤー使用時のキーイング

スピードを調整できます。

¡kを右に回すとキーイングスピードが速

くなり、左に回すと遅くなります。

※6～60WPMの範囲で変更できます。

電鍵またはパドルのキーイングにしたがってCWサイ

ドトーンを聞くことができます。

受信状態〔ブレークイン機能“OFF”時(�P56)〕のまま

キーイングしたときは、電波を発射しないでモニター

音だけが聞こえるので、CWの練習に利用できます。

なお、CWサイドトーンの音量をセットモードの

LEVEL SET画面(�P79、80：4、5項)で変更できま

す。

キーイングにしたがって自動的に送受信を切り替え

ることができます。

ブレークインには、セミブレークインとフルブレー

クインを用意しています。

5-2 CWモードの運用(つづき)

ı送信のしかた

|キーイングスピードについて

|CWサイドトーンのモニターについて

|送信時に便利な他の機能

¡ブレークイン機能 (�P56)

k

端子に極性のあるパドルを接続する�
(電鍵または外部エレクトロニックキーヤーは�
 後面パネルのKEYジャックに接続する)

¤

b+(METER)

‰

†
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本機のエレクトロニックキーヤーには、コンテスト

などで定型文を繰り返し送出できるメモリーキーヤー

機能、パドルの極性やキーヤータイプなどを設定す

るメモリーキーヤーメニューの設定ができます。

q¤を押し、CWモード(�P24)を選びます。

w# (KEYER)を押し、MEMORY KEYER(SE

ND)画面を開きます。

eSEND画面を開いているときに を押すと、

MEMORY KEYER MENU画面を開きます。

rファンクションガイド表示に該当する^～(

を押すと、下記のように展開します。

※ を押すと前画面に戻ります。EXIT/SET

EXIT/SET

Çエレクトロニックキーヤーの機能設定について

(1)メモリーキーヤーメニューの設定

F-1 F-2 F-3 F-4 F-5

BK-INBK-IN
OFFOFF

1/41/4
OFFOFF

AGCAGC
MIDMID

MEMORY KEYERMEMORY KEYER

MEMORY KEYER MENUMEMORY KEYER MENU

  SEND    Max.55 Characters   SEND    Max.55 Characters ◊ 4ch 4ch

  EDIT    Memory Editor  EDIT    Memory Editor

  001     001 Style Contest Number  001     001 Style Contest Number

  CW KEY Memo-key,Elec-key,CW Wave Form Set  CW KEY Memo-key,Elec-key,CW Wave Form Set

¡MEMORY KEYER MENU画面�

BK-INBK-IN
OFFOFF

1/41/4
OFFOFF

AGCAGC
MIDMID

MEMORY KEYERMEMORY KEYER

CQ  TEST  C Q  T EST  D E  I COM  I COMCQ  TEST  C Q  T EST  D E  I COM  I COM
TESTTEST

QRZ?QRZ?

M1M1

M2M2

M3M3

M4M4

�
CFM  TUCFM  TU

UR  5 NNUR  5NN001001  BK B K

¡SEND(送出)画面�

ABCABC

123123

MEMORY KEYERMEMORY KEYER

CQ  TEST  C Q  T EST  D E  I COM  I COMCQ  TEST  C Q  T EST  D E  I COM  I COM
TESTTEST

QRZ?QRZ?

M1M1

M2M2

M3M3

M4M4

�
CFM  TUCFM  TU

UR  5 NNUR  5NN001001  BK B K

ABCABC

¡EDIT(編集)画面�

KEYER 001KEYER 001

Number StyleNumber Style NormalNormal

CounCount Up Triggert Up Trigger M2M2

Present NumberPresent Number  001001BK-INBK-IN
OFFOFF

1/41/4
OFFOFF

AGCAGC
MIDMID

¡001(コンテストナンバー)画面�

BK-INBK-IN
OFFOFF

1/41/4
OFFOFF

AGCAGC
MIDMID

KEYER CW-KEYKEYER CW-KEY

Keyer Repeat TimeKeyer Repeat Time 2s2s

Dot/Dash RatioDot/Dash Ratio 1:1:3.01:1:3.0

Rise TimeRise Time 4ms4ms

Paddle PolarityPaddle Polarity NormalNormal

Keyer TypeKeyer Type ELEC-KEYELEC-KEY

MIC Up/Down KeyerMIC Up/Down Keyer OFFOFF

¡CW KEY画面�

F-3

F-1 F-2

F-4

F-1 F-2 F-3 F-4 F-5

21. 085. 0021. 085. 00

1

ANTANT
1

METERMETER
PoPo

P.AMPP.AMP
1

ATTATT
0FF0FF

BK-INBK-IN
OFFOFF

1/41/4
OFFOFF

BWBW 500500 SFTSFT

VFOVFO FIL2FIL2CWCW

qw:pp

AGCAGC
MIDMID

1

21. 085. 0021. 085. 00

TXTX

VFOVFO USBUSB FIL2FIL2

CWCW

CWCW

BPF

¡初期画面(CWモード)

�

※SEND(送出)画面表示中に　　　　　を押すと�
　MEMORY KEYER MENU画面画面を開く�

EXIT/SET

EXIT/SET

SCOPESCOPE VOICEVOICE KEYER MEMORYMEMORY SCANSCAN

M1M1 M2M2 M3M3 M4M4 -1-1

é è DEFDEF é è DEFDEF

ç å DELDEL SPACESPACE M1..M4M1..M4

SENDSEND EDITEDIT 001001 CW KEYCW KEY

0

qr.qpp.pp

qr.qpp.pp

¤

^ *

(

& EXIT/SET



*

^(M1)～((M4)の内容を送出する�

¥M2の送出時の表示�

¥M1の送出時の表示�

'リピート(繰り返し)送出時の表示�
リピート表示�

'SEND画面�

カウントアップ�
トリガー表示� カウンター表示�

ANTANT
1

METERMETER
PoPo

P.AMPP.AMP
1

ATTATT
0FF0FF

BK-INBK-IN
OFFOFF

1/41/4
OFFOFF

BWBW 500500 SFTSFT 0

VFO FIL2FIL2CWCW

qw:pp

AGCAGC
MIDMID

1

21. 085. 0021. 085. 00

21. 085. 0021. 085. 00

TX

VFO

1

USB

CWCW

CWCW

FIL2FIL2

qr.qpp.pp

qr.qpp.pp

MEMORY KEYERMEMORY KEYER

CQ  TEST  C Q  T EST  D E  I COM  I COMCQ  TEST  C Q  T EST  D E  I COM  I COM
TESTTEST

QRZ?QRZ?

M1M1

M2M2

M3M3

M4M4

�
CFM  TUCFM  TU

UR  5 NNUR  5NN001001  BK B K

BPF

F-1 F-2 F-3 F-4 F-5

BK-INBK-IN
OFFOFF

1/41/4
OFFOFF

AGCAGC
MIDMID

MEMORY KEYERMEMORY KEYER

CQ  TEST  C Q  T EST  D E  I COM  I COMCQ  TEST  C Q  T EST  D E  I COM  I COM
TESTTEST

QRZ?QRZ?

�
CFM  TUCFM  TU

UR  5 NNUR  5NN001001  BK B K

BK-INBK-IN
OFFOFF

1/41/4
OFFOFF

AGCAGC
MIDMID

MEMORY KEYERMEMORY KEYER

CQ  TEST  C Q  T EST  D E  I COM  I COMCQ  TEST  C Q  T EST  D E  I COM  I COM
TESTTEST

QRZ?QRZ?

M1M1

M2M2

M3M3

M4M4

�
CFM  TUCFM  TU

UR  5 NNUR  5NN001001  BK B K
BK-INBK-IN
OFFOFF

1/41/4
OFFOFF

AGCAGC
MIDMID

MEMORY KEYERMEMORY KEYER

CQ  TEST  C Q  T EST  D E  I COM  I COMCQ  TEST  C Q  T EST  D E  I COM  I COM
TESTTEST

QRZ?QRZ?

�
CFM  TUCFM  TU

M1M1

M2M2

M3M3

M4M4

UR  5NNUR  5NN002002  BK B K

M1M1

M2M2

M3M3

M4M4

M1

送出表示(送出中のメモリー番号と内容を�
 オレンジ色で表示する)

^
&

†
)(

EXIT/SET

M1M1 M2M2 M3M3 M4M4 -1-1

M1M1 M2M2 M3M3 M4M4 -1-1

M1M1 M2M2 M3M3 M4M4 -1-1M1M1 M2M2 M3M3 M4M4 -1-1

送出中は点灯する*

M1

送出中は点灯する* 送出中は点灯する*

M2

＊ ～ 表示について�
 セットモードのOTHERS SET(�P79、83、27項目)で、�
 外部キーパッドの使用[KEYER SEND/Auot]を選択時�
 のみ点灯します。�

M4M1
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5-2 CWモードの運用(つづき)

(2)メモリーキーヤーの送出(SEND)画面について

|送出のしかた

コンテストなどで定型文を繰り返し送出できるメモ

リーキーヤーのSEND(送出)画面です。

なお、メモリーキーヤーに記憶する内容は、EDIT(編

集)画面で登録します。

q†を押して送信状態にするか、ブレークイン

機能(�P56)を“ON”にします。

※受信状態でwを操作すると、メモリーキーヤーの内

容をモニターします。

wSEND(送出)画面で^(M1)～((M4)を押すと、

選んだメモリーキーヤーの内容を送出します。

※^～(を長く(約1秒)押すと、リピート表示を

点灯するとともに、その内容をリピート(繰り返し)

送出します。なお、リピート間隔はCW KEY画面(�

P34)のKeyer Repeat Time項目で変更できます。

eカウントアップトリガーに指定(�P33)したメモリー

キーヤーの内容を送出すると、カウンター表示(3ケ

タ)が1カウントずつカウントアップ(最大：9999)し

ます。

※)(-1)を押すと、コンテストナンバーカウンター

を1カウントずつカウントダウンします。

※カウントアップトリガーは、コンテストナンバー
(001)画面で指定します。

指定しているメモリーキーヤーはカウントアップト

リガー表示を点灯し、工場出荷時は“M2”を指定し

ています。

rメモリーキーヤーの送出中またはリピート送出を解

除したいときは、いずれかのj(^～))

を押してください。

t設定後、 を押すと前画面に戻ります。EXIT/SET

【ご参考】

マイクコネクターに制御回路(外部キーパッド)を付加す
ることにより、機器外部からメモリーキーヤーの送出を

制御することができます。(�P112参照)



コンテストなどで使用する定型文を登録するメモリー

キーヤーのEDIT(編集)画面です。

メモリーキーヤーには、シリアルコンテストナンバー、

自動カウントアップ機能、コンテストナンバー省略

符号化(0=OまたはT、1=A、9=Nなど)の機能があ

ります。

メモリーキーヤーは4チャンネルあり、各チャンネル

に最大55文字まで登録できます。

r操作例qM3に“QSL TU DE JA3YUA TEST”と

入力する場合

qEDIT(編集)画面で)(M1..M4)を押し、登録し

たいメモリーキーヤーのチャンネル“M3”を選びま

す。

※)を押すごとに、選択中を表すカーソルがM1➡

M2➡M3➡M4➡M1と切り替わります。

w入力したい文字に該当する+〔ABC(または
123)〕を押してdを回し、1ケタ目の文字“Q”
を選びます。

※+ (123)を押すごとに、数字入力と記号入

力(etc)を切り替えます。

e^ (ç)または& (å)を押してカーソルを移し、

文字を入れるケタを選びます。

r上記w～eを繰り返し、55文字(スペースも含む)以

内で定型文を入れます。

※((SPACE)を押すと、スペース(空白)を入れます。

また、* (DEL)を押すと、文字を消去します。

なお、* (DEL)を押し続けると、カーソル位置

の文字までを連続消去します。

※入力できる文字は、下記のアルファベットと数字と
記号です。なお、数字はキーボードのテンキーから

でも入力できます。
※“^”記号は、“AR”のようなときに使用する連続記号

“ ”の役目をします。“AR”の前に入れます。

t続けて他のチャンネルも編集したいときは、q～r

を繰り返してください。

yすべての文字を入力したあと を押すと、

編集内容を登録して前画面に戻ります。

EXIT/SET
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(3)メモリーキーヤーの編集(EDIT)画面について

|登録のしかた

UR 5NN* BK

'M2表示について�

＊(アスタリスク)の入力により、カ�
　ウンター値 001 が設定されます。�

'EDIT画面�

スペースを入れる�

文字を消去する�カーソルを左右�
に移動する�

M1～M4チャン�
ネルを選択する�

ABCABC

123123

BW 500 SFT

VFOVFO FIL2CW

qw:pp

1

21. 085. 00

21. 085. 00

TXTX

VFOVFO

1

USBUSB

CW

CW

FIL2

MEMORY EDITMEMORY EDIT

CQ  T EST  C Q  T EST  D E  I COM  I COMCQ  TEST  C Q  T EST  D E  I COM  I COM
TESTTEST

QRZ?QRZ?

M1M1

M2M2

M3M3

M4M4

�
CFM  TUCFM  T U

UR  5 NNUR  5 NN001001  BK B K

ABCABC

BPFBPF

F-1 F-2 F-3 F-4 F-5

¥操作例を入力したときの表示�

MEMORY EDITMEMORY EDIT

CQ  T EST  C Q  T EST  D E  I COM  I COMCQ  TEST  C Q  T EST  D E  I COM  I COM
TESTTEST

QRZ?QRZ?

M1M1

M2M2

M3M3

M4M4

�
QSL  TU  D E  J A3YUA  T ESTQSL  TU  D E  J A3YUA  TEST

UR  5 NNUR  5 NN001001  BK B K

ABCABC

カーソルが点滅して�
文字入力位置を表す�

^ *
&

d
)(+

(ABC/123) EXIT/SET

ç å DELDEL SPACESPACE M1..M4M1..M4

0

qr.qpp.pp

qr.qpp.pp

機能選択キー�

ABCABC

入力文字一覧�

A  B C D E F G H  I  J  K L M
N O P Q R S T U V W X Y Z

123123 1  2  3  4  5  6  7  8  9  0  

／ ？ ^ ． ， ＊�etcetc

上記＊(アスタリスク)は、M1～M4のうち、1ヵ所だけの挿入に限られ�
ており、工場出荷時はM2に使用しているため表示(選択)できません。�
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5-2 CWモードの運用(つづき)

(4)コンテストナンバー(001)画面について

|設定のしかた

EXIT/SET

セット項目をアップ・ダウンする�

'001(コンテストナンバー)画面�

KEYER 001KEYER 001

Number StyleNumber Style NormalNormal

CounCount Up Triggert Up Trigger M2M2

Present NumberPresent Number  001001

ANTANT
1

METERMETER
PoPo

P.AMPP.AMP
1

ATTATT
0FF0FF

BK-INBK-IN
OFFOFF

1/41/4
OFFOFF

BW 500 SFT

VFOVFO FIL2CW

qw:pp

AGCAGC
MIDMID

1

21. 085. 00

21. 085. 00

TXTX

VFOVFO

1

USBUSB

CW

CW

FIL2

BPFBPF

F-1 F-2 F-3 F-4 F-5

^ *
&

d

カウンター値をクリアする�

'Present Number項目を選んだときの�
　ファンクションガイド表示�

KEYER 001KEYER 001

Number StyleNumber Style NormalNormal

CounCount Up Triggert Up Trigger M2M2

Present NumberPresent Number  001001

ANTANT
1

METERMETER
PoPo

P.AMPP.AMP
1

ATTATT
0FF0FF

BK-INBK-IN
OFFOFF

1/41/4
OFFOFF

BW 500 SFT

VFOVFO FIL2CW

qw:pp

AGCAGC
MIDMID

1

21. 085. 00

21. 085. 00

TXTX

VFOVFO

1

USBUSB

CW

CW

FIL2

BPFBPF

F-1 F-2 F-3 F-4 F-5

é è DEFDEF é è 001CLR001CLR

0

qr.qpp.pp

qr.qpp.pp

0

qr.qpp.pp

qr.qpp.pp

セット項目と初期設定値 設　定　内　容

数字で略語化を設定する
¡Normal/190➔ANO/190➔ANT/90➔NO/90➔NTの中
から選択する

メモリーキーヤーのチャンネルにカウントアップトリガーを設
定する
¡M1/M2/M3/M4の中から選択する

現在使用中のカウンター値を表示する
¡カウンター値を(001)にクリアするときは、*(001CLR)
を長く(約1秒)押す。また、dを回して修正も可能

Number Style Normal

Count Up Trigger M2

Present Number 001

コンテストナンバー、カウントアップトリガーなど

を設定する画面です。

q001(コンテストナンバー)画面で^ (é)または

&(è)を押し、セット項目を選びます。

wdを回し、項目内容を設定します。

※セット項目と項目内容については、下表をご覧くだ
さい。

※*(DEF)を長く(約1秒)押すと、初期設定値に戻

します。

e設定後、 を押すと前画面に戻ります。EXIT/SET



5モード別運用のしかた

34

(5)CWキーヤー(CW-KEY)画面について

|設定のしかた

セット項目と初期設定値 設　定　内　容

メモリーキーヤー送出時のリピート間隔を設定する
¡1s～60s(1sステップ)の中から選択する

dashのウエイト長を設定する
¡1：1：2.8～1：1：4.5(0.1ステップ)の範囲内でウエイ
ト長を設定する

送信波形のエンベロープ(定格出力となるまでに要する)時間を
設定する
¡2ms/4ms/6ms/8msの中から選択する

パドルの極性を設定する
¡Normal ：右を長点、左を短点にする
¡Reverse：右を短点、左を長点にする

キーヤーのタイプを設定する
¡ELEC-KEY/BUG-KEY/Straightの中から選択する

マイクロホンのアップ/ダウンキーをパドルの代用にする
¡OFF：アップ/ダウンキーを代用しない
¡ON ：アップ/ダウンキーを代用する
※“ON”に設定したときは、周波数やメモリーチャンネルの
アップ/ダウン動作は無効となる

Keyer Repeat Time 2s

Dot/Dash Ratio 1:1:3.0

Rise Time 4ms

Paddle Polarity Normal

Keyer Type ELEC-KEY

MIC Up/Down Keyer OFF

^ *
&

d

セット項目をアップ・ダウンする�

'CW-KEY画面�

F-1 F-2 F-3 F-4 F-5

ANTANT
1

METERMETER
PoPo

P.AMPP.AMP
1

ATTATT
0FF0FF

BK-INBK-IN
OFFOFF

1/41/4
OFFOFF

BW 500 SFT

VFOVFO FIL2CW

qw:pp

AGCAGC
MIDMID

1

21. 085. 00

21. 085. 00

TXTX

VFOVFO

1

USBUSB

CW

CW

FIL2

KEYER CW-KEYKEYER CW-KEY

Keyer Repeat TimeKeyer Repeat Time 2s2s

Dot/Dash RatioDot/Dash Ratio 1:1:3.01:1:3.0

Rise TimeRise Time 4ms4ms

Paddle PolarityPaddle Polarity NormalNormal

Keyer TypeKeyer Type ELEC-KEYELEC-KEY

MIC Up/Down KeyerMIC Up/Down Keyer OFFOFF

BPFBPF

EXIT/SET

é è DEFDEF

0

qr.qpp.pp

qr.qpp.pp

CWサイドトーンの音量設定、メモリーキーヤーのリ

ピートタイム、DASHウエイトの可変、パドルの極

性設定、キーヤータイプの変更などを設定する画面

です。

qCW-KEY(CWキーヤー)画面で^(é)または&

(è)を押し、セット項目を選びます。

wdを回し、項目内容を設定します。

※セット項目と項目内容については、下表をご覧くだ
さい。

※*(DEF)を長く(約1秒)押すと、初期設定値に戻

します。

e設定後、 を押すと前画面に戻ります。EXIT/SET
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5-3 RTTY(FSK)モードの運用

Å受信のしかた

|RTTYフィルターについて

RTTY(FSK)モードで運用する際は、ご使用のTNC

に添付の取扱説明書も併せてご覧ください。

qRTTYモードで運用できるTNCとパーソナルコン

ピューター、またはRTTY運用ソフトをインストー

ルしたパーソナルコンピューターを接続(�P92)し

ます。

※RTTY信号を受信するだけのときは、外部機器の接
続は不要です。本機に内蔵のデモジュレーターとデ

コーダーで解読(次ページ)できます。

wbを押し、運用バンドを選びます。

e¤を押し、RTTYモード(�P24)を選びます。

raを回し、聞きやすい音量に調整します。

tdをゆっくり回し、目的のFSK信号が正しく

復調されるように、チューニングインジケーターの

両端が点灯するように調整します。このとき、信号

の強さに応じてSメーターが振れます。

※信号を正しく復調できないときは、RTTY-Rモード
を選んでみてください。RTTYモードを選んだ状

態で¤を長く(約1秒)押すごとに、RTTYと

RTTY-Rモードを切り替えます。

RTTYモードの実効感度をフルに引き出す専用フィル

ターを設定できます。

q+(RTTY FIL)を短く押すごとに、RTTY

専用フィルターを“ON/OFF”します。

※ツインピークフィルター“ON”時は、LCDモニター

に を表示します。また、“ON”時は、音量が大

きくなることがありますが、デコード時の解読率を

向上させるためのの動作で、故障ではありません。

※RTTY専用フィルター使用時のデジタルツイン

PBT機能(�P51)は、IFシフト動作となります。

w+(RTTY FIL)を長く(約1秒)押すと、RTTY

Filterオプション画面を開きます。

e^(é)または&(è)を押し、セット項目を選び

ます。

rdを回し、項目内容を設定します。

※セット項目と項目内容については、下表をご覧くだ
さい。

※*(DEF)を長く押すと、初期設定値に戻します。

t設定後、 または+(RTTY FIL)を

押し、RTTY Filterオプション画面を閉じます。

EXIT/SET

TPF

a d

b

¤

**** RTTY Decode Monitor ******** RTTY Decode Monitor ****
 45bps BAUDOT   Mark=2125,Shift=170 45bps BAUDOT   Mark=2125,Shift=170
 UnShift On Space support (SET-OTHERS) UnShift On Space support (SET-OTHERS)
 New Line Code selectable (SET-OTHERS) New Line Code selectable (SET-OTHERS)
 If RTTY-FIL is OFF, Please turn ON. If RTTY-FIL is OFF, Please turn ON.

CQ CQ CQ THIS IS JA3YUA JA3YUA OSAKA JAPAN  CQ CQ CQ THIS IS JA3YUA JA3YUA OSAKA JAPAN  

ANTANT
1

METERMETER
PoPo

P.AMPP.AMP
1

ATTATT
OFFOFF

RTTY DECODERTTY DECODE

BW 350 SFT 0 qw:pp

VFO

VFO

wq≥qpp≥pp

14.100.00

RTTY FIL2

SSB FIL2

T XT X

チューニングインジケーター�

セット項目と初期設定値 設　定　内　容

RTTYフィルター使用時の通過帯域幅を設定する
¡250/300/350/500/1000Hzの中から選択する

音声信号に、2125Hzと2295Hzで通過帯域幅のピークを持たせ
たツインピークフィルター(TPF)を設定する
¡OFF：ツインピ－クフィルターを使用しない
¡ON ：ツインピ－クフィルターを使用する

¡RTTY Filterオプション画面�

F-1 F-2 F-3 F-4 F-5

d

^ *

&

+(RTTY FIL)

AGCAGC
MIDMID

RTTYRTTY
FILFIL
OFFOFF

1/41/4
OFFOFF

RTTY FilterRTTY Filter

Band WidthBand Width 350350

Twin PTwin Peak Filtereak Filter OFFOFF

EXIT/SET

é è DEFDEF

Band Width 350

Twin Peak Filter OFF



THRESHOLDTHRESHOLD  9 9ADJADJ

^
&

d
)(+

(RTTY FIL)

F-1 F-2 F-3 F-4 F-5

RTTYRTTY
FILFIL
ONON

AGCAGC
MIDMID

RTTY DECODERTTY DECODE

**** RTTY Decode Monitor ******** RTTY Decode Monitor ****
 45bps BAUDOT   Mark=2125,Shift=170 45bps BAUDOT   Mark=2125,Shift=170
 UnShift On Space support (SET-OTHERS) UnShift On Space support (SET-OTHERS)
 New Line Code selectable (SET-OTHERS) New Line Code selectable (SET-OTHERS)
 If RTTY-FIL is OFF, Please turn ON. If RTTY-FIL is OFF, Please turn ON.

1/41/4
OFFOFF

¡スレッショルドレベル設定画面�

THRESHOLDTHRESHOLD  9 9

**** RTTY Decode Monitor ******** RTTY Decode Monitor ****
 45bps BAUDOT   Mark=2125,Shift=170 45bps BAUDOT   Mark=2125,Shift=170
 UnShift On Space support (SET-OTHERS) UnShift On Space support (SET-OTHERS)
 New Line Code selectable (SET-OTHERS) New Line Code selectable (SET-OTHERS)
 If RTTY-FIL is OFF, Please turn ON. If RTTY-FIL is OFF, Please turn ON.

CQ CQ CQ THIS IS JA3YUA JA3YUA OSAKA JAPAN CQ CQ CQ THIS IS JA3YUA JA3YUA OSAKA JAPAN 
CQ CQ CQ THIS IS JA3YUA JA3YUA OSAKA JAPAN CQ CQ CQ THIS IS JA3YUA JA3YUA OSAKA JAPAN 
CQ CQ CQ THIS IS JA3YUA JA3YUA OSAKA JAPAN CQ CQ CQ THIS IS JA3YUA JA3YUA OSAKA JAPAN 

ANTANT
1

METERMETER
PoPo

P.AMPP.AMP
1

ATTATT
OFFOFF

AGCAGC
MIDMID

RTTYRTTY
FILFIL
ONON

1/41/4
OFFOFF

RTTY DECODERTTY DECODE

BW 350 SFT 0 qw:pp

VFO

VFO

wq≥qpp≥pp

14.100.00

RTTY FIL2

SSB FIL2

T XT X

F-1 F-2 F-3 F-4 F-5

¡ワイド画面にしてRTTY信号を受信したときの表示画面�

EXIT/SET

DELDEL ADJADJ WIDEWIDE

HOLDHOLD CLRCLR ADJADJ WIDEWIDE

|RTTY-R(リバース)モードについて
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¥ノーマル� ¥リバース�

170Hz170Hz 2125Hz2125Hz

BFOBFO スペース�
周波数�

スペース�
周波数�

マーク�
周波数�

（表示周波数）�

マーク�
周波数�

（表示周波数）�

相手局のシフト方向が逆の場合、RTTY-R(リバース)

モードを選択することにより、受信機側で極性を合

わせることができます。

受信したRTTY信号をデコードし、本機のLCDモニ

ター上に文字列を表示できます。

RTTY信号を受信するだけのときは、外部機器の接続

は不要です。

本機に内蔵のデモジュレーターとデコーダーで、マー

ク周波数が2125Hz、シフト幅が170Hz、45bpsの

RTTY信号だけを解読できます。

q初期画面表示中に&(DECODE)を押し、RTTY

DECODE画面を開きます。

※RTTY DECODE画面を開いたときは、自動的に
+(RTTY FIL)を“ON”にします。

なお、RTTY DECODE画面を閉じても、“ON”の

状態は維持しますので、必要に応じて“OFF”にして

ください。

※)(WIDE)を押すごとに、画面サイズを“ワイド”
または“ノーマル”と切り替えます。

w^ (HOLD)を押すごとにホールド機能を“ON/

OFF”し、ホールド中は 表示を点灯するとと

もに受信文字列をホールドします。

e&(CLR)を長く(約1秒)押すと、それまでに受信

した文字列を消去します。

r運用後、 を押すとRTTY DECODE画面

を閉じます。

RTTY信号を受信していないときに、ノイズによって

文字が表示されるのを防止するための調整です。

qRTTY DECODE画面を表示中に、((ADJ)を押

し、スレッショルドレベル設定画面を開きます。

w無信号時にRTTY DECODE画面を見ながら

dを回し、ノイズで文字が表示されないよう

にスレッショルドレベルを調整します。

※dを左に回すほどレベルが低くなり、右に回す

と高くなります。

あまり高くすると、弱い信号を復調できなくなりま

すのでご注意ください。運用バンドやノイズの量に

より、そのつど調整することをおすすめします。

※*(DEF)を長く押すと、初期設定値に戻します。

e設定後、((ADJ)または を押すと前画

面に戻ります。

EXIT/SET

EXIT/SET

HOLD

|スレショルドレベルの設定について

ıRTTYデコードの表示機能について



5-3 RTTY(FSK)モードの運用(つづき)

|受信時に便利な他の機能

1受信プリアンプとアッテネーター機能 (�P46、47)

2ノイズブランカー機能 (�P46)

3ノイズリダクション機能 (�P46)

4AGC(自動利得制御)機能 (�P48)

5ツイン・パスバンドチューニング機能 (�P51)

61/4(ダイヤルパルス量)機能 (�P53)

受信信号が弱いときは受信プリアンプ、受信信号が

強力で受信音がひずむときはアッテネーターを使用

すると、快適な受信ができます。

受信中にパルス性ノイズ(“パリパリ…”というノイズ)

が多いときに使用すると、ノイズを低減して聞きや

すくなります。

※nを長く(約1秒)押すと、NBオプション画面を開

きます。dを回して、ノイズブランカーレベ

ルを設定することができます。

ノイズ成分と信号成分を分離し、ノイズのなかから

目的信号だけを拾い出し、目的信号を聞きやすくし

ます。

強力な信号を受信しても、強弱をできるだけ抑えて

安定した受信ができるようにします。

目的信号に近接する混信を除去し、快適な受信がで

きます。

通常、メインダイヤルを回したときは1回転あたり5k

Hz(10Hzステップ)で変化しますが、1/4機能を使用す

ると1回転あたり1.25kHz(10Hzステップ)になります。

5 モード別運用のしかた
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Ç送信のしかた

|RTTYの周波数関係と極性の設定について

|送信時に便利な他の機能

¡送信音質のモニター機能 (�P59)

送信する前に運用周波数を受信し、他局の交信に妨害

を与えないように十分注意してください。

qRTTYモードで運用できるTNCとパーソナルコン

ピューター、またはRTTY運用ソフトをインストー

ルしたパーソナルコンピューターを接続(�P92)し

ます。

wbを押し、運用バンドを選びます。

e¤を押し、RTTYモード(�P24)を選びます。

r+(METER)を短く押し、メーター指示を

“METER Po”にします。

t‰を回し、送信出力を設定します。

y†を押すか、TNCからのSEND(スタンバ

イ)信号で送信状態にすると、Poメーターが振れて

キャリアが発射されます。

uパーソナルコンピューターのキーボードを操作し、

RTTY(FSK)信号を発射します。

RTTYモードのマーク周波数、シフト幅とキーイング

極性を設定するRTTYメニューの設定が可能です。

q を長く(約1秒)押し、SET MODE画面を

開きます。

w)(OTHERS)を押し、OTHERS SET画面を開

きます。

※)(WIDE)を押すごとに、画面サイズを“ワイド”
または“ノーマル”と切り替えます。

e^(é)または&(è)を押し、セット項目(RTTY

Mark Frequency、RTTY Shift Widthまたは

RTTY Keying Polarity)を選びます。

rdを回し、項目内容を設定します。

※セット項目と項目内容については、セットモードの
OTHERS SET画面(�P79、82：13～15項)をご覧

ください。

t設定後、 を押すと前画面に戻ります。

自局の送信音質をモニターできます。

EXIT/SET

EXIT/SET
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+(METER)

¤

b

‰

†

^ *
&

d
)(

ANTANT
1

METERMETER
PoPo

P.AMPP.AMP
1

ATTATT
OFFOFF

AGCAGC
MIDMID

RTTYRTTY
FILFIL
ONON

1/41/4
OFFOFF

BW 350 SFT 0 qw:pp

VFO

VFO

wq≥qpp≥pp

14.100.00

RTTY FIL2

SSB FIL2

T XT X

F-1 F-2 F-3 F-4 F-5

¡ワイド画面にしてRTTY Mark Frequency項目を�
　選んだときのOTHERS SET画面�

OTHERS SETOTHERS SET

Beep(Band Edge)Beep(Band Edge) ONON

RF/SQL ControlRF/SQL Control RF+SQLRF+SQL

Quick DualwatchQuick Dualwatch ONON

Quick SPLIT Quick SPLIT ONON

FM SPLIT Offset(HF)FM SPLIT Offset(HF) -0.100MHz-0.100MHz

FM SPLIT Offset(50M)FM SPLIT Offset(50M) -0.500MHz-0.500MHz

SPLIT LOCKSPLIT LOCK OFFOFF

Tuner (Auto Start)Tuner (Auto Start) OFFOFF

Tuner (PTT Start)Tuner (PTT Start) OFFOFF

[ANT] Switch[ANT] Switch AutoAuto

RTTY Mark FrequencyRTTY Mark Frequency 21252125

RTTY Shift WidthRTTY Shift Width 170170

RTTY Keying PolarityRTTY Keying Polarity NormalNormal

EXIT/SET

HOLDHOLD CLRCLR ADJADJ WIDEWIDE
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5-4 AMモードの運用

Å受信のしかた

|受信時に便利な他の機能

1受信プリアンプとアッテネーター機能 (�P46、47)

2ノイズブランカー機能 (�P46)

3ノイズリダクション機能 (�P46)

4AGC(自動利得制御)機能 (�P48)

5ノッチフィルター機能 (�P47)

6IFシフト機能 (�P51)

qbを押し、運用バンドを選びます。

w‹を押し、AMモード(�P24)を選びます。

※‹を押すごとに、AMとFMモードを切り替え

ます。

eaを回し、聞きやすい音量に調整します。

rdをゆっくり回し、目的の信号がはっきり聞

こえるように調整します。

このとき、信号の強さに応じてSメーターが振れま

す。

※AMモードでの周波数ステップは、あらかじめ1kHz
ステップに初期設定していますが、TSオプション

画面(�P23)で変更できます。

受信信号が弱いときは受信プリアンプ、受信信号が

強力で受信音がひずむときはアッテネーターを使用

すると、快適な受信ができます。

受信中にパルス性ノイズ(“パリパリ…”というノイズ)

が多いときに使用すると、ノイズを低減して聞きや

すくなります。

※nを長く(約1秒)押すと、NBオプション画面を開

きます。dを回して、ノイズブランカーレベ

ルを設定することができます。

ノイズ成分と信号成分を分離し、ノイズのなかから

目的信号だけを拾い出し、目的信号を聞きやすくし

ます。

強力な信号を受信しても、強弱をできるだけ抑えて

安定した受信ができるようにします。

チューニング電波などのビート妨害やビート混信を

自動的に減衰します。

目的信号に近接する混信を除去し、快適な受信がで

きます。

b

a d‹
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ı送信のしかた

|送信時に便利な他の機能

1VOX(ボックス)機能 (�P55)

2送信音質のモニター機能 (�P59)

送信する前に運用周波数を受信し、他局の交信に妨害

を与えないように十分注意してください。

qMICコネクターにマイクロホンを接続します。

wbを押し、運用バンドを選びます。

e‹を押し、AMモード(�P24)を選びます。

※‹を押すごとに、AMとFMモードを切り替え

ます。

r+(METER)を短く押し、メーター指示を

“METER Po”にします。

t‰を回し、送信出力を設定します。

y†またはマイクロホンのoを押し、送信

状態にします。

uマイクロホンに向かって、普通に話す大きさの声で

話します。

交信相手に音質の明りょう度を判断してもらうか、

自局の送信音質をモニター(�P59)しながら

µを回してマイク感度を調整します。

※マイク感度を上げすぎると過変調となり、音声がひ
ずんで明りょう度が悪くなります。

i†をもう一度押すか、マイクロホンのo

から指を離し、受信状態にします。

マイクロホンからの音声で送受信を切り替えができ

ます。

自局の送信音質をモニターできます。

+(METER)

‹‰

b

µ

マイクロホンを接続する�

†



5-5 FMモードの運用

Å受信のしかた

|トーンスケルチ機能について

|トーンスキャン機能について
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qbを押し、運用バンドを選びます。

w‹を押し、FMモード(�P24)を選びます。

※‹を短く押すごとに、AMとFMモードを切り

替えます。

eaを回し、聞きやすい音量に調整します。

rdをゆっくり回し、目的の信号がはっきり聞

こえるように調整します。

このとき、信号の強さに応じてSメーターが振れます。

※FMモードでの周波数ステップは、あらかじめ
10kHzステップに初期設定していますが、TSオプ

ション画面(�P23)で変更できます。

トーンスケルチ機能とは、特定の相手局と交信する

ときに便利な機能です。

自局が設定したトーン周波数(初期設定値：88.5Hz)と

同じトーン周波数を受信したときだけ、スケルチが開

いて通話できるので、快適な待ち受け受信ができます。

qFMモードで+ (TONE)を長く(約1秒)押し、

TONE FREQUENCYオプション画面を開きます。

w^(é)または&(è)を押し、T-SQL TONE項目

を選びます。

edを回し、トーン周波数(左表)を選びます。

※*(DEF)を長く押すと、初期設定値に戻します。

r設定後、 を押すか、+ (TONE)を

長く押し、TONE FREQUENCYオプション画面を

閉じます。

t+ (TONE)を2回短く押し、トーン表示部を

“TSQL”にします。

※短く押すごとに、“TONE(レピータトーン/トーン

エンコーダー)”\“TSQL(トーンスケルチ)”\トーン

“OFF(未表示)”と切り替わります。

yマイクロホンのoを押して相手を呼び出し、通

常の交信をします。

トーンスケルチまたはレピータ用トーン周波数(�P

43)を使用して交信している局が、どのトーン周波数

を使用しているかを検知するスキャンです。

q上記｢トーンスケルチ機能について｣のq～wを操作

し、スキャンしたいトーンの項目名(REPEATER

TONE項目またはT-SQL TONE項目)を選びます。

w)(T-SCAN)を押すごとに、トーンスキャンを

“ON/OFF”します。

スキャン中は、項目名の横に“SCAN”を点滅表示し、

音が出なくなります。

e一致したトーン周波数を検知すると、ビープ音が鳴

るとともにスキャンを停止し、自動的にトーン周波

数を書き替えます。

EXIT/SET

b

a d‹

67.0
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71.9
74.4
77.0
79.7
82.5
85.4
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97.4
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131.8
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167.9
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177.3
179.9
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189.9
192.8
196.6
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203.5
206.5
210.7
218.1
225.7
229.1
233.6
241.8
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254.1
単位:Hz
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|受信時に便利な他の機能

1受信プリアンプとアッテネーター機能 (�P46、47)

2ノイズリダクション機能 (�P46)

3AGC(自動利得制御)機能 (�P48)

4ノッチフィルター機能 (�P47)

ı送信のしかた

|送信時に便利な他の機能

1VOX(ボックス)機能 (�P55)

2送信音質のモニター機能 (�P59)

受信信号が弱いときは受信プリアンプ、受信信号が

強力で受信音がひずむときはアッテネーターを使用

すると、快適な受信ができます。

ノイズ成分と信号成分を分離し、ノイズのなかから

目的信号だけを拾い出し、目的信号を聞きやすくし

ます。

強力な信号を受信しても、強弱をできるだけ抑えて

安定した受信ができるようにします。

チューニング電波などのビート妨害やビート混信を

自動的に減衰します。

送信する前に運用周波数を受信し、他局の交信に妨害

を与えないように十分注意してください。

qMICコネクターにマイクロホンを接続します。

wbを押し、運用バンドを選びます。

e‹を押し、FMモード(�P24)を選びます。

※‹を短く押すごとに、AMとFMモードを切り

替えます。

r+(METER)を短く押し、メーター指示を

“METER Po”にします。

t‰を回し、送信出力を設定します。

y†またはマイクロホンのoを押し、送信

状態にします。

uマイクロホンに向かって、普通に話す大きさの声で

話します。

交信相手に音質の明りょう度を判断してもらうか、

自局の送信音質をモニター(�P59)しながら

µを回してマイク感度を調整します。

※マイク感度を上げすぎると過大入力となり、音声が
ひずんで明りょう度が悪くなります。

i†をもう一度押すか、マイクロホンのo

から指を離し、受信状態にします。

マイクロホンからの音声で送受信を切り替えができ

ます。

自局の送信音質をモニターできます。

+(METER)

‹‰

b

µ

マイクロホンを接続する�

†
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¥tまで操作した状態�
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5-6 レピータの運用

Åレピータ運用のしかた

※2000年9月現在、日本国内に設置されている28MHz帯のレピ
ータは、北海道斜里郡で運用されています。
¡JP8YCV(送信周波数：29.65000MHz/

受信周波数：29.55000MHz)
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レピータは直接交信できない局との交信を可能にし

てくれる、FMモードの自動無線中継局です。

本機に搭載しているアマチュアバンドでレピータを

開局しているのは、現在の日本国内では左記の

28MHz帯だけです。

また、アクセス(起動)方式は、88.5Hzのトーン周波数

を用いたトーンバースト方式で運用されています。

q¿を押し、“MAIN VFO”を選びます。

w を押し、28MHz帯を選びます。

e‹を押し、FMモード(�P24)を選びます。
※‹を短く押すごとに、AMとFMモードを切り

替えます。

rdを回し、レピータの送信周波数(29.65000MHz)

を設定します。

tÍを長く(約1秒)押すと、SUB VFOにスプリッ

トオフセット周波数(－100kHz)をセットした

“29.55000MHz(レピータの受信周波数)”とトーン周

波数“TONE”が自動設定されます。

※本機は、HF帯(－100kHz)/50MHz帯(－1MHz)のス
プリットオフセット周波数とトーン周波数(88.5Hz)

を初期設定しています。

スプリットオフセット周波数はセットモードの

OTHERS SET画面(�P79、81、82：7、8項)で変更

できます。また、トーン周波数はTONE FREQUENCY

オプション画面で変更できます。

y以下、通常の送受信操作でレピータを運用します。

レピータを運用しなくても、相手局と直接交信でき

ないかチェックできます。

¡受信中にzを押している間だけ、相手局の送信

周波数(SUB VFOの周波数)を直接受信します。

※SPECTRUM SCOPE画面(�P45)の表示マーカー
を｢TX MARKER｣に選んでおけば、送信周波数付

近の運用状況を常時確認できます。

レピータ運用時のトーン周波数(工場出荷時)は88.5Hz
を初期設定していますが、自由に変更できます。

q+ (TONE )を長く(約1秒)押し、TONE
FREQUENCYオプション画面を開きます。

w^ (é)または& (è)を押し、REPEATER

TONE項目を選びます。

edを回し、トーン周波数(左表)を選びます。

※*(DEF)を長く押すと、初期設定値に戻します。

r設定後、 を押すか、+ (TONE)を

長く押し、TONE FREQUENCYオプション画面を

閉じます。

※)(T-SCAN)につきましては、｢トーンスキャン

機能について(�P41)｣をご覧ください。

EXIT/SET

928
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|レピータ用トーン周波数の切り替えかた

|送信周波数の受信チェック
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5-7 データ(AFSK)通信の運用

Å受信のしかた

ı送信のしかた

AMTOR(アムター)やPACKET(パケット)などを運

用する際は、ご使用のTNCに添付の取扱説明書も併

せてご覧ください。

qTNCとパーソナルコンピューターを接続(�P92)し

ます。

wbを押し、運用バンドを選びます。

e⁄または‹を長く(約1秒)押し、SSB

(USB-D/LSB-D)またはFM(FM-D)のデータ通信

モード(�P24)を選びます。

※電波型式F1で運用するときはSSBモード、F2の
ときはFMモードを選びます。

raを回し、聞きやすい音量に調整します。

tdをゆっくり回し、目的のAFSK信号が正しく

復調されるように、TNCまたはパソコンソフトの

インジケーターを見ながら調整します。

このとき、信号の強さに応じてSメーターが振れま

す。

送信する前に運用周波数を受信し、他局の交信に妨

害を与えないように十分注意してください。

qTNCとパーソナルコンピューターを接続(�P92)し

ます。

wbを押し、運用バンドを選びます。

e⁄または‹を長く(約1秒)押し、SSB

(USB-D/LSB-D)またはFM(FM-D)のデータ通信

モード(�P24)を選びます。

r+(METER)を短く押し、メーター指示を

“METER Po”にします。

t‰を回し、送信出力を設定します。

yTNCまたはパソコンソフトの操作で送信状態にす

ると、Poメーターが振れてキャリアが発射されま

す。

※SSBモードで運用するときは、ALCメーターの振
れが“ALCゾーン”を超えないように、TNCの出力

レベルを調整します。

uパーソナルコンピューターのキーボードを操作し、

AFSK信号を発射します。

b

a d⁄‹

200Hz 2125Hz

2325Hz

キャリアポイント�
（表示周波数）�

¥HF帯、LSBモード、2125Hz/2325Hzのトーンペア例�

‹
‰

µ

⁄

+(METER) b

rご注意q

USB-D/LSB-Dモード時、マイクロホン入力はミュー
ト(カット)され、後面パネルのACC(1)ソケットが有効
になります。
なお、送信時は、強制的に下記の状態で送信します。
¡COMP:OFF状態 ¡送信帯域幅設定:MID

¡Tx Tone(Bass) : 0 ¡Tx Tone(Trebles) : 0

SSBモードでのAFSK表示周波数は、キャリアポイ

ントを表示しています。
|AFSK運用時の表示周波数について
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6-1 スペクトラムスコープ機能の使いかた

|SCOPE SETオプション画面について

スペクトラムスコープとは、一定の周波数範囲内で

信号が出ていないかをチェックするときに、目で見

えるようにした機能です。

FMモード運用時の空き周波数を探すだけでなく、

HF帯のバンドコンディションの把握にも利用できる、

たいへん便利な機能です。

VFOまたはメモリー状態に関係なく、表示周波数付

近の使用状況を観測できます。

q初期画面で^ (SCOPE)を押し、SPECTRUM

SCOPE画面を開きます。

※観測後、 を押すと画面を閉じます。

※ノイズフロアの高いバンドを受信した場合は、&
(ATT)を押して入力レベルを下げると見やすくなり

ます。なお、&(ATT)を押すごとに、“10dB”a

“20dB”a“30dB”a“OFF(未表示)”と切り替えます。

w^(SPAN)を押し、周波数スパン(±12.5kHz/±
25kHz/±50kHz/±100kHz)を選びます。

e*(MARKER)を押し、表示マーカー(SUBMARKER

/TX MARKER/MARKER OFF)を選びます。

※SUB MARKER使用時、SUB VFOの周波数が測定
範囲外のときは、画面上部の左右に“r(周波数が低

い)”または“q(高い)”を表示して知らせます。

r( (HOLD)を短く押すごとにホールド機能を

“ON/OFF”し、ホールド中は 表示を点灯す

るとともに波形をホールドします。

※下記のSCOPE SETオプション画面でピークホール
ド機能(Max Hold)“ON”時は、観測したピーク波形

をホールド(青色)します。このとき、((HOLD)を

長く(約1秒)押すごとに、ホールドしているピーク

波形をリセットします。

※dを回してMAIN VFOの周波数を変更した場

合も、ホールドしているピーク波形をクリアします。

ピークホールド機能などを設定する画面です。

qSPECTRUM SCOPE画面の表示中に)(SET)

を押すと、SCOPE SETオプション画面を開きます。

w^(é)または&(è)を押し、セット項目を選び

ます。

edを回し、項目内容を設定します。

※セット項目と項目内容については、下表をご覧くだ
さい。

※*(DEF)を長く押すと、初期設定値に戻します。

r設定後、 を押すと前画面に戻ります。EXIT/SET

HOLD

EXIT/SET

セット項目と初期設定値 設　定　内　容

送信電波も表示する
¡OFF：表示しない
¡ON ：表示する

観測したピーク波形をホールドする
¡OFF：ピーク波形をホールドしない
¡ON ：ピーク波形をホールドする

Scope during TX ON

Max Hold ON
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　(14.1168MHzを中心に±50kHzの観測例)
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GridGrid
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Max HoldMax Hold ONON

VOXVOX
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OFFOFF
WIDEWIDE
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MIDMID

F-1 F-2 F-3 F-4 F-5

¡SCOPE SETオプション画面�

é è DEFDEF

rご注意q

受信音として出ない信号波形が画面上に現れることがあ
りますが、スコープ回路に強力な信号が入力されること

による波形です。このような場合は&(ATT)を押し、

入力レベルを下げてご使用ください。
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6-2 NB(ノイズブランカー)機能の使いかた 受信時に自動車のイグニッションノイズのような、

パルス性ノイズが多いときに使用します。

rMODEqSSB/CW/RTTY/AM

¡nを押すごとに、NB機能を“ON/OFF”します。

“ON”のときは、キーボタンのLEDが点灯します。

P.AMPP.AMP
1

P.AMPP.AMP
2

ダイナミックレンジを重視したプリアンプです。
1.8～21MHz帯で効果があります。

ハイバンドのゲインを重視したプリアンプです。
24MHz以上の周波数帯または帯域の狭いアン
テナ(スモール・ループアンテナ/短縮型八木ア
ンテナなど)で効果があります。

+(P.AMP)

n

N N

rご注意q

NB機能“ON”時、AMモードで強力な信号やノイズの種

類によっては、受信音がひずむことがあります。このよ
うなときは、ノイズブランカーレベルをさげるか、NB
機能を“OFF”にしてください。

受信プリアンプは、弱い信号を受信したときに増幅

(約10dB)して聞きやすくします。

プリアンプの設定状態は、バンドごとにそれぞれ記憶

します。

¡+ (P.AMP)を押すごとに、“P.AMP OFF”

a“P.AMP 1”a“P.AMP 2”a“P.AMP OFF”を繰

り返します。

6-4 受信プリアンプ機能の使いかた

受信したアナログ信号をデジタル処理し、ノイズ成

分と信号成分を分離し、信号成分だけを取り出す機

能です。

qNを押すごとに、NR機能を“ON/OFF”します。

“ON”のときは、キーボタンのLEDが点灯します。

wNを右に回すほどノイズの除去レベルが高くな

り、左に回すと低くなります。

ノイズが軽減し、受信信号がひずまないレベルに調

整します。

6-3 NR(ノイズリダクション)機能の使いかた

|NBレベルの設定について パルス性ノイズに応じて、ノイズブランカーレベル

を設定することができます。

qnを長く(約1秒)押すと、NBオプション画面を開

きます。

wdを回して、ノイズブランカーレベルを設定

します。

e設定後、 またはnを短く押すと、NB

オプション画面を閉じます。

EXIT/SET

VOXVOX
ONON

COMPCOMP
OFFOFF
WIDEWIDE

AGCAGC
MIDMID

NBNB

NB LevelNB Level 50%50%

¥NBオプション画面�

DEFDEF

rP.AMP2についてのご注意q

P.AMP 2はハイゲインのプリアンプです。

P.AMP 2を電界強度の強い場所で使用すると、受信音

が歪むことがあります。

このようなときは、P.AMP 1を使用するかP.AMP
OFFでご使用ください。
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ATT
6dB

ATT
12dB

ATT
18dB

入力信号を6dB減衰します。

入力信号を12dB減衰します。

入力信号を18dB減衰します。

+(ATT)

アッテネーター(減衰器)は、強い信号を受信したとき

に減衰して受信音のひずみを低減します。

アッテネーターの設定状態は、バンドごとにそれぞ

れ記憶します。

¡+(ATT)を押すごとに、“ATT OFF”a“ATT

6dB ”a “ATT 12dB ”a “ATT 18dB ”a “ATT

OFF”を繰り返します。

6-5 アッテネーター機能の使いかた

チューニング電波やCW信号のような単信号の混信を

除去するのに効果を発揮します。

¡"を押すごとに、オートノッチ“ON”aマニュ

アルノッチ“ON”aノッチフィルター機能“OFF”を繰

り返します。

rMODEqオ ー ト ノ ッ チ：SSB/AM/FM

マニュアルノッチ：SSB/CW/AM

混信を自動判別して減衰します。

オートノッチ“ON”のときは、キーボタンのLEDが点

灯するとともに、LCDモニターのノッチフィルター

機能表示部に が点灯します。

混信をマニュアル調整して減衰します。

マニュアルノッチ“ON”のときは、キーボタンのLED

が点灯するとともに、LCDモニターノッチフィルター

機能表示部に が点灯します。

¡nをゆっくり回し、受信している帯域内の

混信が減少するように調整します。

※ノッチフィルターは非常に鋭い特性を持っています
ので、調整するときはゆっくり回してください。

MN

AN

6-6 ノッチフィルター機能の使いかた

"n

ノッチフィルター機能表示部�

ANTANT
1

METERMETER
PoPo

P.AMPP.AMP
1

ATTATT
0FF0FF

BWBW 2.4k2.4k SFTSFT 0

VFOVFO FIL2FIL2USBUSB

qw:pp

1

TXTX

VFOVFO

1

USBUSB

CWCW

CWCW

FIL2FIL2

qr.qpp.pp

qr.qpp.pp
--. ---. ----. ---. --

--. ---. ----. ---. --

MNMN

Åオートノッチについて

ıマニュアルノッチについて

rご注意q

マニュアルノッチ操作時にノイズを発生することがあり
ますが、DSPにおいてフィルターを切り替えるときに、
信号の不連続点が発生するためで故障ではありません。
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強力な信号を受信しても、強弱をできるだけ抑えて
安定した受信ができるようにします。

運用モードによる信号の強弱の変化に応じ、下表の

ようにあらかじめ設定している標準値の時定数を切

り替え、運用モード別に使い分けます。

ただし、FMモードは“FAST”だけの動作になります。

CWやRTTYモードなどを受信する場合と、メインダ

イヤルを速く回して選局する場合は“FAST”にし、信

号がなくなったときの感度復帰を速くします。

SSBやAMモードを受信する場合は“SLOW”にし、信

号を聞きやすくします。

¡+(AGC)を短く押すごとに、“AGC FAST”a

“AGC MID”a“AGC SLOW”を繰り返します。

AGCオプション画面の設定により、各運用モードご

とに“FAST/MID/SLOW”の時定数を設定できます。

q+(AGC)を長く(約1秒)押すと、AGCオプショ

ン画面を開きます。

wµを押し、設定したい運用モード(�P24)を選

びます。

e+ (AGC)を短く押し、設定したい時定数

“FAST/MID/SLOW”を選びます。

rdを回して時定数を選びます。

※*(DEF)を長く押すと、標準値に戻します。

※w～rと同様に操作し、各運用モードの時定数を設
定してください。

t設定後、 を押すか、+ (AGC)を長

く押し、AGCオプション画面を閉じます。

EXIT/SET

+(AGC)

d

ANTANT
1

METERMETER
PoPo

P.AMPP.AMP
1

ATTATT
0FF0FF

VOXVOX
OFFOFF

COMPCOMP
OFFOFF
WIDEWIDE

BWBW 2.4k2.4k SFTSFT

VFO FIL2FIL2USBUSB

qw:pp

AGCAGC
MIDMID

1

21. 085. 0021. 085. 00

21. 085. 0021. 085. 00

TXTX

VFO

1

USB

CWCW

CWCW

FIL2FIL2

AGCAGC

(sec)(sec)

FMFMAMAM

0.13.0

5.0

7.01.2

0.5

0.10.10.3

2.02.0

6.0

0.5

1.2

---

---

SSBSSB

FASTFAST

SLOWSLOW

MIDMID

CWCW RTTYRTTY

¡AGCオプション画面�

¡AGCの操作展開図�

*
µ

AGCオプション画面�

AGC
SLOW

AGC
MID

AGC
FAST

1push
+(AGC)

1sec

1push
+(AGC)

1push
+(AGC)

1sec 1sec

F-1 F-2 F-3 F-4 F-5

EXIT/SET

EXIT/SET EXIT/SET EXIT/SET

DEFDEF

0

qr.qpp.pp

qr.qpp.pp
運用モード

0.3secFAST

設定値

OFF/0.1/0.2/0.3/0.5
/0.8/1.2/1.6/2.0/2.5
/3.0/4.0/5.0/6.0sec

2.0secMID

6.0secSLOW

SSB

0.1secFAST OFF/0.1/0.2/0.3/0.5
/0.8/1.2/1.6/2.0/2.5
/3.0/4.0/5.0/6.0sec

0.5secMID

1.2secSLOW

CW

0.1secFAST OFF/0.1/0.2/0.3/0.5
/0.8/1.2/1.6/2.0/2.5
/3.0/4.0/5.0/6.0sec

0.5secMID

1.2secSLOW

RTTY

3.0secFAST OFF/0.3/0.5/0.8/1.2
/1.6/2.0/2.5/3.0/4.0
/5.0/6.0/7.0/8.0sec

5.0secMID

7.0secSLOW

AM

0.1secFAST 設定不可FM

標準値AGC

6-7 AGC(自動利得制御)機能の使いかた

rご注意q

弱い信号を受信しているときに、強力な信号が瞬間的に
入ると、AGCによる感度低下で、信号が受信できなく
なることがあります。このようなときに、AGC機能の
時定数を“OFF”にすると解消できます。
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6-8 DSPフィルター・タイプの切り替えかた

■DSP FILTER SET画面�

¡SSB(SHARP)/CW(SHARP)選択時� ¡SSB(SOFT)/CW(SHARP)選択時�

¡SSB(SOFT)/CW(SOFT)選択時�¡SSB(SHARP)/CW(SOFT)選択時�

BK-INBK-IN
OFFOFF

1/41/4
OFFOFF

AGCAGC
MIDMID

DSP FILTER SETDSP FILTER SET

SHARPSHARPSSBSSB SHARPCW

BK-INBK-IN
OFFOFF

1/41/4
OFFOFF

AGCAGC
MIDMID

DSP FILTER SETDSP FILTER SET

SHARPSHARPSSBSSB

BK-INBK-IN
OFFOFF

1/41/4
OFFOFF

AGCAGC
MIDMID

DSP FILTER SETDSP FILTER SET

SOFTSOFTSSBSSB SHARPCW

BK-INBK-IN
OFFOFF

1/41/4
OFFOFF

AGCAGC
MIDMID

F-4

DSP FILTER SETDSP FILTER SET

SOFTSOFTSSBSSB SOFTCWSOFTCW

SSB-FILSSB-FIL CW-FILCW-FIL

SSB-FILSSB-FIL CW-FILCW-FIL

SSB-FILSSB-FIL CW-FILCW-FIL

SSB-FILSSB-FIL CW-FILCW-FIL

SSB/CW用フィルターの特性をフラットにしたタイプで�
す。�
DSPフィルターの切れを重視したタイプです。�

CW用フィルターのスカート特性をブロードにしたタイプ�
です。�
フィルターのセンターで受信していない信号も、従来のア�
ナログフィルターに近い聞こえかたになりますので、CW�
のDXペディション、CWコンテストなどにお勧めのタイプ�
です。�

SSB用フィルターの特性をなめらかにし、CW用ィルター�
スカート特性をブロードにしたタイプです。�
SSB信号、CW信号共に従来のアナログフィルターに近い�
聞こえかたになります。�

SSB用フィルターの特性をなめらかにし、スカート特性は�
維持したタイプです。�
高域と低域のノイズを減少させ、バンドノイズと目的信号�
のレベル差が少ない状況で、目的信号のS/Nをレベルアッ�
プするのに有効です。�

�

F-3

F-2 F-4

F-2F-2 F-4

F-2 F-4

¡SET MODE画面�

VOXVOX
OFFOFF

COMPCOMP
OFFOFF
WIDEWIDE

AGCAGC
MIDMID

SET MODESET MODE

SET MODE MENUSET MODE MENU

  LEVEL     LEVEL   TX Tone,Monitor,Side Tone etcTX Tone,Monitor,Side Tone etc

  DISP     Bright,Contrast,Style,Font etc  DISP     Bright,Contrast,Style,Font etc

  DSP  DSP DSP Filter TypeDSP Filter Type

  TIME     Clock/Timer  TIME     Clock/Timer

  OTHERS   OTHERS Other Set ModeOther Set Mode

LEVELLEVEL DISPDISP DSPDSP TIMETIME OTHERSOTHERS

運用形態に応じて、DSPフィルターの組み合わせを

選択することができます。

q を長く(約1秒)押して、SET MODE画面

を開きます。

w*(DSP)を短く押すと、DSP FILTER SET画面

を開きます。

e@(SSB-FIL)、$(CW-FIL)を押すごとに、

DSPフィルターの“SHARP”と“SOFT”を切り替え

ます。(4通りの組み合わせを選択)

r設定後、 を押すと前画面に戻ります。EXIT/SET

EXIT/SET

*
& (

EXIT/SET
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6-9 デジタルIFフィルターの切り替えかた 本機に装備しているデジタルIFフィルターの通過帯域

幅を運用形態に応じ、FILTERオプション画面で選択

できます。

普段はƒを短く押し、下表のようにあらかじめ

設定している標準値の通過帯域幅“FIL1(ワイド)/

FIL2(ミドル)/FIL3(ナロー)”を切り替えて使用します。

FILTERオプション画面の設定により、各運用モード

ごとに“FIL1/FIL2/FIL3”の通過帯域幅を設定でき、

よりクリアな受信ができます。

qƒを長く(約1秒)押すと、FILTERオプション

画面を開きます。

wµを押し、設定したい運用モード(�P24)を選

びます。

eƒ を短く押し、設定したい通過帯域幅

“FIL1(ワイド)/FIL2(ミドル)/FIL3(ナロー)”を

選びます。

※SSB/CWモードで500Hz以下の通過帯域幅を選ぶ
と、受信専用バンドパスフィルターを設定し、

LCDモニターに を表示します。

r^(BW)を押しながらdを回し、通過帯域幅

を選びます。

※通過帯域幅を変更すると、デジタルツインPBT機能
の設定値はセンター位置にリセットされます。

※*(DEF)を長く押すと、標準値に戻します。

※w～rと同様に操作し、AM/FM以外の運用モード
の通過帯域幅を設定してください。

t設定後、 を押すか、ƒを長く押し、

FILTERオプション画面を閉じます。

EXIT/SET

BPF

ƒ

¡CWモード時のFILTERオプション画面�

ANTANT
1

METERMETER
PoPo

P.AMPP.AMP
1

ATTATT
0FF0FF

BK-INBK-IN
OFFOFF

1/41/4
OFFOFF

BW 500 SFT

VFOVFO FIL2CW

qw:pp

AGCAGC
MIDMID

21. 085. 00

TXTX

VFOVFO

1

USBUSB

CW

FIL2

F-1 F-2 F-3 F-4 F-5

d

µ

^ *

FILTERFILTER

CWCW

FIFIL1

FIFIL2

FIFIL3

1.2k1.2k

500500

250250
PBT2PBT2

PBT1PBT1

350    600    850350    600    850

BPFBPF

EXIT/SET

BWBW DEFDEF

0

qr.qpp.pp

qr.qpp.pp

運用モード

3.0kHzFIL1

設定範囲(ステップ幅)

50～500Hz(50Hz)/
600～3.6kHz(100Hz)

2.4kHzFIL2

1.8kHzFIL3

SSB

1.2kHzFIL1
50～500Hz(50Hz)/
600～3.6kHz(100Hz)

500HzFIL2

250HzFIL3

SSB-D
CW

2.4kHzFIL1
50～500Hz(50Hz)/
600～2.7kHz(100Hz)

500HzFIL2

250HzFIL3

RTTY

標準値FILTER

運用モード 設定範囲(ステップ幅)

9.0kHzFIL1

設定不可6.0kHzFIL2

3.0kHzFIL3

AM

15kHzFIL1

設定不可10kHzFIL2

7.0kHzFIL3

FM

標準値FILTER
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本機には、DSPのフィルタリングによるデジタルツ

インPBTを搭載しています。

デジタルツインPBT機能は、IF段の通過帯域幅を、

帯域の上側と下側から連続的に狭くし、混信を鋭く

カットする機能です。

rMODEqSSB/CW/RTTY/AM

q通常tは、2段ともセンター位置で使用しま

す。

※Oを押すと、tはセンター位置にリ

セットされます。

w受信周波数に近接する混信があるときは、t

の内側(PBT1)と外側(PBT2)を、それぞれ逆方向

に回して通過帯域幅を狭くすると、帯域の上側また

は下側の混信を鋭くカットできます。

※あまり回しすぎると、通過帯域幅が狭くなりすぎて
受信音が聞こえなくなることがありますのでご注意

ください。

※tの内側と外側のツマミを同方向に回すと、

IFシフトとして動作します。

なお、AM/RTTY(RTTYフィルター“ON”時)モー

ド運用時は、外側のツマミ(PBT2)は不可となり、

内側のツマミ(PBT1)だけが機能してIFシフトの動

作となります。

eƒを長く押してFILTERオプション画面にす

ると、通過帯域幅が変化するようすを見ることがで

きます。

※設定後、 を押すか、ƒを長く押し、

FILTERオプション画面を閉じます。

EXIT/SET

¡FILTERオプション画面�

O

t

FILTERFILTER

SSBSSB

FIFIL1

FIFIL2

FIFIL3

3.0k3.0k

2.4k2.4k

1.8k1.8k
PBT2PBT2

PBT1PBT1

0 15001500 30003000

ANTANT
1

METERMETER
PoPo

P.AMPP.AMP
1

ATTATT
0FF0FF

VOXVOX
OFFOFF

COMPCOMP
OFFOFF
WIDEWIDE

BW 3.0k SFT

VFOVFO FIL1USB

qw:pp

AGCAGC
MIDMID

1

21. 085. 00

21. 085. 00

TXTX

VFOVFO

1

USBUSB

CW

CW

FIL2

FILTERFILTER

SSBSSB

FIFIL1

FIFIL2

FIFIL3

3.0k3.0k

2.4k2.4k

1.8k1.8k
PBT2PBT2

PBT1PBT1

600600 15001500 22002200

VOXVOX
OFFOFF

COMPCOMP
OFFOFF
WIDEWIDE

AGCAGC
MIDMID

¡TWIN PBT操作時のFILTERオプション画面�

ƒ

EXIT/SET

BWBW DEFDEF

BWBW DEFDEF

0

qr.qpp.pp

qr.qpp.pp

6-10 デジタルツインPBT(パスバンドチューニング)機能の使いかた

rご注意q

デジタルツインPBT操作時にノイズを発生することが
ありますが、DSPにおいてフィルターを切り替えると
きに、信号の不連続点が発生するためで故障ではありま
せん。
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6-11 デュアルワッチ機能の使いかた 同一バンド、同一モード内でデュアルワッチができ

ます。

MAIN VFOの周波数で交信またはワッチしながら、

SUB VFOの周波数でJCCやJCG、または記念局な

どの待ち受け受信ができます。

qキーボードのbを押し、MAIN VFOとSUB

VFOを同一バンドにします。

※MAIN VFOとSUB VFOが異なっている場合、ビー
プ音が“ピッピピ”と鳴るまでÎを長く(約

1秒)押すと、クイックデュアルワッチ機能が動作し、

MAIN VFOの内容(周波数と運用モード)がSUB

VFOにセットされます。

※クイックデュアルワッチ機能の設定は、工場出荷時
“ON ”に設定していますが、セットモードの

OTHERS SET画面(�P79、81：5項)で“OFF”にで

きます。

wÎを短く押し、デュアルワッチ機能を

“ON”にします。

e¿を押してMAIN VFOとSUB VFOの表

示を切り替え、dを回して周波数をそれぞれ

のVFOにセットします。

rMAIN VFOとSUB VFOの受信信号に信号強度差

がある場合は、Bを回して信号強度のバランス

をとります。

本機は、通常MAIN VFOのセット内容で送信します。

デュアルワッチ機能運用時、SUB VFOのセット内容

で送受信をする場合は、下記の操作をしてください。

qÍを短く押してスプリット機能を“ON”にする

と、SUB VFOの内容で送受信できます。

wXを短く押し、MAIN VFOとSUB VFOの

内容を入れ替えれば、SUB VFOの内容で送受信で

きます。

※デュアルワッチ機能運用時、SUB VFOの内容を
MAIN VFOの内容と同じ内容にしたい場合は、ビー

プ音が“ピッピピ”と鳴るまでXを長く押して

ください。

rご注意q

異なるバンドでの運用では、定格の受信感度を得ること

ができず、また、周波数の相互関係(3.5MHzと7MHz帯
など)でビート音が発生しますのでご注意ください。
本機のスプリットおよびデュアルワッチ機能は、同一バ
ンド、同一モードを前提に設計(受信部のバンドパスフィ
ルターを共用)しています。

Í

B

bÎ

¥デュアルワッチ機能}ON~時の表示�

DUAL-W

ANTANT
1

METERMETER
PoPo

P.AMPP.AMP
1

ATTATT
0FF0FF

VOXVOX
OFFOFF

COMPCOMP
OFFOFF
WIDEWIDE

BW 2.4k SFT

VFO FIL2USB

qw:pp

AGCAGC
MIDMID

ANTANT
1

METERMETER
PoPo

P.AMPP.AMP
1

ATTATT
0FF0FF

1

21. 085. 00

21. 085. 00

TXTX

VFO

1

USB

CW

CW

FIL2

SPLIT DUAL-W

BW 2.4k SFT

VFO FIL2USB

qw:pp

1

21. 085. 00

21. 085. 00

VFO

1

USB

CW

CW

FIL2

ANT
1

METER
Po

P.AMP
1

ATT
0FF

VOX
OFF

COMP
OFF
WIDE

AGC
MID

DUAL-W

BW 2.4k SFT

VFOVFO FIL2USB

qw:pp

1

21. 085. 00

21. 085. 00

TXTX

VFOVFO

1

USBUSB

CW

CW

FIL2

¥MAIN VFOとSUB VFOを入れ替えたときの表示�

¥スプリット機能}ON~時の表示�

TXTX

送信VFO表示がSUB VFOに移動する�

d¿X

SCOPE VOICE MEMORY SCAN

SCOPE VOICE MEMORY SCAN

0

qr.wqp.pp

qr.qpp.pp

0

qr.wqp.pp

qr.qpp.pp

0

qr.qpp.pp

qr.wqp.pp
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メインダイヤルを回したときに、1回転あたり1.25kHz

(通常は5kHz)にし、クリティカルな同調を最大限に

引き出す機能です。

rMODEqCW/RTTY,USB-D/LSB-D

¡+ (1/4)を押すごとに、 “1/4 OFF ”a

“1/4 ON”a“1/4 OFF”を繰り返します。

※運用モード別にそれぞれ設定できます。
また、TS機能(�P23)“ON”時は、TS機能を優先し

ます。

6-13 1/4(ダイヤルパルス量)機能の使いかた

+(1/4)

不用意にメインダイヤルに触れても、周波数が変わ

らないようにする機能です。

¡ を短く押すごとに、ダイヤルロック

機能を“ON/OFF”します。

“ON”のときは、ロック表示LEDが点灯してd

の操作が無効になります。

LOCK/SPEECH

6-14 ダイヤルロック機能の使いかた

ダイヤルロック機能}ON~時は点灯する�

d LOCK/SPEECH

6-12 RIT(リット)機能の使いかた 交信中に相手局の周波数がズレた場合や、少し離れ

た周波数で呼ばれた場合などに、送信周波数を変え

ないで受信周波数だけを微調整できます。

RITの微調整範囲は、通常±9.99kHz/10Hzステップ
(ファインチューニング時±9.999kHz/1Hzステップ)
です。

qrを短く押し、RIT機能を“ON”にします。

LCDモニターに 表示と、受信周波数の変化量

を3ケタまたは4ケタで表示します。

wRを回して受信周波数を微調整し、相手局

の送信周波数に合わせます。

eRIT機能で微調整した周波数(RIT周波数)をゼロク

リアするときは、Çを長く(約1秒)押します。

クリア時のキー操作をセットモードOTHERS SET

画面(�P79、83：24項)で変更できます。

r交信が終われば、rを短く押してRIT機能を

“OFF”にします。

t微調整した受信周波数を表示周波数に加算または減

算したいときは、rを長く(約1秒)押します。

表示周波数に加算または減算し、RIT周波数をゼロ

クリアします。

RIT機能使用時にzを押すと、その間RIT周波数

に関係なく、表示周波数を受信します。

RIT

r

z

RIT機能表示部�

ANTANT
1

METERMETER
PoPo

P.AMPP.AMP
1

ATTATT
0FF0FF

BW 2.4k SFT

VFOVFO FIL2USB

qw:pp

1

TX

VFOVFO

1

USBUSB

CW

CW

FIL2

RITRIT -p.pp

--. ---. --

--. ---. --

Ç

R

0

qr.qpp.pp

qr.qpp.pp

|RIT使用時に表示周波数をモニターするには
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7-1 メーター指示の切り替えかた

7-2 スピーチコンプレッサー機能の使いかた

受信時はSメーターとして動作し、受信した信号の強

度を表示します。

また、送信時は4種類(Po/SWR/ALC/COMP)の測

定値を指示します。

q+ (METER)を短く押すごとに、“METER

Po”\“METER SWR”\“METER ALC”\“METER

COMP”\“METER Po”とメーター指示が切り替わ

ります。

w+(METER)を長く(約1秒)押すごとに、デジ

タルメーターを“ON/OFF”します。

※^(P-HOLD)を押すごとに、デジタルメーター

のピークホールド機能を“ON/OFF”します。

なお、ピークホールド機能“ON”時はピークホール

ド表示を点灯し、ピークホールド時は測定最大値を

約0.5秒間表示します。

送信時の平均トークパワーを大きくする、ひずみの少

ないスピーチコンプレッサー回路を内蔵しています。

特にDX通信などで、相手局側での了解度が悪い場合

に使用すると効果を発揮します。

rMODEqSSB

q⁄を押し、LSBまたはUSBモード(�P24)を選

びます。

w+ (METER)を短く押し、メーター指示を

“METER ALC”にします。

e+(COMP)が“OFF”のときに、ALCメーター

の振れが適正レベルとなるように、µを調整

します。

r+(COMP)を短く押し、スピーチコンプレッ

サー機能を“ON”にします。

※+(COMP)を短く押すごとに、スピーチコン

プレッサー機能が“ON/OFF”します。

t+ (METER)を短く押し、メーター指示を

“METER COMP”にします。

yマイクロホンに向かって普通に話す大きさの声で話

し、音声のピークでCOMPメーターの振れが“10～
20dB”となるように、Cを調整します。

※音声によってCOMPメーターの振れが“10～20dB”

を超えるときは、過変調によるひずみで了解度が悪

くなる場合がありますのでご注意ください。

METER
Po

METER
SWR

METER
ALC

METER
COMP

送信出力の相対レベルを指示します。

アンテナの整合状態を表すSWR値を指示しま
す。

ALCレベルを指示します。
※SSB運用時は、ALCゾーンを超えないよう
に監視してください。

スピーチコンプレッサー回路のコンプレッショ
ンレベルを指示します。

+(METER)

SWR

S

COMP
ALC

Po
0
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0
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1
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7-3 VOX(ボックス)機能の使いかた

|ボックス感度の調整

|アンチボックスの調整

|ディレイタイムの調整

マイクロホンからの音声で送受信を自動的に切り替

える機能で、コンテスト時などに使用すると便利で

す。

rMODEqSSB/AM/FM

VOX機能を使用する前に、下記の設定をしてくださ

い。

q⁄または‹を押し、SSB、AMまたは

FMモード(�P24)を選びます。

w+(VOX)を短く押し、VOX機能を“ON”にし

ます。

※+ (VOX)を短く押すごとに、“VOX ON”\

“VOX OFF”\“VOX ON”を繰り返します。

e+(VOX)を長く(約1秒)押し、VOXオプショ

ン画面を開きます。

VOX回路の感度を調整します。

qVOXオプション画面の表示中に^(é)または&

(è)を押し、VOX Gainセット項目を選びます。

wマイクロホンに向かって普通に話す大きさの声で話

しながらdをゆっくり回し、送信状態に切り

替わる位置に調整します。

※感度を上げすぎると、音声以外の雑音で誤動作する
のでご注意ください。

※*(DEF)を長く押すと、初期設定値に戻ります。

e設定後、 または+(VOX)を押すと、

VOXオプション画面を閉じます。

スピーカーから出る受信音で、送信状態に切り替わ

らないように調整します。

qVOXオプション画面の表示中に^(é)または&

(è)を押し、Anti-VOXセット項目を選びます。

w聞きやすい音量で受信しているときに、スピーカー

からの受信音でVOX回路が誤動作しないように、

dをゆっくり回して調整します。

※*(DEF)を長く押すと、初期設定値に戻ります。

e設定後、 または+(VOX)を押すと、

VOXオプション画面を閉じます。

送信状態から受信状態に切り替わるまでの復帰時間

を調整します。

qVOXオプション画面の表示中に^(é)または&

(è)を押し、VOX Delayセット項目を選びます。

wマイクロホンに向かって通常の会話スピードで話し

ながら、会話の途中で受信状態に切り替わらないよ

うに、dをゆっくり回して調整します。

※*(DEF)を長く押すと、初期設定値に戻ります。

e設定後、 または+(VOX)を押すと、

VOXオプション画面を閉じます。

EXIT/SET

EXIT/SET

EXIT/SET
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‹
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7-4 BK-IN(ブレークイン)機能の使いかた

Åセミブレークイン運用のしかた

ıフルブレークイン運用のしかた

電鍵の操作にしたがって、自動的に送信と受信状態

を切り替える機能です。

本機のブレークイン機能には、セミブレークインと

フルブレークインの2種類があります。

rMODEqCW

電鍵を押すと自動的に送信状態となり、電鍵を離す

と一定時間送信状態を保持したあと、受信状態に切

り替わります。

q受信状態で¤を押し、CWまたはCW-Rモー

ド(�P24)を選びます。

w+ (BK-IN)を押し、“BK-IN SEMI”を選

びます。

※+ (BK-IN)を押すごとに、“BK-IN OFF

a“BK-IN SEMI”a“BK-IN FULL”a“BK-IN

OFF”を繰り返します。

e電鍵を操作しながらキーイングの途中で受信状態に

切り替わらないように、bをゆっくり回

してディレイタイム(復帰時間)を調整します。

※パドルをご使用の場合は、パドルを操作しながら
kを回し、キーイングスピードを調整し

ます。

電鍵の操作にしたがって瞬時に送受信が切り替わり、

キーイング中でも信号を受信できます。

q受信状態で¤を押し、CWまたはCW-Rモー

ド(�P24)を選びます。

w+ (BK-IN)を押し、“BK-IN FULL”を選

びます。

※+(BK-IN)を押すごとに、“BK-IN OFF”

a“BK-IN SEMI”a“BK-IN FULL”a“BK-IN

OFF”を繰り返します。

e電鍵を操作すると自動的に送受信が切り替わり、キ

ーイング中でも信号を受信できます。

※パドルをご使用の場合は、パドルを操作しながら
kを回し、キーイングスピードを調整し

ます。

rご注意q

電鍵または外部エレクトロニックキーヤーを後面パネル
のKEYジャック、端子に極性のあるパドルはELEC-

KEYジャックに接続(�P87、88)します。

端子に極性のあるパドルを接続する�
(電鍵または外部エレクトロニックキーヤーは�
 後面パネルのKEYジャックに接続する)

¤

+(METER)

b

k

BK-IN
SEMISEMI

BK-IN
FULLFULL

セミブレークイン機能が動作します。

フルブレークイン機能が動作します。
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7-5 スプリット(たすきがけ)機能の使いかた

Åスプリット運用のしかた MAIN VFOとSUB VFOにそれぞれ異なった周波数

を設定し、異なった周波数で送受信することをスプ

リット(たすきがけ)運用といいます。

DXペディションなどで行われるスプリット運用に便

利です。スプリット運用は、同一バンド内で運用し

てください。

r操作例q

MAIN VFOに“7.06200MHz/LSBモード”の受信周波

数、SUB VFOに“7.07500MHz/LSBモード”の送信周

波数でスプリット運用する場合

qMAIN VFOで運用モードを “LSB ”、周波数を

“7.06200MHz”にセットします。

wÍを短く押し、スプリット機能を“ON”にしま

す。

LCDモニターに 表示が点灯し、SUB VFO

にTX表示が移動します。

※スプリット機能を“OFF”にするときも、同じ操作を

してください。

eSUB VFOで運用モードを “LSB ”、周波数を

“7.07500MHz”にセットします。

周波数の設定方法には、下記の3とおりがあります。

aMAIN VFOの選択状態で、zを押しながら

dを回し、送信周波数とモードをセットする

※zを押している間は、バンドとモード(メモ

リー状態ではメモリーチャンネル)の切り替えも

できます。

※zを押している間は、SUB VFO(送信周波

数)を受信します。

s¿を押してSUB VFOに切り替え、送

信周波数とモードをセットする

d次項の｢クイックスプリット機能｣を利用してセッ

トする

r以上の操作でスプリット運用の準備は完了です。

MAIN VFOが受信周波数、SUB VFOが送信周波

数になります。

SPLIT

MAIN VFOの周波数(LSB
7.06200MHz)を受信し、�
SUB VFOの周波数(LSB
7.07500MHz)で送信する�

LSB 7.07500MHzを受信�
し、LSB 7.06200MHzで�
送信する�

自　局� 相手局�

Í

¥XFCキーを押した状態�

¥wまで操作した状態�

¥準備完了時の状態�

zd¿
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ıクイックスプリット機能について

Çスプリットロック機能について

クイックスプリット機能とは、スプリット機能を“ON”に

すると同時に、SUB VFOの運用モードと周波数も同

時に設定する機能です。

クイックスプリット機能の設定は、工場出荷時“ON”

に設定していますが、セットモードのOTHERS SET

画面(�P79、81：6項)で“OFF”にできます。

qÍを長く(約1秒)押すと、クイックスプリット

機能を“ON”にします。

このとき、MAIN VFOに設定した内容(例：7.06200

MHz/LSB)と同じ内容を、SUB VFO(送信周波数)

にも設定すると同時に、SUB VFOを選択してキー

ボードのテンキー入力待ち状態( を点灯)にし

ます。

※FMモード時は、セットモードのOTHERS SET画面

で設定しているオフセット周波数がシフト(�P79、

81、82：7、8項)します。

w送信周波数(例：7.07500MHz)をセットします。

周波数の設定方法には、下記の3とおりがあります。

aテンキーによる周波数の設定(その1)

周波数をそのまま入力する方法です。

Fと押す

sテンキーによる周波数の設定(その2)

受信周波数に対するシフト幅(例：＋1.3kHz)を入

力する方法です。

Íと押す

※シフト幅の設定例

＋1kHzの設定： Íと押す

＋5kHzの設定： Íと押す

＋10kHzの設定： Íと押す

－3kHzの設定： Íと押す

－6kHzの設定： Íと押す

dメインダイヤルによる周波数の設定

dを回して周波数を設定します。このとき、

ビープ音が“プッ”と鳴って は消灯します。

ダイヤルロック中でも受信周波数を固定したまま、送

信周波数だけを動かせるようにするスプリットロック

機能を設定できます。

スプリットロック機能の設定は、工場出荷時“OFF”に

設定していますが、セットモードのOTHERS SET画

面(�P79、82：9項)で“ON”にできます。

qスプリット運用中に を短く押し、ダ

イヤルロック機能を“ON”にします。

“ON”のときは、ロック表示LEDが点灯します。

wzを押しながらdを回すと、送信周波数

だけが変化します。
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7-6 ∂TX機能の使いかた

|∂TX使用時に送信周波数をモニターするには

7-7 モニター機能の使いかた

受信周波数を変えないで送信周波数だけを微調整で

きます。

ペディションで行われるCWモードのスプリット運用

などで利用します。

∂TXの微調整範囲は、通常±9.99kHz/10Hzステップ
(ファインチューニング時±9.999kHz/1Hzステップ)
です。

qZを短く押し、∂TX機能を“ON”にします。

LCDモニターに 表示と、送信周波数の変化量

を3ケタで表示します。

※ファインチューニング時は、4ケタで表示します。

wRを回して送信周波数を微調整し、相手局

の受信周波数に合わせます。

e∂TX機能で微調整した周波数(∂TX周波数)をゼロ

クリアするときは、Çを長く(約1秒)押しま

す。

r交信が終われば、Zを短く押して∂TX機能を

“OFF”にします。

t微調整した送信周波数を表示周波数に加算または減

算したいときは、Zを長く(約1秒)押します。

表示周波数に加算または減算し、∂TX周波数をゼ

ロクリアします。

∂TX機能使用時にzを押すと、送信周波数(表示

周波数＋∂TX周波数)を受信します。

自局の送信電波がきれいに発射されているかモニター

できます。

q¯を短く押すごとに、モニター機能を“ON/

OFF”します。

“ON”のときは、キーボタンのLEDが点灯します。

wモニター中の音量は、セットモードのLEVEL SET

画面(�P79、80：3項)で変更できます。

※セットモード画面を開くときは、 を長く

(約1秒)押します。
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BWBW 2.4k2.4k SFTSFT

VFO FIL2FIL2USBUSB

qw:pp

1

TXTX

VFO

1

USB

CWCW

CWCW

FIL2FIL2
:TXTX -p.pp

--. ---. ----. ---. --

--. ---. ----. ---. --

0

qr.qpp.pp

qr.qpp.pp

¥セットモードのLEVEL SET画面�

¯

ANTANT
1

METERMETER
PoPo

P.AMPP.AMP
1

ATTATT
0FF0FF

VOXVOX
OFFOFF

COMPCOMP
OFFOFF
WIDEWIDE

BW 2.4k SFT

VFOVFO FIL2USB

qw:pp

AGCAGC
MIDMID

1

21. 085. 00

21. 085. 00

TXTX

VFOVFO

1

USBUSB

CW

CW

FIL2

LEVEL SETLEVEL SET

SSB Tx Tone (Bass)SSB Tx Tone (Bass) 0dB0dB

SSB Tx Tone (Treble)SSB Tx Tone (Treble) 0dB0dB

Monitor LevelMonitor Level 50%50%

Side Tone LevelSide Tone Level 50%50%

Side Tone Level  LimitSide Tone Level  Limit ONON

Beep Level Beep Level 50%50%

Beep Level  LimitBeep Level  Limit ONON

EXIT/SET

é è DEFDEF

0

qr.qpp.pp

qr.qpp.pp
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本機は、非常時に運用する非常通信モードを備えて

います。

qPを1秒以上押し、いったん電源を切ります。

w+ (ANT)を押しながらPを押し、も

う一度電源を入れます。

このとき、非常通信周波数の“4.63000MHz/CWモー

ド”が自動設定されます。

e運用方法は、アマチュア無線局用電波法令の無線局

運用規則、第四章の第二節『非常の場合の無線通信』

にしたがって運用してください。

r非常通信モードを解除するときは、もう一度wの操

作をしてください。

※非常通信モードでは、内蔵のアンテナチューナーは、
すべてのバンドで動作しません。

なお、AH-4(外部アンテナチューナー)は動作しま

す。

※キーボードのバンドキーとテンキー、およびメイン
ダイヤルでアマチュアバンドに移行したときは、通

常の運用が可能です。

※非常通信周波数は、ゼネラルカバレッジのバンドス
タッキングレジスターに記憶されます。

7-8 非常通信モードについて

NOW CALIBRATING
DIGITAL SIGNAL PROCESSOR

PLEASE WAIT FOR 10sec.

+(ANT)P

¡非常通信モード使用時の画面�

21. 085. 00

1

ANTANT
1

METERMETER
PoPo

P.AMPP.AMP
OFFOFF

ATTATT
0FF0FF

BK-INBK-IN
OFFOFF

1/41/4
OFFOFF

BW 500 SFT

VFOVFO FIL2CW

qw:pp

AGCAGC
MIDMID

1

21. 085. 00

TXTX

VFOVFO USBUSB FIL2

CWCW

CWCW

BPFBPF

¡非常通信モード設定時のオープニング画面�

EMERGENCY MODE (4.630MHz)

SCOPESCOPE VOICEVOICE KEYERKEYER MEMORYMEMORY SCANSCAN

0

r.yep.pp

qr.qpp.pp

iC-756proiC-756pro
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¡初期画面�

21. 085. 0021. 085. 00

1

ANTANT
1

METERMETER
PoPo

P.AMPP.AMP
1

ATTATT
0FF0FF

VOXVOX
OFFOFF

COMPCOMP
OFFOFF
WIDEWIDE

BWBW 2.4k2.4k SFTSFT

VFOVFO FIL2FIL2USBUSB

qw:pp

AGCAGC
MIDMID

1

21. 085. 0021. 085. 00

TXTX

VFOVFO USBUSB FIL2FIL2

F-1 F-2 F-3 F-4 F-5

CWCW

CWCW ¡VOICE RECORDER MENU画面�

F-1 F-2 F-3 F-4 F-5

VOXVOX
OFFOFF

COMPCOMP
OFFOFF
WIDEWIDE

AGCAGC
MIDMID

VOICE RECORDERVOICE RECORDER

VOICE RECORDER MENUVOICE RECORDER MENU

  PLAY  PLAY              TX Variable TX Variable ◊ 4ch (Total 90s) 4ch (Total 90s)

              RX 15s Endless               RX 15s Endless ◊ 4ch (TOT 30m) 4ch (TOT 30m)

  MIC REC   Mic Record/Record check     MIC REC   Mic Record/Record check   

  TX LEV.   Recorder Output Adjust  TX LEV.   Recorder Output Adjust

  SET        Auto Monitor SET  SET        Auto Monitor SET

¡PLAY(TX MEMORY)画面�

VOXVOX
OFFOFF

COMPCOMP
OFFOFF
WIDEWIDE

AGCAGC
MIDMID

T4T4 -  -  -

T1T1 -  -  -

T3T3 -  -  -

VOICE RECORDERVOICE RECORDER

T2T2 -  -  -

TXTX MEMORYMEMORY

¡PLAY(RX MEMORY)画面�

F-1 F-2 F-3 F-4 F-5

VOXVOX
OFFOFF

COMPCOMP
OFFOFF
WIDEWIDE

AGCAGC
MIDMID

R4R4 -  -  -

R1R1 -  -  -

R3R3 -  -  -

VOICE RECORDERVOICE RECORDER

R2R2 -  -  -

RXRX MEMORYMEMORY

F-1 F-2 F-3 F-4 F-5

¡MIC RECORD画面�

VOX
OFF

COMP
OFF
WIDE

AGC
MID

REC  LEVEL

0 50 100 %  Remain

      90s

T4 -  -  -

T1 10s

T3 -  -  -

VOICE MIC-RECORD

T2 -  -  -

¡NAME編集画面�

T4 -  -  -

T1 10s

T3 -  -  -

VOICE MIC-RECORD

T2 -  -  -

ABCABC

123123

ABCABC

¡TX LEVEL画面�

VOX
OFF

COMP
OFF
WIDE

AGC
MID

T4 -  -  -

T1 -  -  -

T3 -  -  -

 VOICE TX-LEVEL

T2 -  -  -

TX LEVEL 50%

¡VOICE SETオプション画面�

VOX
OFF

COMP
OFF
WIDE

AGC
MID

VOICE SET

Auto Moni tor ON

F-5 F-3

F-2

F-1

※PLAY(TXまたはRX MEMORY)画面表示中に　　　     を�
　押すとVOICE RECORDER MENU画面画面を開く�

EXIT/SET

EXIT/SET

SCOPESCOPE VOICEVOICE MEMORYMEMORY SCANSCAN

T1T1 T2T2 T3T3 T4T4 T/RT/R T1T1 T2T2 T3T3 T4T4 NAME

PLAYPLAY MIC RECMIC REC TX LEV.TX LEV. SETSET

R1R1 R2R2 R3R3 R4R4 T/RT/R ç å DELDEL SPACESPACE T1..T4T1..T4

T1 T2 T3 T4 DEFDEF

0

qr.qpp.pp

qr.qpp.pp

q⁄ 、‹ 、¤ を押し運用モード

(�P24)を選びます。

w&(VOICE)を押し、VOICE RECORDER(PLAY)

画面を開きます。

e を押すと、VOICE RECORDER MENU

画面を開きます。

rファンクション表示に該当するj(^～))

を押すと、下記のように展開します。

※ を押すと前画面に戻ります。EXIT/SET

EXIT/SET

音声録音/再生機能には、コールサインの連呼やコン
テストナンバーの送出などに最適の送信用ボイスメ
モリーと、DXペディション局アナウンスの録音など
に活用できる受信用ボイスメモリーを装備していま
す。

rご注意q

CW,RTTYモードでも録音/再生機能は有効ですが、画
面で内容(NAMEなど)の確認ができるだけで、録音した
内容の送信はできません。



受信用ボイスメモリーは、30分間連続して録音動作

を行っていますが、録音を停止した時点から前の15

秒間を再生します。

音声の録音以外に、受信周波数とモード、および録音

した時間のデータもメモリーします。

q初期画面表示中に& (VOICE)を押し、VOICE

RECORDER(PLAY)画面を開きます。

※VOICE RECORDER MENU画面を開いていると
きは、^(PLAY)を押します。

※PLAY(TX MEMORY)画面を開いたときは、)

(T/R)を1回押します。

w録音したいボイスメモリーのチャンネル^(R1)～

((R4)を長く(約1秒)押すと、録音を開始します。

※録音中は 表示が点滅して、タイマー表示がカ

ウントアップし、15秒経過するとカウントを停止

しますが、30分間は連続して録音を続けています。

e録音の停止は、いずれかのj(^～$)を押
してください。

※再生は録音を停止した時点から前の15秒間を行い
ます。

※すでに録音しているチャンネルに録音すると、以前
の内容を消去して新しい内容に録音しなおしますの

でご注意ください。

r録音後、 を押すと前画面に戻ります。EXIT/SET

REC

8音声録音/再生機能の使いかた
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録音したいボイスメモリーの�
チャンネル(R1～R4)を選ぶ�

¥録音中のPLAY(RX MEMORY)画面�

j

F-1 F-2 F-3 F-4 F-5

VOXVOX
OFFOFF

COMPCOMP
OFFOFF
WIDEWIDE

AGCAGC
MIDMID

R4R4 -  -  -

R3R3 -  -  -

VOICE RECORDERVOICE RECORDER

R2R2 -  -  -

RXRX MEMORYMEMORY

R1R1 14.100.0014.100.00 USBUSB 12:00 10s12:00 10sRECREC

RECREC

PLAY画面(RXまたはTX
MEMOTY)の画面切り替え�

再生したいボイスメモリーの�
チャンネル(R1～R4)を選ぶ�

¥再生中のPLAY(RX MEMORY)画面�

F-1 F-2 F-3 F-4 F-5

VOXVOX
OFFOFF

COMPCOMP
OFFOFF
WIDEWIDE

AGCAGC
MIDMID

R4R4 -  -  -

R3R3 -  -  -

VOICE RECORDERVOICE RECORDER

R2R2 -  -  -

RXRX MEMORYMEMORY

R1R1 14.100.0014.100.00 USBUSB 12:00 10s12:00 10s

再生中に点灯する�

PLAYPLAY

PLAY

再生中に長く押すと�
録音内容を消去する�

EXIT/SET

タイマー表示�録音中に点灯する�

録音中に点滅する�

タイマー表示�
再生中に点灯する�

R1R1 R2R2 R3R3 R4R4 T/RT/R

R1R1 R2R2 R3R3 R4R4 CLRCLR

REC/PLAY

Å録音のしかた

8-2 受信用ボイスメモリーの録音と再生のしかた

ı再生のしかた q上記｢録音のしかた｣のqと同様に操作してください。

w録音内容を確認したいときは、確認したいボイスメモ

リーのチャンネル^(R1)～((R4)を短く押す

と、再生を開始します。

※再生中は 表示が点灯してタイマー表示がカ

ウントダウンし、再生し終わると自動停止します。

※再生を途中で停止したいときは、いずれかのj

(^～$)または を押してください。

e再生中に)(CLR)を長く(約1秒)押すと、そのチャ

ンネルの録音内容を消去します。

r録音内容確認後、 を押すと前画面に戻り

ます。

EXIT/SET

EXIT/SET

PLAY

■前面パネルの 操作について
受信用ボイスメモリーのVOICE RECORDER画面を開かずに、すばやく録音または再生を行うことができま
す。ただし、PLAY(RX MEMORY)画面のボイスメモリーチャンネル“R4”のみに対応しています。
キーを短く押すと、ボイスメモリーチャンネル“R4”に録音されている内容を再生、また、キー長く(約1秒)押
すと、録音を開始します。(動作については上記｢8-2受信用ボイスメモリーの録音と再生のしかた｣を参照し
てください。) 再生中は が点灯、録音中は が点滅表示します。RECPLAY

REC/PLAY

DXペディション局アナウンスの録音やパイルアップ

時における自局のコールバック確認にも活用できる

受信用ボイスメモリー(15秒/4チャンネル)を装備して
います。

rご注意q

受信録音中に送信操作を行った場合、送信中は無音で録
音されます。



コンテスト時の自局コールサインの連呼やコンテス

トナンバーの送出、DXペディション局コール時の自

局コールサインの連呼などに最適の送信用ボイスメ

モリー(90秒/4チャンネルのトータル)を装備していま

す。

q初期画面表示中に& (VOICE)を押し、VOICE

RECORDER(PLAY)画面を開きます。

w を押して、VOICE RECORDER MENU

画面を開きます。

e&(MIC REC)を押し、MIC RECORD画面を開

きます。

r録音したいボイスメモリーのチャンネル^(T1)～

((T4)を長く(約1秒)押すと、録音を開始します。

t直ちにマイクロホンに向かって普通に話す大きさの

声で話し(このときoの操作は不要)、MIC-REC

LEVELメーターが100％を超えないようにµ

をゆっくり回して調整します。

※録音中は 表示が点灯してタイマー表示がカウ

ントアップし、各チャンネル(T1～T4)のトータル

時間が90秒まで録音できます。

※録音を途中で停止したいときは、いずれかのj

(^～))または を押してください。

※すでに録音しているチャンネルに録音すると、以前
の内容を消去して新しい内容に録音しなおしますの

でご注意ください。

y録音後、 を押すと前画面に戻ります。

q上記｢録音のしかた｣のq～eと同様に操作してくだ

さい。

w録音内容を確認したいときは、確認したいボイスメモ

リーのチャンネル^(T1)～((T4)を短く押す

と、再生を開始します。

※再生中は 表示が点灯してタイマー表示がカ

ウントダウンし、再生し終わると自動停止します。

※再生を途中で停止したいときは、いずれかのj

(^～))または を押してください。

e再生中に)(CLR)を押すと、そのチャンネルの録

音内容を消去します。

r録音内容確認後、 を押すと前画面に戻り

ます。

EXIT/SET

EXIT/SET

PLAY

EXIT/SET

EXIT/SET

REC

EXIT/SET
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8-3 送信用ボイスメモリーの録音と再生のしかた

µ j

録音したいボイスメモリーの�
チャンネル(T1～T4)を選ぶ�

¥録音中のMIC RECORD画面�

F-1 F-2 F-3 F-4 F-5

VOXVOX
OFFOFF

COMPCOMP
OFFOFF
WIDEWIDE

AGCAGC
MIDMID

T4T4         -  -  -

T3T3         -  -  -

VOICE MIC-RECORDVOICE MIC-RECORD

T2T2         -  -  -

T1T1                                                   20s20sRECREC

NAME編集画面�
に切り替える�

再生したいボイスメモリーの�
チャンネル(T1～T4)を選ぶ�

¥再生中のMIC RECORD画面�

F-1 F-2 F-3 F-4 F-5

VOXVOX
OFFOFF

COMPCOMP
OFFOFF
WIDEWIDE

AGCAGC
MIDMID

T4T4         -  -  -

T3T3         -  -  -

VOICE MIC-RECORDVOICE MIC-RECORD

T2T2         -  -  -

T1T1                                                   18s18s

タイマー表示�再生中に点灯する�

PLAYPLAY

再生中に長く押すと�
録音内容を消去する�

RECREC  LEVELLEVEL

0 5050 100100 %

EXIT/SET

Remain

70s

RECREC  LEVELLEVEL

0 5050 100100 % Remain

70s

T1T1 T2T2 T3T3 T4T4 NAMENAME

T1T1 T2T2 T3T3 T4T4 CLRCLR

録音中に点灯する� タイマー表示�トータルの残り時間を表示�

Å録音のしかた

ı再生のしかた



Çレコードネームの入れかた 録音したボイスメモリーのチャンネルに最大20文字ま

でのレコードネームを登録できます。

r操作例qT3に“CQ JA3YUA”と入力する場合

q初期画面表示中に& (VOICE)を押し、VOICE

RECORDER(PLAY)画面を開きます。

w を押すと、VOICE RECORDER MENU

画面を開きます。

e& (MIC REC)に続けて) (NAME)を押し、

NAME編集画面を開きます。

r)(T1..T4)を押し、登録したいボイスメモリー

のチャンネル“T3”を選びます。

※)を押すごとに、選択中を表すカーソルがT1➡

T2➡T3➡T4➡T1と切り替わります。なお、録音

していないチャンネルは選択できません。

t入力したい文字に該当する+〔ABC( ま

たは123)〕を押してdを回し、1ケタ目の文字

“C”を選びます。
※+ ( )を押すごとにカタカナの大文字入

力と小文字入力、+ (ABC)を押すごとにア

ルファベットの大文字入力と小文字入力、+

(123)を押すごとに数字入力と記号入力(etc)を切

り替えます。

y^ (ç)または& (å)を押してカーソルを移し、

文字を入れるケタを選びます。

u上記r～tを繰り返し、20文字(スペースも含む)以

内でレコードネームを入れます。

※((SPACE)を押すと、スペース(空白)を入れます。

また、* (DEL)を押すと、文字を消去します。

なお、* (DEL)を押し続けると、カーソル位置

の文字までを連続消去します。

※入力できる文字は、下記のカタカナとアルファベッ
トの大文字と小文字、および数字と記号です。なお、

数字はキーボードのテンキーからでも入力できます。
i続けて他のチャンネルもレコードネームを登録した

いときは、r～uを繰り返してください。

oすべての文字を入力したあと を押すと、

編集内容を登録して前画面に戻ります。

EXIT/SET

EXIT/SET
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機能選択キー� 入力文字一覧�

ABCABC
A  B C D E F G H  I  J  K L M
N O P Q R S T U V W X Y Z

123123 1  2  3  4  5  6  7  8  9  0  

！＃＄％＆￥？”’｀^＋ー＊／．，�
：；＝〈〉（）［］｛｝　＿‾�

etcetc

abcabc
a  b  c  d  e  f  g  h  i  j  k  l  m
n  o  p  q  r  s  t  u  v  w  x  y  z

ァィゥェォッャュョ゛゜ー、。・「」�

アイウエオカキクケコサシスセソ�
タチツテトナニヌネノハヒフヘホ�
マミムメモヤユヨラリルレロワヲン�

+(      /ABC/123)

¥uまで操作した状態�

j

F-1 F-2 F-3 F-4 F-5

レコードネーム入力部�

d

¥rまで操作した状態�

スペースを入れる�

文字を消去する�カーソルを左右�
に移動する�

T1～T4チャン�
ネルを選択する�

T4T4         -  -  -

T3T3                                                   15s15s

VOICE MIC-RECORDVOICE MIC-RECORD

T2T2         -  -  -

T1T1                                                   10s10s

ABCABC

ABCABC

123123

T4         -  -  -

VOICE MIC-RECORDVOICE MIC-RECORD

T2         -  -  -

T1T1                                                   10s10s

ABCABC

ABCABC

123123

T3T3 CQ JA3YUCQ JA3YUA                                                   15s15s

EXIT/SET

ç å DELDEL SPACESPACE T1..T4T1..T4

ç å DELDEL SPACESPACE T1..T4T1..T4



あらかじめ録音しておいたボイスメモリーの内容を

送出します。

q初期画面表示中に& (VOICE)を押し、VOICE

RECORDER(PLAY)画面を開きます。

※VOICE RECORDER MENU画面を開いていると
きは、^(PLAY)を押します。

※PLAY(RX MEMORY)画面を開いたときは、)

(T/R)を1回押します。

w送出したいボイスメモリーのチャンネル^(T1)～

((T4)を押すと、送出を開始します。

※送出中は 表示が点灯してタイマー表示がカ

ウントダウンし、録音内容を送出し終わると自動停

止します。

※送出を途中で停止したいときは、いずれかのj

(^～))または を押してください。

e送出後、 を押すと前画面に戻ります。EXIT/SET

EXIT/SET

SEND

8-4 送信用ボイスメモリーの送出方法

Å送出のしかた
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j

送出したいボイスメモリーの�
チャンネル(T1～T4)を選ぶ�

¥送出中のPLAY(TX MEMORY)画面�

F-1 F-2 F-3 F-4 F-5

ANTANT
1

METERMETER
PoPo

P.AMPP.AMP
1

ATTATT
0FF0FF

VOXVOX
OFFOFF

COMPCOMP
OFFOFF
WIDEWIDE

SFT

FIL2USB

qw:pp

AGCAGC
MIDMID

1

21. 085. 00

21. 085. 00

VFOVFO

1

USBUSB

CW

CW

FIL2

T4T4         -  -  -

T3T3 CQ JA3YUACQ JA3YUA                                                   15s15s

VOICE RECORDERVOICE RECORDER

T2T2         -  -  -

T1T1                                                   10s10s

タイマー表示�送出中に点灯する�

TXTX MEMORYMEMORY

PLAY画面(RXまたはTX
MEMORY)の画面切り替え�

BW 2.4k

SENDSEND

VFOVFOTXTX

送出したいチャンネルを選ぶと送信状態になる�

EXIT/SET

T1T1 T2T2 T3T3 T4T4 T/RT/R

0

qr.qpp.pp

qr.qpp.pp

＊ ～     表示について�
 セットモードのOTHERS SET(�P79、83、27項目)で、�
 外部キーパッドの使用[VOICE　PLAY(TX)/Auot]を選�
 択時のみ点灯します。�

T3

T1

送出中は�
点灯する*

T4

rご注意q

CW/RTTYモード時、この画面から録音した内容の送
信はできません。

【ご参考】

マイクコネクターに制御回路(外部キーパッド)を付加す
ることにより、機器外部から送信用ボイスメモリーの送

出を制御することができます。(�P112参照)



Ç出力レベルの調整 ボイスメモリー送出時の出力レベルを調整します。

q初期画面表示中に& (VOICE)を押し、VOICE

RECORDER(PLAY)画面を開きます。

w を押して、VOICE RECORDER MENU

画面を開きます。

e*(TX LEV.)を押し、TX LEVEL画面を開きま

す。

r調整したいボイスメモリーのチャンネル^(T1)～

((T4)を押すと、送出を開始します。

※送出中は 表示が点灯してタイマー表示がカ

ウントダウンし、録音内容を送出し終わると自動停

止します。

※送出を途中で停止したいときは、いずれかのj

(^～))または を押してください。

t送出中にdを回し、通常のマイク感度調整と

同様(｢モード別運用のしかた｣を参照)に操作しま

す。

※TX LEVELを上げすぎると過大入力となり、音声
がひずんで明りょう度が悪くなります。

※%(DEF)を長く押すと、標準値に戻します。

t調整後、 を押すと前画面に戻ります。EXIT/SET

EXIT/SET

SEND

EXIT/SET
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j

調整したいボイスメモリーの�
チャンネル(T1～T4)を選ぶ�

¥調整中のTX LEVEL画面�

F-1 F-2 F-3 F-4 F-5

ANTANT
1

METERMETER
PoPo

P.AMPP.AMP
1

ATTATT
0FF0FF

VOXVOX
OFFOFF

COMPCOMP
OFFOFF
WIDEWIDE

SFT

FIL2USB

qw:pp

AGCAGC
MIDMID

1

21. 085. 00

21. 085. 00

VFOVFO

1

USBUSB

CW

CW

FIL2

T4T4         -  -  -

VOICE TX-LEVELVOICE TX-LEVEL

T2T2         -  -  -

初期設定値に戻す�

d

TX LEVELTX LEVEL 50%50%

タイマー表示�送出中に点灯する�
調整したいチャンネルを選ぶと送信状態になる�

T1T1                                                   10s10s

BW 2.4k

T3T3 CQ JA3YUACQ JA3YUA                                                   15s15sSENDSEND

TXTX VFOVFO

EXIT/SET

T1T1 T2T2 T3T3 T4T4 DEFDEF

0

qr.qpp.pp

qr.qpp.pp

ıモニター機能の設定

VOXVOX
OFFOFF

COMPCOMP
OFFOFF
WIDEWIDE

AGCAGC
MIDMID

¥VOICE SETオプション画面�

VOICE SETVOICE SET

AutoAuto MonitorMonitor ONON

DEFDEF

セット項目と初期設定値 設　定　内　容

Auto Monitor ON
ボイスメモリー送出時のモニター機能の動作をする
¡OFF：モニター機能を無効にする
¡ON ：モニター機能を有効にする

送出時、自動的にモニター機能が動作するように設

定できます。

q初期画面表示中に& (VOICE)を押し、VOICE

RECORDER(PLAY)画面を開きます。

w を押して、VOICE RECORDER MENU

画面を開きます。

e)(SET)を押し、VOICE SETオプション画面を

開きます。

rdを回し、項目内容を設定します。

※セット項目と項目内容については、下表をご覧くだ
さい。

※*(DEF)を長く押すと、初期設定値に戻します。

t設定後、 を押すと前画面に戻ります。EXIT/SET

EXIT/SET
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9-1 メモリーチャンネルについて

9-2 メモリーチャンネルの呼び出しかた

Åマニュアルコールで呼び出すには

ıダイレクトコールで呼び出すには

r操作例q

【例1】メモリーチャンネル“3”の呼び出し

F <またはM

【例2】メモリーチャンネル“12”の呼び出し

F

<またはM

23.511.8

37

メモリーチャンネル(以下、M-CHと略記します)は、

“1～99”までの99チャンネルと、“P1/P2”のプログラ
ムスキャン用M-CHがあります。

本機はメモリー状態においても、VFO状態と同様に

メインダイヤルで周波数を動かせます。

ただし、M-CHを切り替えて戻したときは、メモリー

内容に戻ります。

各M-CHの用途は、左記のようになっています。

メモリーチャンネルを呼び出すには、M-CHアップ/

ダウンキーによるマニュアルコール、キーボードのテ

ンキーによるダイレクトコール、およびMEMORY画

面での呼び出しかたがあります。

すべてのメモリーチャンネルを呼び出せます。

qVを押し、メモリー状態にします。

※VFO状態でも、メモリー内容の確認だけはできます。
w<またはMを短く押し、呼び出した

いM-CHの番号をセットします。

※<を押すとM-CHがアップし、Mを

押すとダウンします。なお、押し続けると、アップ

またはダウンの連続動作になります。

すべてのメモリーチャンネルを直接呼び出せます。

qVを押し、メモリー状態にします。

※VFO状態でも、メモリー内容の確認だけはできます。
wF(F-INP)を押し、キーボードのテンキー

入力待ち状態にします。

eテンキーで呼び出したいメモリーチャンネルの番号

をキー入力すると、周波数表示が消え、キー入力し

た数値が右端(10Hzケタ)から表示されます。

r入力値を確認して<またはMを押す

と、入力したメモリーチャンネルのデータを呼び出

します。

【例3】メモリーチャンネル“P1”の呼び出し

F

<またはM

【例4】メモリーチャンネル“P2”の呼び出し

F

<またはM

11.805011.8

05005011.8

M-CH

1～99

通常のM-CHとして使用します。
周波数、モード、MAIN VFO/SUB VFOの内
容、レピータ用トーンの“ON/OFF”とトーン周
波数も記憶します。

P1/P2

用　　　　　　　　　途

プログラムスキャン用のM-CHとして使用する
メモリーです。
スキャンの上限および下限周波数を記憶しま
す。1～99チャンネルと同様の内容を記憶でき
るメモリーになっているので、通常のM-CHと
しても使用できます。

<

M¿

V

テンキー�<

MF

V

SUB VFOのメモリーチャンネルを切り替えるには

¡¿を押してSUB VFOを選び、上記と同

様に操作してください。



BPFBPF

¥転送したいM-CHの番号をセットしたときの表示�

<V

dM^

21. 085. 00 CW

ANTANT
1

METERMETER
PoPo

P.AMPP.AMP
1

ATTATT
0FF0FF

BW 2.4k SFT

VFOVFO FIL2USB

qw:pp

1 --. ---. --

TXTX

VFOVFO

5

USBUSB FIL2

¥M-CH}5~の内容をVFOに転送したときの表示�

21. 085. 00 CW

ANTANT
1

METERMETER
PoPo

P.AMPP.AMP
1

ATTATT
0FF0FF

BW 500 SFT

VFOVFO FIL2CW

qw:pp

1 --. ---. --

TXTX

VFOVFO

5

USBUSB FIL2

00

wq.pit.pp

qr.qpp.pp

0

qr.qpp.pp

qr.qpp.pp
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ÇMEMORY画面で呼び出すには

9-3 メモリー内容をVFO状態で使うには

MEMORY画面を開いてM-CHを呼び出す方法です。

qVを押し、メモリー状態にします。

※VFO状態でも、メモリー内容の確認だけはできます。
w$(MEMORY)を押し、MEMORY画面を開きま

す。

※)(WIDE)を押すごとに、画面サイズを“ワイド”
または“ノーマル”と切り替えます。

eM-CHの切り替えかたは、次の2とおりがあります。

a<またはM短く押し、呼び出した

いM-CHの番号をセットします。

※<を押すとM-CHがアップし、Mを

押すとダウンします。なお、押し続けると、アッ

プまたはダウンの連続動作になります。

s&(SET)を押しながらdを回し、M-CH

をアップまたはダウンします。

r呼び出し後、 を押すとMEMORY画面を

閉じます。

M-CHの内容をVFO状態に転送できます。

qMAIN VFOでVを短く押し、VFO状態

にします。

※Vを短く押すごとに、VFO状態とメモリー

状態が切り替わります。

※MEMORY画面による呼び出しかたの場合は、
VFOまたはメモリー状態に関係なく転送できます。

wマニュアルコール、ダイレクトコール、または

MEMORY画面による呼び出しかたで、VFO状態

に転送したいM-CHの番号をセットします。

※MEMORY画面による場合、^(ROLL)を押しな

がらdを回し、M-CHリストだけを切り替え

てメモリー内容を確認する状態からでも可能です。

eV(M≈VFO)長く(約1秒)押すと、M-CH

の内容をVFOに転送します。

EXIT/SET

全メモリーチャンネルの内容を確認したいときは

¡^(ROLL)を押しながらdを回し、M-CH

をアップまたはダウンしてM-CHリストだけを切

り替えます。

※切り替えた内容で運用したいときは、&(SET)

を押し、その内容を周波数データ部に表示させて

ください。

<

M

V

$ %^

&

ANTANT
1

METERMETER
PoPo

P.AMPP.AMP
1

ATTATT
0FF0FF

VOXVOX
OFFOFF

COMPCOMP
OFFOFF
WIDEWIDE

BW 2.4k SFT

VFOVFO FIL2USB

qw:pp

AGCAGC
MIDMID

1

21. 085. 00

21. 085. 00

TXTX

VFOVFO

1

USBUSB

CW

CW

FIL2

MEMORYMEMORY

9999 --.---.----.---.-- ------------ ------

P 1 00.500.000.500.00 USBUSB FL2    SCAN  EDGEFL2    SCAN  EDGE

P 2P 2 29.999.9929.999.99 USBUSB FL2    SCAN  EDGEFL2    SCAN  EDGE

 1 1 --.---.----.---.-- ------------ ------

 2 2 --.---.----.---.-- ------------ ------

 3 --.---.----.---.-- ------------ ------

 4 4 --.---.----.---.-- ------------ ------

¥MEMORY画面�

EXIT/SET

ROLLROLL SETSET SELECTSELECT NAMENAME WIDEWIDE

d

0

qr.qpp.pp

qr.qpp.pp



9 メモリーチャンネルの使いかた

69

9-4 メモリー内容を消去するには

9-5 メモリーの書き込みかた

不要になったM-CHの内容を消去できます。

ただし、“P1/P2”のプログラムスキャン用M-CHは消
去できません。

qVを押し、メモリー状態にします。

※Vを短く押すごとに、VFO状態とメモリー

状態が切り替わります。

※MEMORY画面による呼び出しかたの場合は、
VFOまたはメモリー状態に関係なく消去できます。

wマニュアルコール、ダイレクトコール、または

MEMORY画面による呼び出しかたで、VFO状態

に転送したいM-CHの番号をセットします。

※^(ROLL)を押しながらdを回し、M-CHリ

ストだけを切り替えてメモリー内容を確認する状態

からでも可能です。

e,長く(約1秒)押すと、M-CHの内容を消去し

ます。

各M-CHには、周波数と運用モード以外にデジタルIF

フィルターの通過帯域幅も書き込めます。

また、各M-CHにメモリーネーム(次ページ)を入たり、

セレクトメモリースキャン時のセレクト指定(�P74)

もできます。

メモリー内容を変更したいときは、メモリー状態で変

更したいM-CHを呼び出したあとに内容を変更し、e

の操作をしてください。

q<またはMを押し、書き込みたいM-

CHの番号をセットします。

※<を押すとM-CHがアップし、Mを

押すとダウンします。なお、押し続けると、アップ

またはダウンの連続動作になります。

※すでにメモリーしているチャンネルに書き込むと、
以前の内容を消去して新しい内容に書きなおします

のでご注意ください。

w周波数(�P21)、運用モード(�P24)、デジタルIFフィ

ルターの通過帯域幅(�P50)などのデータをセット

します。

※メモリー状態で呼び出したM-CHがブランク(空白)
チャンネルのときは、テンキーによる周波数の設定

(�P24)をするか、いずれかの運用バンド(�P21)を

選んでからセットしてください。

e表示内容を確認して.を長く(約1秒)押すと、指

定のM-CHに書き込みます。

¥消去後の表示(メモリー状態)

,d^

ANTANT
1

METERMETER
PoPo

P.AMPP.AMP
1

ATTATT
0FF0FF

VOXVOX
OFFOFF

COMPCOMP
OFFOFF
WIDEWIDE

BW 2.4k SFT

1

qw:pp

AGCAGC
MIDMID

1

14. 100. 00

TXTX

VFOVFO

VFO

USBUSB

USB

FIL2

MEMORYMEMORY

9999 --.---.----.---.-- ------------ ------

P 1 00.500.000.500.00 USBUSB FL2    SCAN  EDGEFL2    SCAN  EDGE

P 2P 2 29.999.9929.999.99 USBUSB FL2    SCAN  EDGEFL2    SCAN  EDGE

 1 1 --.---.----.---.-- ------------ ------

 2 2 --.---.----.---.-- ------------ ------

 3 --.---.----.---.-- ------------ ------

 4 4 --.---.----.---.-- ------------ ------

--. ---. ----. ---. --   - -   - -

V

ROLLROLL SETSET SELECTSELECT NAMENAME WIDEWIDE

qr.qpp.pp

0

qr.qpp.pp

¥書き込んだあとの表示�

. M<

ANTANT
1

METERMETER
PoPo

P.AMPP.AMP
1

ATTATT
0FF0FF

VOXVOX
OFFOFF

COMPCOMP
OFFOFF
WIDEWIDE

BW 2.4k SFT

VFOVFO FIL2LSB

qw:pp

AGCAGC
MIDMID

2

07. 067. 00

21. 085. 00

TXTX

VFOVFO

3

USBUSB

LSB

CW

FIL2

MEMORYMEMORY

P 2P 2 29.999.9929.999.99 USBUSB FL2    SCAN  EDGEFL2    SCAN  EDGE

 1 1 14.100.0014.100.00 USBUSB FL2FL2

 2 2 21.085.0021.085.00 CWCW FL2FL2

 3  7.067.007.067.00 LSBLSB FL2FL2

 4 4 --.---.----.---.-- ------------ ------

 5 5 --.---.----.---.-- ------------ ------

 6 6 --.---.----.---.-- ------------ ------

ROLLROLL SETSET SELECTSELECT NAMENAME WIDEWIDE

0

u.pyu.pp

qr.qpp.pp
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メモリーしているすべてのチャンネルに、アルファ

ベット、カナ、数字、記号を使用し、10文字以内で

名前(ネーム)を入れて、M-CHを管理できます。

r操作例qM-CHの“3”に“DXスポット”のネームを入
れる場合

qVを押し、メモリー状態にします。

w$(MEMORY)を押し、MEMORY画面を開きま

す。

e<またはMを短く押し、M-CHの“3”
をセットします。

r((NAME)を押し、MEMORY NAME編集画面を

開きます。

t入力したい文字に該当する+〔ABC( ま

たは123)〕を押してdを回し、1ケタ目の文字

“D”を選びます。
※+ ( )を押すごとにカタカナの大文字入

力と小文字入力、+ (ABC)を押すごとにア

ルファベットの大文字入力と小文字入力、+

(123)を押すごとに数字入力と記号入力(etc)を切

り替えます。

y^ (ç)または& (å)を押してカーソルを移し、

文字を入れるケタを選びます。

u上記t～yを繰り返し、10文字(スペースも含む)以

内でメモリーネームを入れます。

※((SPACE)を押すと、スペース(空白)を入れます。

また、* (DEL)を押すと、文字を消去します。

なお、* (DEL)を押し続けると、カーソル位置

の文字までを連続消去します。

※入力できる文字は、下記のカタカナとアルファベッ
トの大文字と小文字、および数字と記号です。なお、

数字はキーボードのテンキーからでも入力できます。
※)(WIDE)を押すごとに、画面サイズを“ワイド”
または“ノーマル”と切り替えます。

iすべての文字を入力したあと を押すと、

編集内容を登録します。

EXIT/SET

9-6 メモリーネームの入れかた

j

+(      /ABC/123)

¥yを操作した状態�

M

<
V

F-1 F-2 F-3 F-4 F-5

メモリーネーム入力部�

メモリーネーム入力部に入力したネームを表示する�

(セットモードのDISP SET画面(�P79、80：7項)で、�
 表示しないようにも設定できます。)

d

¥eまで操作した状態�

BW 2.4k SFT

3ß FIL2LSB

qw:pp

2

07. 067. 00

21. 085. 00

TXTX

VFOVFO

VFO

USBUSB

LSB

CW

FIL2

MEMORYMEMORY

P 2P 2 29.999.9929.999.99 USBUSB FL2    SCAN  EDGEFL2    SCAN  EDGE

 1 1 14.100.0014.100.00 USBUSB FL2FL2

 2 2 21.085.0021.085.00 CWCW FL2FL2

 3ß  7.067.007.067.00 LSBLSB FL2  FL2  

 4 4 --.---.----.---.-- ------------ ------

 5 5 --.---.----.---.-- ------------ ------

 6 6 --.---.----.---.-- ------------ ------

ANTANT
1

METERMETER
PoPo

P.AMPP.AMP
ONON

ATTATT
0FF0FF

VOXVOX
OFFOFF

COMPCOMP
OFFOFF
WIDEWIDE

AGCAGC
MIDMID

F-1 F-2 F-3 F-4 F-5

ABCABC

123123

BW 2.4k SFT

3ß FIL2LSB

qw:pp

2

07. 067. 00

21. 085. 00

TXTX

VFOVFO

VFO

USBUSB

LSB

CW

FIL2

MEMORYMEMORY

P 2P 2 29.999.9929.999.99 USBUSB FL2    SCAN  EDGEFL2    SCAN  EDGE

 1 1 14.100.0014.100.00 USBUSB FL2FL2

 2 2 21.085.0021.085.00 CWCW FL2FL2

 3ß  7.067.007.067.00 LSBLSB FL2    FL2    

 4 4 --.---.----.---.-- ------------ ------

 5 5 --.---.----.---.-- ------------ ------

 6 6 --.---.----.---.-- ------------ ------

DX

DX

EXIT/SET

ROLLROLL SETSET SELECTSELECT NAMENAME WIDEWIDE

çç åå DELDEL SPACESPACE WIDEWIDE

0

u.pyu.pp

qr.qpp.pp

0

u.pyu.pp

qr.qpp.pp

機能選択キー� 入力文字一覧�

ABCABC
A  B C D E F G H  I  J  K L M
N O P Q R S T U V W X Y Z

123123 1  2  3  4  5  6  7  8  9  0  

！＃＄％＆￥？”’｀^＋ー＊／．，�
：；＝〈〉（）［］｛｝　＿‾�

etcetc

abcabc
a  b  c  d  e  f  g  h  i  j  k  l  m
n  o  p  q  r  s  t  u  v  w  x  y  z
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9-7 メモリーパッド機能の使いかた

Åメモリーパッドへの書き込みかた

ıメモリーパッドの呼び出しかた

通常のM-CHとは別に、運用中の状態を瞬時に書き込

み、呼び出せるメモリーパッド機能を装備したので、

DX局を発見した場合に便利です。

メモリーパッドチャンネルは5チャンネルあり、セット

モードのOTHERS SET(�P79、83：21項)で10チャン

ネルに増やせます。

q残しておきたいデータをセットし、>を押し

ます。

w>を押すごとに書き込み動作をし、5(または

10チャンネル)以上書き込むと、記憶の古い順番に

メモリーパッドの内容を消去します。

q?を押すと、最後に記憶した内容を呼び出し

ます。

w?を押すごとに呼び出し動作をし、5(または

10チャンネル)以上書き込まれているときは、記憶

の新しい順番にメモリーパッドの内容を呼び出しま

す。

※図の場合、>を押すと}LSB 7.067.00~が�
　新しく書き込まれ、古い順に消去される�

¥メモパッドチャンネルの記憶内容�

消去する�

¥VFOまたはメモリー状態の運用周波数�
BW 2.4k SFT

VFO FIL2LSB

qw:pp

2

07. 067. 00

21. 085. 00

TXTX

VFO

3ß

USB

LSB

CW

FIL2

ANTANT
1

METERMETER
PoPo

P.AMPP.AMP
OFFOFF

ATTATT
0FF0FF

VFO FIL2AM

tw.qip.pp

VFO FIL2USB

qr.qot.pp

VFO FIL2USB

qr.qiw.ri

VFO FIL2CW

wq.pwr.tw

VFO FIL2USB

wq.wuy.pp

>
0

u.pyu.pp

qr.qpp.pp

¥VFOまたはメモリー状態の運用周波数� ¥メモパッドチャンネルの記憶内容�

BW 2.4k SFT

VFO FIL2LSB

qw:pp

2

07. 067. 00

21. 085. 00

TXTX

VFO

3ß

USB

LSB

CW

FIL2

ANTANT
1

METERMETER
PoPo

P.AMPP.AMP
OFFOFF

ATTATT
0FF0FF

VFO FIL2AM

tw.qip.pp

VFO FIL2USB

qr.qot.pp

VFO FIL2USB

qr.qiw.ri

VFO FIL2CW

wq.pwr.tw

wq.wuy.pp
VFO FIL2USB?

?
0

u.pyu.pp

qr.qpp.pp
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本機のスキャンは、VFO状態で動作するプログラム

スキャン、メモリー状態で動作するメモリースキャン

とセレクトメモリースキャン、VFOおよびメモリー

状態で動作する∂Fスキャンがあります。

¡プログラムスキャンとファイン・プログラムスキャン (�P73)
(VFO状態のみ動作)

スキャンの開始は、下限周波数からスタートする
ファイン・プログラムスキャン時に信号を受信すると、
スキャンステップが10Hzになる

¡メモリースキャン (�P74)
(メモリー状態のみ動作)

メモリーしているチャンネルだけをスキャンする

¡∂Fスキャンとファイン・∂Fスキャン (�P75)

スキャンの開始は、中心周波数からスタートする
ファイン・∂Fスキャン時に信号を受信すると、スキャ
ンステップが10Hzになる

¡セレクトメモリースキャン (�P74)
(メモリー状態のみ動作)

セレクト指定したM-CHだけをスキャンする

下限(P1orP2) 上限(P1orP2)

スキャン�

ジャンプ�
ジャンプ�

99ch※�

1ch※� 2ch 3ch※� 4ch※�

5ch※�

6ch※�7ch50ch98ch※�

�

99ch※�

1ch※� 2ch 3ch※� 4ch※�

5ch※�

6ch※�7ch50ch98ch※�

�

※印はセレクト指定したM-CH
(SEL表示｢�｣が点灯)を表します。�

下限� 上限�

スキャン� スキャン�

ジャンプ�
ジャンプ� スタート�

センター周波数�

セット項目と初期設定値 設　定　内　容

スキャンスピードを設定する
¡LOW ：スキャンスピードを遅くする
¡HIGH：スキャンスピードを速くする

スキャンが一時停止したあとの動作を設定する
¡OFF：一時停止したらスキャンを解除する
¡ON ：一時停止したときから約10秒後に再スタートし、10秒

未満で信号が途切れたときは2秒後に再スタートする

d

&

*

(

^

VOXVOX
OFFOFF

COMPCOMP
OFFOFF
WIDEWIDE

AGCAGC
MIDMID

SCAN SETSCAN SET

SCAN SpeedSCAN Speed HIGHHIGH

SCAN ResumeSCAN Resume ONON

¡SCAN SETオプション画面�

)

EXIT/SET

é è DEFDEF

SCAN Speed HIGH

SCAN Resume ON

10-1 スキャン操作をする前に

|SCAN SETオプション画面について スキャン一時停止後の動作と、スキャンスピードを

変更できます。

スケルチが開いているときは連続スキャン動作、閉

じているときは信号で一時停止したあと再スタート

しますので、運用状況に応じてRF/SQLツマミをセッ

トしてください。

q標準画面で%(SCAN)を押し、SCAN画面を開き

ます。

w)(SET)を押し、SCAN SETオプション画面を

開きます。

e^(é)または&(è)を押し、セット項目を選び

ます。

rdを回し、項目内容を設定します。

※セット項目と項目内容については、下表をご覧くだ
さい。

※*(DEF)を長く押すと、初期設定値に戻します。

t設定後、 を押すと前画面に戻ります。EXIT/SET
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|ファイン・プログラムスキャンについて

M-CHの“P1”と“P2”に記憶している周波数の範囲をス
キャンします。

スキャンの周波数範囲は、“P1”に0.50000MHz、“P2”
に29.99999MHzを初期設定しています。

スキャンの周波数範囲(M-CHの“P1”と“P2”)を変更す
るときは、｢メモリーの書き込みかた(�P69)｣と同様

に操作してください。ただし、“P1”と“P2”に同じ周波
数を書き込んでいると、スキャンは動作しません。

q標準画面でVを短く押し、VFO状態にし

ます。

※Vを短く押すごとに、VFO状態とメモリー

状態が切り替わります。

wµを押し、運用モードを選びます。

※運用モードは、スキャン中でも選べます。
etを押し、周波数ステップ(�P22)を選びます。

※周波数ステップは、スキャン中でも選べます。
r((SCAN)を押し、SCAN画面を開きます。

t^(PROG)を押すごとに、プログラムスキャンが

“スタート/ストップ(解除)”します。
※dを回しても、スキャンは解除します。

※スキャン中は、MHzとkHzケタのデシマルポイン
トが点滅するとともに、“PRORAM SCAN”が点滅
表示します。

yスキャン操作後、 を押すとSCAN画面を

閉じます。

信号を受信すると、スキャン時の周波数ステップが

10Hzステップに切り替わります。

SSB/CW/RTTYモードでスキャンするときに効果を

発揮します。

q上記q～tを操作し、プログラムスキャンを“スター
ト”します。

wプログラムスキャン中、*(FINE)を押すごとに、

プログラムスキャンとファイン・プログラムスキャ

ンが切り替わります。

※スキャン表示も “PRORAM SCAN ”と “FINE

PRORAM SCAN”が切り替わります。
eスキャン中に^(PROG)を押すと、スキャンをス

トップ(解除)します。

※dを回しても、スキャンは解除します。

EXIT/SET

10-2 プログラムスキャンとファイン・プログラムスキャンの操作(VFO状態のみ)

^(PROG)を押すごとに、プログラムスキャンが�
}スタート/ストップ~する�

¥プログラムスキャン中の表示�

t

dµ¿

^

*

(

V

ANTANT
1

METERMETER
PoPo

P.AMPP.AMP
1

ATTATT
0FF0FF

VOXVOX
OFFOFF

COMPCOMP
OFFOFF
WIDEWIDE

BW 2.4k SFT

VFOVFO FIL2USB

qw:pp

AGCAGC
MIDMID

1

21. 085. 00

21. 085. 00

TXTX

VFOVFO

1

USBUSB

CW

CW

FIL2

SCANSCAN

PROGRPROGR AMAM SCANSCAN

∂ F SpanSpan : ±    10kHz   10kHz

ProgrammedProgrammed P1:P1: 0.500.00MHz0.500.00MHz
scan  edgesscan  edges P2:P2: 29.999.99MHz29.999.99MHz

F-1 F-2 F-3 F-4 F-5

PROGPROG ∂F FINEFINE ∂F SPANF SPAN SETSET

0

qr.qpp.pp

qr.qpp.pp

¥ファイン・プログラムスキャン中の表示�

ANTANT
1

METERMETER
PoPo

P.AMPP.AMP
1

ATTATT
0FF0FF

VOXVOX
OFFOFF

COMPCOMP
OFFOFF
WIDEWIDE

BW 2.4k SFT

VFOVFO FIL2USB

qw:pp

AGCAGC
MIDMID

1

21. 085. 00

21. 085. 00

TXTX

VFOVFO

1

USBUSB

CW

CW

FIL2

SCANSCAN

FINE  PROGRAM  SCANFINE  PROGRAM  SCAN

∂ F SpanSpan : ±    10kHz   10kHz

ProgrammedProgrammed P1:P1: 0.500.00MHz0.500.00MHz
scan  edgesscan  edges P2:P2: 29.999.99MHz29.999.99MHz

F-1 F-2 F-3 F-4 F-5

*(FINE)を押すごとに、プログラムスキャンと�
ファイン・プログラムスキャンが切り替わる�

PROGPROG ∂F FINEFINE ∂F SPANF SPAN SETSET

0

qr.qpp.pp

qr.qpp.pp
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M-CHの“1”と“99”のうち、メモリーしているすべての
チャンネルをスキャンします。

ブランク(空白)チャンネルはスキップします。

qSCAN画面でVを短く押し、メモリー状

態にします。

※Vを短く押すごとに、VFO状態とメモリー

状態が切り替わります。

w^(MEMORY)を押すごとに、メモリースキャン

が“スタート/ストップ(解除)”します。
スキャン中は、MHzとkHzケタのデシマルポイン

トが点滅するとともに、“MEMORY SCAN”が点滅
表示します。

※dを回しても、スキャンは解除します。

※M-CHに2チャンネル以上メモリーしていないと、
スキャンは動作しません。

eスキャン操作後、 を押すとSCAN画面を

閉じます。

M-CHの“1”と“99”のうち、セレクト指定しているメモ
リーしているチャンネルだけをスキャンします。

q上記q～wを操作し、メモリースキャンを“スター
ト”します。

wメモリースキャン中、*(SELECT)を押すごと

に、メモリースキャンとセレクトメモリースキャン

が切り替わります。

※スキャン表示も“MEMORY SCAN”と“SELECT

MEMORY SCAN”が切り替わります。
eスキャン中に^(MEMORY)を押すと、スキャン

をストップ(解除)します。

※dを回しても、スキャンは解除します。

※M-CHに2チャンネル以上セレクト指定していない
と、スキャンは動作しません。

rスキャン操作後、 を押すとSCAN画面を

閉じます。

|セレクト指定のしかた
セレクトメモリースキャンの対象にしたいM-CH

(P1/P2以外)を指定します。

¡MEMORY画面でセレクト指定したいM-CHを選

び、*(SELECT)を短く押すごとに、セレクト

指定が“ON/OFF”します。

セレクト指定が“ON”のとき、M-CH表示の横に｢�｣

表示が点灯します。

¡*(SELECT)を長く(約1秒)押すと、すべてのセ

レクト指定が“OFF”になります。

EXIT/SET

EXIT/SET

10-3 メモリースキャンの操作(メモリー状態のみ)

¥メモリースキャン中の表示�

^(MEMO)を押すごとに、メモリースキャンが�
}スタート/ストップ~する�

¥セレクト・メモリースキャン中の表示�

*(SELECT)を押すごとに、メモリースキャンと�
セレクトメモリースキャンが切り替わる�

セレクト指定�

Vd^

d^ *
V

VOXVOX
OFFOFF

COMPCOMP
OFFOFF
WIDEWIDE

AGCAGC
MIDMID

SCANSCAN

MEMORYMEMORY SCANSCAN

∂ F SpanSpan : ±    10kHz   10kHz

ProgrammedProgrammed P1:P1: 0.500.00MHz0.500.00MHz
scan  edgesscan  edges P2:P2: 29.999.99MHz29.999.99MHz

F-1 F-2 F-3 F-4 F-5

ANTANT
1

METERMETER
PoPo

P.AMPP.AMP
2

ATTATT
0FF0FF

BK-INBK-IN
OFFOFF

BW 500 SFT

4ß FIL2CW

qw:pp

AGCAGC
MIDMID

1

14. 100. 00

21. 085. 00

TXTX

VFOVFO

VFO

USBUSB

USB

CW

FIL2

SCANSCAN

SELSEL ECEC MEMORYMEMORY SCANSCAN

∂ F SpanSpan : ±    10kHz   10kHz

ProgrammedProgrammed P1:P1: 0.500.00MHz0.500.00MHz
scan  edgesscan  edges P2:P2: 29.999.99MHz29.999.99MHz

1/41/4
OFFOFF

F-1 F-2 F-3 F-4 F-5

MEMOMEMO ∂F SELECTSELECT ∂F SPANF SPAN SETSET

MEMOMEMO ∂F SELECTSELECT ∂F SPANF SPAN SETSET

0

u.pri.pp

qr.qpp.pp

10-4 セレクトメモリースキャンの操作(メモリー状態のみ)



75

10 スキャン操作のしかた

&(∂F)を押すごとに、:Fスキャン�
が}スタート/ストップ~する�

((∂F SPAN)を押し、�
スパン範囲を選択する�

&(FINE)を押すごとに、:Fスキャンと�
ファイン・:Fスキャンが切り替わる�

¥ファイン・:Fスキャン中の表示�

M

d&
*

(

ANTANT
1

METERMETER
PoPo

P.AMPP.AMP
1

ATTATT
0FF0FF

VOXVOX
OFFOFF

COMPCOMP
OFFOFF
WIDEWIDE

BWBW 2.4k2.4k SFTSFT

VFO FIL2FIL2USBUSB

qw:pp

AGCAGC
MIDMID

1

21. 085. 0021. 085. 00

21. 085. 0021. 085. 00

TX

VFO

1

USB

CWCW

CWCW

FIL2FIL2

SCANSCAN

∂ F SCANSCAN

∂ F CenterCenter :  :   14.100.00MHz14.100.00MHz
∂ F SpanSpan : ±    10kHz   10kHz

ProgrammedProgrammed P1:P1: 0.500.00MHz0.500.00MHz
scan  edgesscan  edges P2:P2: 29.999.99MHz29.999.99MHz

F-1 F-2 F-3 F-4 F-5

¥:Fスキャン中の表示�

ANTANT
1

METERMETER
PoPo

P.AMPP.AMP
1

ATTATT
0FF0FF

VOXVOX
OFFOFF

COMPCOMP
OFFOFF
WIDEWIDE

BWBW 2.4k2.4k SFTSFT

VFO FIL2FIL2USBUSB

qw:pp

AGCAGC
MIDMID

1

21. 085. 0021. 085. 00

21. 085. 0021. 085. 00

TX

VFO

1

USB

CWCW

CWCW

FIL2FIL2

SCANSCAN

FINE  FINE  ∂ F  SCANF  SCAN

∂ F CenterCenter :  :   14.100.00MHz14.100.00MHz
∂ F SpanSpan : ±    10kHz   10kHz

ProgrammedProgrammed P1:P1: 0.500.00MHz0.500.00MHz
scan  edgesscan  edges P2:P2: 29.999.99MHz29.999.99MHz

�

F-1 F-2 F-3 F-4 F-5

<

テンキー�
V

PROGPROG ∂F FINEFINE ∂F SPANF SPAN SETSET

PROGPROG ∂F FINEFINE ∂F SPANF SPAN SETSET

0

qr.qpp.pp

qr.qpp.pp

0

qr.qpp.pp

qr.qpp.pp

表示周波数またはM-CHの周波数を中心に、一定のス

パン範囲をスキャンします。

qSCAN画面でVを短く押し、VFO状態ま

たはメモリー状態にします。

※Vを短く押すごとに、VFO状態とメモリー

状態が切り替わります。

w((∂F SPAN)を何回か押し、下記のなかからス

パン範囲を選びます。

±5/±10/±20/±50/±100/±500/±1000kHz

eVFO状態のときは、キーボードのテンキーを押す

か、またはdを回して中心周波数をセットし

ます。

メモリー状態のときは、<またはMを

短く押して中心周波数となるM-CHをセットします。

r&(∂F)を押すごとに、∂Fスキャンが“スタート/
ストップ(解除)”します。
スキャン中は、MHzとkHzケタのデシマルポイン

トが点滅するとともに、“∂F SCAN”が点滅表示し
ます。

※dを回しても、スキャンは解除します。

tスキャン操作後、 を押すとSCAN画面を

閉じます。

信号を受信すると、スキャン時の周波数ステップが

10Hzステップに切り替わります。

SSB/CW/RTTYモードでスキャンするときに効果を

発揮します。

q上記q～rを操作し、∂Fスキャンを“スタート”し
ます。

w∂Fスキャン中、*(FINE)を押すごとに、∂Fス

キャンとファイン・∂Fスキャンが切り替わります。

※スキャン表示も“∂F SCAN”と“FINE ∂F SCAN”
が切り替わります。

eスキャン中に&(∂F)を押すと、スキャンをストッ

プ(解除)します。

※dを回しても、スキャンは解除します。

EXIT/SET

10-5 ∂Fスキャンとファイン・∂Fスキャンの操作

|ファイン・∂Fスキャンについて
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11-1 操作をする前に

11-2 アンテナチューナーの操作

|強制チューニングについて

|その他のご注意

¡内蔵アンテナチューナーは、HF/50MHz帯で動作

します。

¡ANT1またはANT2コネクターにアンテナを接続

しないまま送信しないでください。

¡ANT1またはANT2コネクターに2本のアンテナを

接続しているときは、qを押して運用周波数帯

のアンテナを選んでください。

¡運用周波数を100kHz以上動かすと、アンテナチュー

ナーはプリセット動作をしますが、プリセット後で

も送信時のSWRが約1.5以上あるときは、必ず

yを長く(約1秒)押し、強制チューニングを

してください。

強制チューニングをしないまま送信すると、送信と

同時にチューニング動作をするので頭切れの原因に

なります。

本機に内蔵のアンテナチューナーは、HF帯で16.7～

150Ω(SWR:3以内)、50MHz帯で20～125Ω(SWR:

2.5以内)の範囲で整合します。

¡チューニングがとれると、その状態を記憶(100kHz

ステップ)します。次回その周波数を選んだときは、

自動的にプリセットし、送信状態にすると、瞬時に

チューニングします。

¡HF帯での運用時、アンテナのSWRが高く(SWR:

1.5～3の範囲)なると、自動的にアンテナチューナー

が動作するオートスタート動作をセットモードの

OTHERS SET画面(�P79、82：10項)で設定でき

ます。ただし、AMモードでチューニングが定まら

ないときは、チューニング動作の安定を得るために

無変調にしてください。

q送信出力がHF帯で8W以上、50MHz帯で15W以上

に設定されているか確認します。

wyを短く押すごとに、内蔵アンテナチュー

ナーが“ON/OFF”します。
内蔵アンテナチューナーが“ON”のときは、キーボ

タンのLEDが点灯します。

qyを長く(約1秒)押すと、強制チューニング

動作となってSWRを最小値にします。

強制チューニング中は、キーボタンのLEDが点滅

します。

w強制チューニング動作を完了すると、キーボタンの

LEDが点滅から点灯、消灯と変化して元の運用状

態に戻ります。

※チューニングがとれないときは、キーボタンの
LEDが消灯し、内蔵アンテナチューナーは自動的

にスルー状態になります。

|チューナーで整合がとれないときは

¡使用しているアンテナ自体のSWRを再調整してく

ださい。

¡1回のチューニングでSWRが下がらないときは、

数回繰り返すと下がることがあります。

¡50Ωのダミーロードなどを使用してチューニング

動作をしたあと、ご使用のアンテナでチューニング

動作をしてください。

¡帯域の狭いアンテナをご使用の場合は、一度SWR

の低い周波数でチューニングをとり、希望の周波数

に変えてチューニングをとってください。

r例q3.55MHzでSWR:1.5、3.8MHzでSWR:3のアンテ
ナを使用の場合、3.55MHz/CWモードで送信状
態にしてキーダウン(キャリア送出)してチューン
をとり、その後キーアップして周波数を3.8MHz
に変え、もう一度キーダウンしてチューンをとる

¡一度本機の電源を “OFF ”にし、もう一度電源を

“ON”にしてチューニングしなおしてください。

y
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12-1 時計の合わせかた 本機をはじめてお使いになるとき、または時計があっ

ていない場合、次の方法で合わせてください。

なお、時刻は24時間表示で、時計の誤差は約±75秒/月

以下です。

q を長く(約1秒)押し、SET MODE画面を

開きます。

w$(TIME)を押し、TIME SET画面を開きます。

e^(é)または&(è)を押し、Time(Now)項目を

選びます。

rdを回し、現在の時刻を24時間方式でセット

します。

このとき、“TIME-set push[SET]”を点滅表
示します。

t( (SET)を押すとビープ音が鳴り、“TIME-

set push[SET]”表示が消灯して設定を完了し
ます。

※時報は｢時報サービス電話：117番｣が便利です。

y設定後、 を押すと前画面に戻ります。

あらかじめ、次ページの｢タイマー時刻のセット方

法｣で設定したパワーONタイマーと、パワーOFFタ

イマーのセット時刻でタイマー機能を設定します。

なお、パワーOFFタイマーは単独では動作しません。

q本機の電源“ON”時にP (TIMER)を短く押

し、タイマー機能を“ON”にします。

“ON”のときは、キーボタンのLEDが点灯します。

※P(TIMER)を短く押すごとに、タイマー機能

が“ON/OFF”します。

wパワーONタイマータイマー設定時は、Pを

長く(約1秒)押し、いったん本機の電源を切ります。

eパワーONタイマーの開始時刻になると、本機の電

源が自動的に“ON”となります。

※タイマー機能を途中で解除したいときは、本機の電源

“ON”時にP(TIMER)を短く押してタイマー

機能を“OFF(キーボタンのLEDが消灯)”にします。

※タイマー機能の動作中でも、本機の電源を“ON/

OFF”できます。

《ご参考》

タイマー機能はセットモードのTIME SET画面

(�P79、81：2項)で無効にすることができます。

EXIT/SET

EXIT/SET

d

&

*

(

^

VOXVOX
OFFOFF

COMPCOMP
OFFOFF
WIDEWIDE

AGCAGC
MIDMID

TIME SETTIME SET

Time (Now)Time (Now) 12:0012:00

Timer FunctionTimer Function ONON

Power-ONPower-ON Timer SetTimer Set 0:000:00

Power-OFF Period                  60minPower-OFF Period                  60min

¡TIME SET画面�

VOXVOX
OFFOFF

COMPCOMP
OFFOFF
WIDEWIDE

AGCAGC
MIDMID

TIME SETTIME SET

Time (Now)Time (Now) 18:3018:30

Timer FunctionTimer Function ONON

Power-ONPower-ON Timer SetTimer Set 0:000:00

Power-OFF PeriodPower-OFF Period  60min 60min

              TIME-set   Push [SET]              TIME-set   Push [SET]

¡rまで操作した状態�

)

EXIT/SET

é è

é è SETSET

P

12-2 タイマー機能の設定と動作
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12-3 タイマー時刻のセット方法

ÅパワーONタイマーのセット

ıパワーOFFタイマーのセット

本機のタイマー機能には、下記のパワーONタイマー

およびパワーOFFタイマーを用意しています。

指定の時間になると、自動的に本機の電源を“ON”に

します。

次項のパワーOFFタイマーを併用すれば、本機の電源

を“ON/OFF”します。

q を長く(約1秒)押し、SET MODE画面を

開きます。

w$(TIME)を押し、TIME SET画面を開きます。

e^(é)または&(è)を押し、Power-ON timer

set項目を選びます。

rdを回し、本機の電源を“ON”にするタイマー

時刻をセットします。

このとき、“TIMER-set push[SET]”を点滅
表示します。

t( (SET)を押すとビープ音が鳴り、“TIMER-

set push[SET]”表示が消灯して開始時刻の設
定を完了します。

y設定後、 を押すと前画面に戻ります。

前項のパワーONタイマーで設定した時間から、本機

の電源を“OFF”にするまでの時間を設定します。

なお、パワーOFFタイマーは単独では動作しません。

q を長く(約1秒)押し、SET MODE画面を

開きます。

w$(TIME)を押し、TIME SET画面を開きます。

e^ (é )または& (è )を押し、Power-OFF

period項目を選びます。

rdを回し、本機の電源を“OFF”にするタイマー

時刻をセットします。

“OFF”にする時間は5～120min(分)を5minステップ

ごとに設定できます。このとき、“TIMER-set

push[SET]”を点滅表示します。
t( (SET)を押すとビープ音が鳴り、“TIMER-

set push[SET]”表示が消灯して終了時刻の設
定を完了します。

y設定後、 を押すと前画面に戻ります。EXIT/SET

EXIT/SET

EXIT/SET

EXIT/SET

VOXVOX
OFFOFF

COMPCOMP
OFFOFF
WIDEWIDE

AGCAGC
MIDMID

TIME SETTIME SET

Time (Now)Time (Now) 18:3018:30

Timer FunctionTimer Function ONON

Power-ONPower-ON Timer SetTimer Set 22:0022:00

Power-OFF PeriodPower-OFF Period  60min 60min

              TIMER-set   Push [SET]              TIMER-set   Push [SET]

¡rまで操作した状態�

d

&

*

(

^

)

EXIT/SET

é è FINEFINE SETSET

VOXVOX
OFFOFF

COMPCOMP
OFFOFF
WIDEWIDE

AGCAGC
MIDMID

TIME SETTIME SET

Time (Now)Time (Now) 18:3018:30

Timer FunctionTimer Function ONON

Power-ONPower-ON Timer SetTimer Set 22:0022:00

Power-OFF PeriodPower-OFF Period  75min 75min

              TIMER-set   Push [SET]              TIMER-set   Push [SET]

¡rまで操作した状態�

d

&

*

(

^

)

EXIT/SET

é è SETSET
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PoPo

P.AMPP.AMP
1

ATTATT
0FF0FF

VOXVOX
OFFOFF

COMPCOMP
OFFOFF
WIDEWIDE
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VFOVFO FIL2USB
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AGCAGC
MIDMID

1
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TXTX

VFOVFO USBUSB FIL2
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¡SET MODE画面�

¡LEVEL SET画面�

¡DISPLAY SET画面�

¡DSP FILTER SET画面�

¡TIME SET画面�

¡OTHERS SET画面�

¡初期画面�

VOXVOX
OFFOFF

COMPCOMP
OFFOFF
WIDEWIDE

AGCAGC
MIDMID

SET MODESET MODE

SET MODE MENUSET MODE MENU

  LEVEL     LEVEL   TX Tone,Monitor,Side Tone etcTX Tone,Monitor,Side Tone etc

  DISP     Bright,Contrast,Style,Font etc  DISP     Bright,Contrast,Style,Font etc

  DSP  DSP DSP Filter TypeDSP Filter Type

  TIME     Clock/Timer  TIME     Clock/Timer

  OTHERS   OTHERS Other Set ModeOther Set Mode

VOXVOX
OFFOFF

COMPCOMP
OFFOFF
WIDEWIDE

AGCAGC
MIDMID

LEVEL SETSET

SSB Tx Tone (Bass) 0

SSB Tx Tone (Treble) 0

Monitor Level 50%50%

Side Tone Level 50%50%

Side Tone Level  Limit ON

Beep Level 50%50%

Beep Level  Limit ON

VOXVOX
OFFOFF

COMPCOMP
OFFOFF
WIDEWIDE

AGCAGC
MIDMID

OTHERS OTHERS SETSET

Calibration MarkerCalibration Marker OFFOFF

Beep(Confirmation)Beep(Confirmation) ONON

Beep(Band Edge)Beep(Band Edge) ONON

RF/SQL ControlRF/SQL Control RF+SQLRF+SQL

Quick DualwatchQuick Dualwatch ONON

Quick SPLIT Quick SPLIT ONON

FM SPLIT Offset(HF)FM SPLIT Offset(HF) -0.100MHz-0.100MHz

VOXVOX
OFFOFF

COMPCOMP
OFFOFF
WIDEWIDE

AGCAGC
MIDMID

TIME TIME SETSET

TimeTime (Now)(Now) 12:0012:00

Timer FunctionTimer Function ONON

Power-ONPower-ON Timer SetTimer Set 0:000:00

Power-OFF PreiodPower-OFF Preiod 60min60min

DISPLAY DISPLAY SETSET

VOXVOX
OFFOFF

COMPCOMP
OFFOFF
WIDEWIDE

AGCAGC
MIDMID ContrastContrast (LCD)(LCD) 60%60%

BrighBrigh (LCD)(LCD) 50%50%

HorizonHorizon 4

Backrighe(Switches)Backrighe(Switches) 8

Display TypeDisplay Type A

Display FontDisplay Font Basic2Basic2

Memory NameMemory Name ONONF-2

F-4

F-3

F-5

EXIT/SET

LEVELLEVEL DISPDISP DSPDSP TIMETIME OTHERSOTHERS

SCOPESCOPE VOICEVOICE MEMORYMEMORY SCANSCAN

é è DEFDEF é è DEFDEF WIDEWIDE

é è DEFDEF WIDEWIDE

é è

BK-INBK-IN
OFFOFF

1/41/4
OFFOFF

AGCAGC
MIDMID

DSP FILTER SETDSP FILTER SET

SHARPSHARPSSBSSB SHARPCW

SSB-FILSSB-FIL CW-FILCW-FIL

0

qr.qpp.pp

qr.qpp.pp
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セットモードは、いったん設定すれば、あまり変更

することのない機能をまとめたモードです。

本機のセットモードは4種類あり、用途やお好みに応

じてセットしてください。

q を長く(約1秒)押し、SET MODE画面を

開きます。

w^ (LEVEL)、& (DISP)、* (DSP )、

$(TIME)または%(OTHERS)を押し、セッ

トモードの各種設定画面を選びます。

e^(é)または&(è)を押し、セット項目を選び

ます。

※押し続けると、セット項目の連続切り替えになりま
す。

※* (D E F )を長く押すと初期設定値に戻し、

)(WIDE)を押すごとに画面サイズを“ワイド”ま
たは“ノーマル”と切り替えます。

rdを回し、項目内容を設定します。

※セット項目と項目内容については、次項以降をご覧
ください。

t設定後、 を押すと前画面に戻ります。EXIT/SET

EXIT/SET

13-1 セットモードの設定方法

d

&

*

(

^

)

EXIT/SET
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Backlight(Switches) 8
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AFツマミの調整位置が一定以上を超えても、ビープ音の最大
音量が大きくならないように制限します。
¡OFF：ビープ音の最大音量を制限しない
¡ON ：ビープ音の最大音量を制限する

7.ビープ音のリミット設定

セット項目名と初期設定値 設　定　内　容

LCDモニターの輝度を調整します。
¡0％(暗い)～100％(明るい)の範囲内(1％ステップ)で設定する

LCDモニターの表示タイプを設定(�P85)します。
¡A/B/C/D/E/F/G/Hの中から選択する

メモリーネーム表示部の表示/非表示を設定(�P70)します。
¡OFF：メモリーネームを表示しない
¡ON ：メモリーネームを表示する

オープニング画面の表示内に自局のコールサインを設定
(�P86)できます。

2.輝度の設定

4.バックライト(スイッチ)の設定

LCDモニター表示のにじみを調整します。
¡1～8の範囲内(1ステップ)で設定する

3.水平同期信号の設定

5.表示タイプの設定

6.表示書体の設定

7.メモリーネーム表示の設定

8.コールサイン表示の設定

セット項目名と初期設定値 設　定　内　容

送信音質の低音を設定します。
¡ー5～＋5の範囲内(1ステップ)で設定する

CWサイドトーン(�P29)の音量を設定します。
¡0～100％(1％ステップ)の範囲内で音量を設定する

AFツマミの調整位置が一定以上を超えても、CWサイドトー
ン(�P29)の最大音量が大きくならないように制限します。
¡OFF：CWサイドトーンの最大音量を制限しない
¡ON ：CWサイドトーンの最大音量を制限する

3.モニター音量の設定

送信音質の高音を設定します。
¡ー5～＋5の範囲内(1ステップ)で設定する

2.SSB送信音質(高音)の設定

4.サイドトーン音量の設定

5.サイドトーン音量のリミット設定

6.ビープ音の音量設定

モニター機能(�P59)の音量レベルを設定します。
¡0％(最小音量)～100％(最大音量)の範囲内(1％ステップ)で
設定する

キー操作時に鳴るビープ音の音量を設定します。
¡0％(最小音量)～100％(最大音量)の範囲内(1％ステップ)で
設定する
※OTHERS SET画面の2項｢ビープ音の設定｣が“OFF”のとき
は鳴りません。

1.SSB送信音質(低音)の設定

Side Tone Level Limit ON

Beep Level Limit ON

LCDモニターのコントラストを調整します。
¡0％(暗い)～100％(明るい)の範囲内(1％ステップ)で設定する

1.コントラストの設定

Display Type A

Display Font Basic2

Memory Name ON

My Call

スイッチやメーターのバックライトの明るさを調整します。
¡1(暗い)～8(明るい)の範囲内(1ステップ)で設定する

Horizon 4

Bright (LCD) 50%

Monitor Level 50%

Beep Level 50%

Side Tone Level 50%

SSB TX Tone(Treble) 0

Contrast (LCD) 60%

周波数表示の書体を設定(�P85)します。
¡Basic1/Basic2/Pop/7seg/Italic1/Italic2/Classicの
中から選択する

SSB TX Tone(Bass) 0

13-3 DISPLAY SET画面の設定項目について
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セット項目名と初期設定値 設　定　内　容

現在の時刻を設定(�P77)します。
¡現在の時刻(24時間方式)を1分ステップで設定する

パワーOFFタイマーを設定(�P78)します。
¡5min(最小時間)～120min(最大時間)の範囲内(5minステップ)
で設定する

1.現在時刻の設定

4.パワーOFFタイマーの時刻設定

パワーONタイマーを設定(�P78)します。
¡本機の起動時刻(24時間方式)を1分ステップで設定する

3.パワーONタイマーの時刻設定

セット項目名と初期設定値 設　定　内　容

基準周波数校正時(�P84)のマーカー信号を“ON/OFF”します。
¡OFF：マーカー信号を発振しない
¡ON ：マーカー信号を発振する

バンドエッジを知らせるビープ音(�P22)を“ON/OFF”します。
¡OFF：ビープ音を無効(鳴らさない)にする
¡ON ：ビープ音を有効(鳴らす)にする
※LEVEL SET画面の6項｢ビープ音の音量設定｣が0％のときは鳴りません。

クイックデュアルワッチ機能(�P52)を“ON/OFF”します。
¡OFF：クイックデュアルワッチ機能を無効にする
¡ON ：クイックデュアルワッチ機能を有効にする

1.マーカー信号の設定

3.ビープ音(バンドエッジ)の設定

キー操作時に鳴るビープ音を“ON/OFF”します。
¡OFF：ビープ音を無効(鳴らさない)にする
¡ON ：ビープ音を有効(鳴らす)にする
※LEVEL SET画面の6項｢ビープ音の音量設定｣が0％のときは鳴りません。

2.ビープ音の設定

4.RF/SQLツマミの機能設定

5.クイックデュアルワッチ機能の設定

Time (Now) 12:00

Power-ON Timer Set 0:00

Power-OFF Period 60min

Calibration Marker OFF

Beep(Confirmation) ON

Beep(Band Edge) ON

RF/SQLツマミの機能(�P19)を切り替えます。
¡RF＋SQL：RFゲインとSQLの共用ツマミとして動作する
¡SQL ：SQL専用ツマミとして動作する

RFゲインツマミの動作はしない
¡AUTO ：FM/AMモードはSQLツマミとして動作、

SSB/CW/RTTYモードはRFゲインツマミとして
動作する

RF/SQL Control RF+SQL

Quick Dualwatch ON

13-5 TIME SET画面の設定項目について

13-6 OTHERS SET画面の設定項目について

2.タイマー機能の設定

Timer Function ON

タイマー機能(�P77)の“ON/OFF”を切り替えます。
¡OFF：タイマー機能を無効にする
¡ON ：タイマー機能を有効にする

セット項目名と初期設定値 設　定　内　容

DSPフィルター(SSB/CW)の組み合わせ(�P49)を選択します。
¡DSPフィルターの特性(SHARPとSOFT)を切り替え、運用目
的に応じて選択する

■DSPフィルター・タイプの設定

13-4 DSP FILTER SET画面の設定項目について

BK-INBK-IN
OFFOFF

1/41/4
OFFOFF

AGCAGC
MIDMID

DSP FILTER SETDSP FILTER SET

SHARPSHARPSSBSSB SHARPSHARPCWCW

SSB-FILSSB-FIL CW-FILCW-FIL

クイックスプリット機能(�P58)を“ON/OFF”します。
¡OFF：クイックスプリット機能を無効にする
¡ON ：クイックスプリット機能を有効にする

6.クイックスプリット機能の設定

Quick SPLIT ON

HF帯FMモード用クイックスプリット機能(�P43)のオフセット周
波数を設定します。
¡－4.000～＋4.000MHz(1kHzステップ)の範囲で設定する

7.スプリットオフセット機能(HF)の設定
FM SPLIT Offset(HF)

-0.100MHz
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セット項目名と初期設定値 設　定　内　容

アンテナセレクト機能(�P15、91)を切り替えます。
¡OFF ：ANT1コネクターだけを使用する

ANT2コネクターは無効となる
¡Manual：機能選択(ANT)キーでアンテナを切り替えて使用する
¡Auto ：使用したアンテナをバンドキーに記憶し、そのあとは

アンテナを自動的に切り替える

12.アンテナセレクト機能の設定

15.RTTYキーイング極性の設定

RTTY運用時のマーク周波数を設定(�P38)します。
¡1275/1615/2125Hzの中から選択する

13.RTTYマーク周波数の設定

18.音声合成の言語設定

アンテナチューナー(別売品を含む)のPTTスタート動作(�P99)を
“ON/OFF”します。
¡OFF：TUNERキーの操作にしたがう
¡ON ：TUNERキーを“ON”にしておけば、運用周波数を1％以上

移動して送信したときに動作する(内蔵チューナー)
TUNERキーの“ON/OFF”に関係なく、運用周波数を1％以上
移動して送信したときに動作する(外部アンテナチューナー)

11.アンテナチューナーのPTTスタート動作の設定

Tuner (PTT Start) OFF

[ANT] Switch Auto

RTTY Mark Frequency 2125

14.RTTYシフト幅の設定

RTTY Keying Polarity Normal

RTTY運用時のシフト幅を設定(�P38)します。
¡170/200/425Hzの中から選択するRTTY Shift Width 170

音声合成(�P102)が発声する言語を切り替えます。
別売品の音声合成ユニット(UT-102)を装着しないと発声しません。
¡English ：英語で発声する
¡Japanese：日本語で発声する

SPEECH Language English

RTTYキーイングの極性を設定(�P38)します。
¡NORMAL ：キーショートでスペース周波数、キーオープンで

マーク周波数にする
¡REVERSE：キーショートでマーク周波数、キーオープンでス

ペース周波数にする

16.RTTYデコードのUSOS設定 RTTYデコードの動作を設定(�P36)します。
¡OFF：スペースのあとでも、レターコードにしない
¡ON ：スペースのあとは、レターコードとする

17.RTTY改行コードの設定
RTTY Decode New Line Code

CR,LF,CR+LF

改行動作をするためのコードを設定(�P36)します。
¡CR,LF,CR＋LF：すべてのコードで改行する
¡CR＋LF ：CR＋LFコードだけで改行する

次ページにつづく

RTTY Decode USOS ON

内蔵アンテナチューナーのオートスタート動作を(�P76)を
“ON/OFF”します。
¡OFF：TUNERキーの操作にしたがう
¡ON ：TUNERキーを“OFF”にしていても、送信したときにアン

テナのSWRが高い(約1.5以上)と動作する
※別売品の外部アンテナチューナーは動作しません。

10.アンテナチューナーのオートスタート動作の設定

Tuner (Auto Start) OFF

50MHz帯FMモード用クイックスプリット機能(�P43)のオフセッ
ト周波数を設定します。
¡－4.000～＋4.000MHz(1kHzステップ)の範囲で設定する

8.スプリットオフセット機能(50M)の設定

スプリットロック機能(�P58)を“ON/OFF”します。
¡OFF：スプリットロック機能を無効にする
¡ON ：スプリットロック機能を有効にする

9.スプリットロック機能の設定

FM SPLIT Offset(50M) -0.500MHz

SPLIT LOCK OFF

音声合成(�P102)の発声スピードを切り替えます。
別売品の音声合成ユニット(UT-102)を装着しないと発声しません。
¡LOW ：発声スピードを遅くする
¡HIGH：発声スピードを速くする

19.音声合成の発声スピード設定

SPEECH Speed HIGH

音声合成(�P102)でアナウンスする内容を切り替えます。
別売品の音声合成ユニット(UT-102)を装着しないと発声しません。
¡OFF：表示周波数だけをアナウンスする
¡ON ：Sメーターレベルと表示周波数をアナウンスする

20.音声合成のアナウンス設定

SPEECH S-Level ON
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13 セットモードの使いかた

セット項目名と初期設定値 設　定　内　容

CI-Vシステム(�P94)により、トランシーブの“ON/OFF”を設定し
ます。
¡OFF：トランシーブ動作をしない
¡ON ：トランシーブ動作にする

CI-Vシステム(�P94)のデータ長を切り替えます。
周波数データは、IC-731が4byte、他のCI-V搭載機(本機も含む)
は5byteに設定されています。
¡OFF：5byte
¡ON ：4byte

30.CI-Vのトランシーブ設定

CI-Vシステム(�P94)を利用し、本機を外部コントロールするとき
のアドレスを設定します。
¡01h～64h～7Fhの中から選択する
※初期設定の“64h”は本機のアドレスです。

29.CI-Vのアドレス設定

31.CI-V 731モード(周波数データ)の設定

CI-V Address 64h

CI-V Transceve ON

CI-V with IC-731 OFF

3-5 OTHERS SET画面の設定項目について(つづき)

CI-Vシステム(�P94)を利用し、本機を外部コントロールするとき
のボーレートを設定します。
¡300/1200/4800/9600/19200/Auto(bps)の中から選
択する

※“Auto”にすると、接続した機器からのデータのボーレートに自動設定

します。

28.CI-Vのボーレート設定

CI-V Baud Rate Auto

別売品マイクロホンのUP/DNキーによる動作スピードを切り替えます。
¡LOW ：アップ/ダウンのスピードを遅くする
¡HIGH：アップ/ダウンのスピードを速くする

23.マイクUP/DNのスピード設定

MIC Up/Down Speed HIGH

メインダイヤルのオートTS機能を設定(�P22)します。
¡OFF ：オートTS機能を無効にする
¡LOW ：オートTS機能をLOWステップで有効にする
¡HIGH：オートTS機能をHIGHステップで有効にする

22.メインダイヤルのオートTS機能設定

MAIN DIAL Auto TS HIGH

メモリーパッド機能(�P71)のチャンネル数を切り替えます。
¡5 ：5チャンネルにする
¡10：10チャンネルにする

21.メモリーパッドのチャンネル設定

Memopad Numbers 5

CWモードのキァリアポイントを設定します。
¡LSB ：キァリアポイントをLSB側にする
¡USB ：キァリアポイントをUSB側にする

26.CWモードのキァリアポイント設定

CW Normal Side LSB

SSB⇔CWとモードを切り替えたとき、目的信号を聞こえるよう
に、周波数シフト機能を“ON”にします。
¡OFF：モードを切り替えると、目的信号を見失う
¡ON ：モードを切り替えたとき、キァリア周波数をシフトし、

目的信号が聞こえるようにする

25.SSB/CW周波数シフト機能の設定

SSB/CW Synchronous Tuning

OFF

RIT/∂TX機能のクリア操作(長く押すまたは短く押す)を選択します。
¡OFF：長く押すとクリアする
¡ON ：短く押すとクリアする

24.クイックRIT/∂TXのクリア設定

Quick RIT/∂TX Clear OFF

マイクコネクターに制御回路(外部キーパッド)を付加することによ
り、機器外部からメモリーキーヤー、ボイスメモリーの送出を制御
します。(�P112参照)
¡OFF ：外部キーパッドの送出機能を無効にする
¡KEYER SEND ：外部キーパッドでCWメモリーキーヤー

(M1～M4)を送出する(CWモード)
¡VOICE PLAY(TX)：外部キーパッドで送信用ボイスメモリー

(T1～T4)を送出する(SSB/FM/AMモード)
¡Auto ：外部キーパッドでCWモード時はCWメモ

リーキーヤー(M1～M4)、SSB/FM/AM
モード時は送信用ボイスメモリー(T1～
T4)を送出する

27.外部キーパッド機能の設定

External Keypad OFF
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本機は厳重な管理の元で生産・管理されていますの

で、操作上必要のない半固定ボリュームやコイル、

トリマーなどに触れないようにしてください。

むやみに触ると、故障の原因になる場合があります

のでご注意ください。

メインダイヤルを回転させるときのトルク(重さ)を、

お好みに合わせて調整できます。

前面パネルのメインダイヤルブレーキ調整ネジを右

に回すと重くなり、左に回すと軽くなります。

チューニングしやすい重さに合わせてご使用くださ

い。

本機は WWVH(ハワイ)などの標準電波を利用し、周

波数校正ができます。

q周波数校正をする前に、ツマミとキーを下記のよ

うにセットしてください。

w表示周波数を“14.99900MHz”、運用モードを“USB”
にして標準電波を受信し、1kHzのシングルトーン

を聞きます。

このとき、Sメーターが振れる程度に+

(ATT)と(P.AMP)を切り替えて押し、アッテネー

ターまたはプリアンプを設定します。

eセットモードのOTHERS SET画面でCalibration

Marker項目(�P79、81：1項)を操作し、マーカー

信号を“ON”にします。

r標準電波とマーカー信号のビート音同士で発生す

る、うなりの周期ができるだけ長くなるように、

çを回して調整します。

t調整後、セットモードのCalibration Marker項目

を“OFF”にします。

※以上の操作で周波数校正はできますが、標準電波は
他の周波数にも出ていますので、上記以外の周波数

や運用モードでの周波数校正もできます。

14-1 調整についてのご注意

14-2 メインダイヤルのブレーキ調整

14-3 基準周波数の校正

ツマミ/キー 設　定　位　置

聞きやすい音量

RFゲインが最大の位置

押して設定値をリセットする

USBモード

OFF(RIT表示が消灯)

OFF(∂TX表示が消灯)

a

r

O

⁄

r

Z

軽くなる�

重くなる�

¥マーカー信号の設定表示�

O

ra Z

ç

F-1 F-2 F-3 F-4 F-5

VOXVOX
OFFOFF

COMPCOMP
OFFOFF
WIDEWIDE

AGCAGC
MIDMID

OTHERS OTHERS SETSET

Calibration MarkerCalibration Marker ONON

Beep(Confirmation)Beep(Confirmation) ONON

Beep(Band Edge)Beep(Band Edge) ONON

RF/SQL ControlRF/SQL Control RF+SQLRF+SQL

Quike DualwatchQuike Dualwatch ONON

Quike SPLIT Quike SPLIT ONON

FM SPLIT Offset(HF)FM SPLIT Offset(HF) -0.100MHz-0.100MHz

+(ATT/P.AMP)

⁄r

é è DEFDEF WIDEWIDE
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14-4 SWRの測定

14-5 表示タイプと書体について

本機はSSBモードのように、常に変動するような送信

出力でも、安定した測定結果がリアルタイムで得ら

れるSWR測定回路を採用し、従来までのセット操作

が不要になりました。

アンテナチューナーを使用しているときのSWRを測

定する場合は、yを“OFF”にしてから測定して

ください。

q送信出力を30W以上に設定していることを確認し

ます。

w+ (METER)を短く押し、“METER SWR”に

します。

eSWRメーターの指示が1.5以下であれば、マッチン

グ状態は良好です。

なお、SWRが1.5以上のときは、アンテナ自体のマッ

チングを調整してください。

※SSBモードによるSWRの調整は、マイクロホンに
単信号(｢アー｣の連続音または口笛など)を入力して

測定します。

LCDモニターの表示タイプと、周波数表示部の表示

書体を変更できます。

表示タイプは“A/B/C/D/E/F/G/H”の8種類、表示書
体は“Basic1/Basic2/Pop/7seg/Italic1/Italic2/
Classic”の7種類あります。表示タイプと表示書体を
組み合わせてセットすることもできますので、お好み

に応じてセットしてください。

qセットモードのDISPLAY SET画面で、^(é)ま

たは& (è)を押し、Display Type項目または

Display Font項目を選びます。

wdを回し、項目内容を設定します。

※*(DEF)を長く押すと、初期設定値に戻します。

e設定後、 を押すと前画面に戻ります。EXIT/SET

ANTANT
1

METERMETER
SWRSWR

P.AMPP.AMP
1

ATTATT
0FF0FF

VOXVOX
OFFOFF

COMPCOMP
OFFOFF
WIDEWIDE

BW 2.4k SFT

VFOVFO FIL2USB

qw:pp

AGCAGC
MIDMID

1

21. 085. 00

21. 085. 00

TXTX

VFOVFO

1

USBUSB

CW

CW

FIL2

.1...3...5...7...9..1...3...5...7...9.....+20+20......+40+40......+60dB+60dB

0∑∑∑∑∑∑∑∑∑∑∑∑∑∑∑∑∑∑∑∑∑∑2525∑∑∑∑∑∑∑∑∑∑∑∑∑∑∑∑∑∑∑50∑∑∑∑∑∑∑∑∑∑∑∑∑∑∑∑∑∑∑∑∑∑∑∑∑∑∑∑∑∑∑∑∑∑∑∑∑∑ 100%100%

1 1.51.5 2 2.52.5 3

S

PoPo

ALCALC

COMPCOMP

SWRSWR

P-HOLDP-HOLD MULTI-FUNCTION METERMULTI-FUNCTION METER

SWR

S

COMP
ALC

Po
0

10

10

25 50
100

201
0

1.5 2 3

1
5 9 + 20 + 40

+ 60dB

dB

SWRの適正範囲�

P-HOLDP-HOLD

0

qr.qpp.pp

qr.qpp.pp

DISPLAY SET

ANT
1

METER
Po

P.AMP
1

ATT
0FF

VOX
OFF

COMP
OFF
WIDE

BWBW 2.4k2.4k SFTSFT 0

VFOVFO FIL2FIL2USBUSB

qw:pp

AGC
MID

1

21. 085. 0021. 085. 00

21. 085. 0021. 085. 00

TX

VFOVFO

1

USBUSB

CWCW

CWCW

FIL2FIL2

é è DEF WIDE

^

d&

Contrast (LCD) 60%

Bright    (LCD) 50%

Horizon 4

Backlighe(Switches) 8

Display Type F

Display Font 7seg

Memory Name ON

*

¡Display Type項目を}F~、Display Font項目を}7seg~�
　にセットしたときの画面�

EXIT/SET



NOW CALIBRATING
DIGITAL SIGNAL PROCESSOR

PLEASE WAIT FOR 10sec.

¡コールサインをセットして電源を入れなおしたときの�
　オープニング画面�

JA3YUA

j

+(ABC/123)

d

BW 2.4k SFT 0 qw:pp

VFO

1

qr≥qpp≥pp

21.085.00

USB    FIL2

CW　      FIL2

T XT X

DISPLAY SETDISPLAY SET

BW 2.4k SFT 0 qw:pp

VFO

1

qr≥qpp≥pp

21.085.00

USB    FIL2

CW　      FIL2

T XT X

DISPLAY SETDISPLAY SET

ABCABC

123123

¥tを操作した状態�

コールサイン入力部�

F-1 F-2 F-3 F-4 F-5

F-1 F-2 F-3 F-4 F-5

¥qを操作して画面サイズをワイドにした状態�

ANTANT
1

METERMETER
PoPo

P.AMPP.AMP
1

ATTATT
0FF0FF

VOXVOX
OFFOFF

COMPCOMP
OFFOFF
WIDEWIDE

AGCAGC
MIDMID

ABCABC

Contrast (LCD)Contrast (LCD) 60%60%

Bright    (LCD)Bright    (LCD) 50%50%

HorizonHorizon 44

Backlighe(Switches)Backlighe(Switches) 88

Display TypeDisplay Type AA

Display FontDisplay Font Basic1Basic1

Memory NameMemory Name ONON

My CallMy Call JA3YUJA3YUAA

Contrast (LCD)Contrast (LCD) 60%60%

Bright   Bright     (LCD)(LCD) 50%50%

HorizonHorizon 44

Backlighe(Switches)Backlighe(Switches) 88

Display TypeDisplay Type AA

Display FontDisplay Font BasiclBasicl

Memory NameMemory Name ONON

My CallMy Call

EXIT/SET

é è EDITEDIT WIDEWIDE

ç å DELDEL SPACESPACE WIDEWIDE

iC-756proiC-756pro

14-6 コールサイン表示の設定について オープニング画面に自局のコールサインなどを表示

できます。

r操作例q“JA3YUA”を表示させる場合
qセットモードのDISPLAY SET画面で、^(é)ま

たは&(è)を押し、My Call項目を選びます。

w((EDIT)を押し、My Call編集画面を開きます。

e入力したい文字に該当する+〔ABC(または
123)〕を押してdを回し、1ケタ目の文字“J”
を選びます。

※+ (123)を押すごとに、数字入力と記号入

力(etc)を切り替えます。

r^ (ç)または& (å)を押してカーソルを移し、

文字を入れるケタを選びます。

t上記e～rを繰り返し、10文字(スペースも含む)以

内でコールサインを入れます。

※((SPACE)を押すと、スペース(空白)を入れます。

また、* (DEL)を押すと、文字を消去します。

なお、* (DEL)を押し続けると、カーソル位置

の文字までを連続消去します。

※入力できる文字は、下記のアルファベットと数字と
記号です。なお、数字はキーボードのテンキーから

でも入力できます。
※)(WIDE)を押すごとに、画面サイズを“ワイド”
または“ノーマル”と切り替えます。

yすべての文字を入力したあと を押すと、

編集内容を登録します。

EXIT/SET

機能選択キー�

ABCABC

入力文字一覧�

A  B C D E F G H  I  J  K L M
N O P Q R S T U V W X Y Z

123123 1  2  3  4  5  6  7  8  9  0  

ー／ ． �etcetc
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15-1 前面パネルの接続

¡ヘッドホンジャック�¡ELEC-KEY(エレクトロニックキーヤー)ジャック�

¡マイクコネクター� ¡スタンド�

HM-36(別売品)�
ハンドマイクロホン�
�

SM-20(別売品)�
スタンドマイクロホン�
�

内蔵のエレクトロニックキーヤーを使用するときはパドルを�
接続します。�

dash

dot

com

q

w

e

r

t

y

u

i
qMIC（マイク入力)�
※マイク入力端子には、約8Vの電圧が重畳されていますので�
　ご注意ください。�
　マイクには当社指定(上記参照)のマイクロホンをご使用くだ�
　さい。�

w+8V（8V/最大10mAの出力)�

eMIC U/D（アップ/ダウン)�
rSQL S（スケルチが開いたときグランドレベルになる)�
tP.T.T

yGND（P.T.Tのアース)�

uGND（マイクのアース)�
iAF OUT（AFツマミに連動したAF出力)

■コネクター接続図（前面パネルの正面から見た図）�

適合インピーダンスは8～
16Ωです。�
ヘッドホンの出力は、8Ω
負荷で5mWとなるように�
設計しています。�
使用する市販品のヘッドホ�
ンによっては、音量が大き�
く異なりますのでご注意く�
ださい。�

指をかけて脚を出してください。卓上な�
どに設置した場合、見やすくなります。�

SWR

S

COMP
ALC

Po
0

10

10

25 50
100

201
0

1.5 2 3

1
5 9 + 20 + 40

+ 60dB

dB

TIMER

POWER

TRANSMIT

PHONES

ELEC-KEY

MIC

TUNER MONITOR NB NR

AF BAL NRRF/SQL

MIC GAIN RF POWER COMP KEY SPEEDBK-IN DELAY

NOTCH

PBT CLR

LOCKTX

RX

NOTCH

TWIN PBT

CW PITCH

F-1

SSB

F-2 F-3 F-4 F-5
REC/PLAY LOCK/SPEECH

RIT/ TX

TXRIT CLEAR

CW/RTTY AM/FM FILTER EXIT/SET

SPLIT

MP-W MP-R

DUAL
WATCH

VFO/
MEMO

MAIN/
SUB

CHANGE

1.8 1 3.5 2 7 3

10 4 14 5 18 6

21 7 24 8 28 9

GENE・� 50 0 F-INP
ENT

▲�

▼�

MW

M-CL

TS

XFC

SCOPESCOPE VOICEVOICE MEMORYMEMORY SCANSCAN

BW 2.4k SFT

VFOVFO FIL2USB

qw:pp

1

--. ---. --

--. ---. --

TXTX

VFOVFO

1

USBUSB FIL2
i756PROˆ

HF/50MHz  TRANSCEIVER

COMPCOMP
OFFOFF
WIDEWIDE

VOXVOX
OFFOFF

AGCAGC
MIDMID

ATTATT
0FF0FF

P.AMPP.AMP
1

METERMETER
PoPo

ANTANT
1

0

qr.qpp.pp

qr.qpp.pp
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15-2 後面パネルの接続

¡ANT 1(HF/50MHz用)�
　コネクター         (�P90、91)

HF/50MHz帯用アンテナを接続します。�
整合インピーダンスは50Ωです。�

¡ANT 2(HF/50MHz用)�
　コネクター　　　(�P90、91)

HF/50MHz帯用アンテナを接続します。�
整合インピーダンスは50Ωです。�

¡DC13.8V(電源)コネクター  (�P89)

+_

¡EXT SP(外部スピーカー)�
　ジャック�

SP-21�
(別売品)

4～8Ωのインピーダンスでご使用ください。�

¡ALC/SEND�
　ジャック     (�P98)

¡KEY(電鍵)ジャック�

電鍵を接続します。�

¡REMOTE(リモート)ジャック�
　　　　　　　　　　　　　　(�P94)

本機を外部から制御するジャックです。�

CT-17

¡ACC(アクセサリー)�
   (1)/(2)ソケット�
　　　　　　 (�P93)

¡GND(アース)端子�
　　　　　　(�P90)

¡TUNER(チューナー)�
   コネクター  (�P99)

¡XVERT(トランスバーター)�
   端子　        　　　 (�P8)
トランスバーターを接続します。�
出力レベルは－20dBmです。�

ロングワイヤー�
アンテナ�

¡RX ANT端子(�P90、91)

受信専用アンテナを接続します。�
整合インピーダンスは50Ωです。�

_

+

DC 13.8V / 23A以上�
の外部DC安定化電源�
を接続します。�

PS-125
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15-3 設置場所について

|放熱について

15-4 電源の接続

本機を設置する際は、下記の点にご注意ください。

q直射日光のあたる場所、高温になる場所、ホコリの

多い場所、極端に振動が多い場所への設置はさけて

ください。

wテレビやラジオの近くに設置すると、テレビやラジ

オからのノイズの影響を受けたり、TVI/BCIの原因

になりますので、できるだけ離してご使用ください。

特にテレビ側で室内アンテナをご使用の際は、アン

テナエレメントが本機に接近しないようにご注意く

ださい。

トランシーバーは長時間送信すると、放熱部の温度

がかなり高くなります。

室内で運用する場合は、特に子供や周囲の人が放熱

部に触れないようにご注意ください。

また、トランシーバーはできるだけ風通しのよい、

放熱の妨げにならない場所を選んで設置してください。

本機の電源には、DC13.8Vに安定化された外部電源

が必要です。

¡IC-756PRO : DC 13.8V / 23A以上

外部DC安定化電源は、過電流保護回路付きで、電圧

変動やリップルの少ない電源をご使用ください。

付属DC電源コード�

GND

IC-756PRODC13.8V

AC 100V�
コンセント�

AC電源コード�

PS-125
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15-5 アースの接続

15-6 アンテナについて

Å同軸ケーブルについて

感電事故や他の機器からの妨害を未然に防ぐため、

市販のアース棒や銅板などを地中に埋め、本機後面

パネルのGND端子からできるだけ太い線で最短距離

になるように接地してください。

本機の性能を十分発揮するには、整合インピーダン

スが50Ωのものを正しく調整(SWRが1.5以下)してく

ださい。

アンテナは送受信に極めて重要な部分です。性能の

悪いアンテナでは遠距離の局は聞こえませんし、こ

ちらの電波も届きません。

アンテナはアンテナメーカーから数多く発売されて

いますが、用途や設置スペースに合わせて選んでく

ださい。また、HF帯のアンテナは形状がかなり大き

く、日常の点検や台風時の防風、防雨対策を完璧に

されておくことが大切です。

同軸ケーブルの特性インピーダンスは、50Ωのもの

をご利用ください。

同軸ケーブルは各種ありますが、できるだけ損失の

少ない太いケーブルを、できるだけ短くなるように

接続してください。

本機との接続には、M型同軸コネクターを使用し、確

実に接続してください。

¡アースの接続�

GND
rご注意q

ガス管、配電管など�

は大変危険ですか�

ら、絶対にアースと�

して使用しないでく�

ださい。　　　　　�

IC-756PRO

約30mm

10mm

カップリング�

前ハンダ��
10mm

ハンダ付け�
�

ハンダを流し込む�

1～2mm

網組線�前ハンダ�

ナイフ、カッター等で外皮を切り�
前ハンダがしやすいように外皮を�
抜き取ってしまわずに、12～13mm
の間を開けておく。�

外皮を抜き取り、前ハンダした網�
組線を10mm程残して切り取り、内�
部絶縁体を1～2mm残して切りとる。�
心線にも前ハンダをしておく。�

心線をコネクターに通し、図のよ�
うにハンダ付けをする。�

カップリングを図のようにコネク�
ターのネジを越えるまではめ込ん�
でおく。�

心線�

¥前ハンダ�
  コネクター部でハンダ付けがしやすく�
  なるようにうすくハンダ付けしておく�
  部分です。�
�

¥ナイフ、カッター等を使用するときは、�
  網組線、内部絶縁物等にキズをつけな�
  いように注意してください。�

カップリングは先に�
ケーブルに通しておく�

¡M型同軸コネクターの取り付けかた�
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15-6 アンテナについて(つづき)

ıアンテナの接続と切り替えについて 本機のアンテナコネクターはHF/50MHz帯用の

ANT1とANT2、受信専用のRX ANTコネクターの3

系統あります。

切り替えたアンテナの状態をバンドごとに記憶する

(Auto)ように、アンテナセレクト機能を初期設定

(�P15)していますが、セットモードのOTHERS

SET画面(�P79、82：12項)で運用バンドやアンテナ

システムに応じて運用形態を選択できます。

※別売品の外部アンテナチューナー(AH-4)を使用す
るときは、ANT1コネクターに接続してください。

+(ANT)

aアンテナセレクト機能が“Auto”の場合

sアンテナセレクト機能が“Manual”の場合

dアンテナセレクト機能が“OFF”の場合

すべてのアンテナコネクターにアンテナを接続でき、

バンドを切り替えるだけでアンテナを自動制御します。

+ (ANT)で切り替えたアンテナの状態をバン

ドごとに記憶するので、次回からバンドを切り替え

るだけで、アンテナも切り替わります。

※+ (ANT)でANT1を選択時に、キーを長く

(約1秒)押すと、ANT1を送信専用、RX ANTを受

信専用として運用できます。なお、ANT2も同様

に操作して設定できます。

r使用例q

ANT1に3.5/7MHz帯のアンテナ、ANT2に21/28/

50MHz帯のアンテナを接続すると、バンドを切り替

えるだけでアンテナも自動的に切り替えます。

すべてのアンテナコネクターにアンテナを接続でき

るが、アンテナは手動切り替えになります。

バンドを切り替えるたびに、+ (ANT)を押し

てアンテナを手動で切り替えて運用します。

r使用例q

ANT1に別売品の外部アンテナチューナーとHF帯の

アンテナ(ワイヤーアンテナなど)を接続し、ANT2

に50MHz帯の八木アンテナなどを接続しておけば、

外部アンテナチューナーをとおしてHF帯の運用、八

木アンテナで50MHz帯の運用ができます。

ANT1コネクターだけが使用できます。

+(ANT)は無効となり、ANT2とRX ANT(受

信専用)コネクターは使用できません。

3.5/7MHz帯�21/28/50MHz帯�

ANT 1ANT 2

受信専用アンテナ�

RX ANT

HF帯�50MHz帯��

ANT 1ANT 2
AH-4

RX ANT

受信専用アンテナ�
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15-7 データ通信(AFSK)機器の接続 データ通信(AFSK)に必要なTNC(Terminal Node

Controller)などは、下図のように接続してください。

TNCの接続は、後面パネルのACC(1)ソケット、ま

たは前面パネルのMICコネクターを使用します。

なお、接続の際には使用する外部機器の取扱説明書

をよくお読みください。

1

2

3
4
5

6

7

8

(前面パネルの�
正面から見た図)

(後面パネルの�
正面から見た図)

A

B

C

D｠※1
E

F｠※2

1

2

3

4 5

6 7

8

A
B

C
D

E
F｠※2

※1：VOX機能で送受信を切り�
　　替える場合は不要です。�
　　外部機器の取扱説明書にし�
　　たがってください。�
※2：スケルチラインの接続は、�
　　外部機器の取扱説明書にし�
　　たがってください。�

¡ACC(1)に接続�
　する場合�

¡MICコネクターに�
　接続する場合�

TNC

パーソナルコンピューター�

RS-232C

A

B

C

D

※2｠F
E

AFSK出力�

AF入力�
PTT
GND
スケルチ入力�

¡TNC使用時�

¡パソコンソフト使用時�

シリアルポ－ト、パラレルポート、スピー�
カージャック、マイクジャック、ライン入�
出力ジャックなどに接続します。�
詳細は、ご使用になるパソコンソフトに�
添付の取扱説明書をご覧ください。�

オーディオ出力�

オーディオ入力�

PTT

GND

A

B

C

D

15-8 RTTY通信(FSK)機器の接続 RTTY運用に必要なTNCやパーソナルコンピューター

などは、下図のように接続してください。

なお、デモジュレーターはオーディオ入力で動作し、

受信トーンは2125Hz(または1275/1615Hz)、シフト

幅は170Hz(または200/425Hz)であれば使用できます。

※受信トーンとシフト幅は、セットモードのOTHERS

SET画面(�P79、82：13、14項)で設定できます。

1

2

3

4 5

6 7

8

(後面パネルの�
正面から見た図)

¡TNC使用時�

¡パソコンソフト使用時�

TNC パーソナルコンピューター�

RS-232C
RTTY出力�

オーディオ入力�

RTTY

AF

GND

PTTSEND

GND

シリアルポ－ト、パラレルポート、スピーカー�
ジャック、マイクジャック、ライン入出力ジャ�
ックなどに接続します。�
詳細は、ご使用になるパソコンソフトに添付�
の取扱説明書をご覧ください。�

ACC(1)

1

2

3

4 5

6 7

8

(後面パネルの�
正面から見た図)

RTTY

AF

GND

SEND

ACC(1)

RTTY出力�

オーディオ入力�

PTT

GND
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|ACCソケットについて

8PIN

(後面パネルの正面から見た図�)

7PIN

(後面パネルの正面から見た図�)

■�ACC(1)ソケットの規格��� 端子番号と名称� 接　続　内　容� 規　　　　　格�

H レ　ベ� ル：�2.4V以上�
L レ　ベ　ル�：�0.6V以下�
流　出　電　流�：�2mA以下�

送　信　電　圧�：－�0.5～＋�0.8V
流　出　電　流�：�20mA以下�
送信時流入電流�：�200mA以下�

ACC(2)の�PIN 3と並列接続�

ACC(2)の�PIN 2と並列接続�

インピーダンス：�10kΩ�
入　力　感　度：�100mV(RMS)

インピーダンス：�4.7kΩ�
入　力　感　度：�100～�300mV(RMS)

ス�ケ�ル�チ�OFF：�5mA流入時�、�0.3V以下�
ス�ケ�ル�チ�ON ：�100μA流出時�、�6.0V以上�

出　力　電　流：�1A以下�
ACC(2)の�PIN 7と並列接続�

インピーダンス：�10kΩ以上�
入　力　感　度：－�4～�0V
ACC(2)の�PIN 5と並列接続�

qRTTY

eSEND

rMOD

tAF

ySQL S

u13.8V�

iALC

RTTYシフト制御用入出力端子�

アース端子�wGND

本機と外部機器を連動して送信状態にする�

入出力端子�

(送信時グランドレベル�)

変調回路への入力端子�

AFツマミに関係しない受信検波の出力�
端子�

スケルチ�OFF[RX(受信�)表示�LED点灯�]、�
ON(消灯�)状態の出力端子�(スケルチ�OFF
時グランドレベル�)

POWERキーに連動した�13.8Vの出�力端子�

外部からの�ALC入力端子�

q8V

wGND
eSEND

rBAND

tALC

yTRV

u13.8V

外部機器のバンド切り替え用基準電圧出�
力端子�

ACC(1)の�PIN 2と同じ�

ACC(1)の�PIN 3と同じ�

外部機器のバンド切り替え用出力電圧端�
子�

ACC(1)の�PIN 8と同じ�

ACC(1)の�PIN 7と同じ�

出　力　電　圧�：�8V±�0.3V
出　力　電　流�：�10mA以下�

ACC(1)の�PIN 2と同じ�

ACC(1)の�PIN 3と同じ�

ACC(1)の�PIN 8と同じ�

ACC(1)の�PIN 7と同じ�

出　力　電　圧�：�0～�8.0V

規　　　　　格�接　続　内　容�端子番号と名称�■�ACC(2)ソケットの規格���

1

2

3

4 5

6 7

8

1

2

3

4 5

6 7

インピーダンス：10kΩ以上�
入　力　電　圧：2～13.8V

トランスバーターの切り替え�

�



|CI-Vの基本フォーマットについて

(1)コントローラー(パソコン)➡トランシーバー(IC-756PRO シリーズ)

q w e r t y u

(2)トランシーバー➡コントローラー

q w e r t y u

qプリアンブル　　　　　　：データのはじめに挿入する同期用コードで、16進の“FE”を2回送出します。

w受信アドレス IC-756PRO シリーズのアドレスは“64(16進)”とし、コントローラーは“E0”と

e送信アドレス　} したときの例を示しています。

rコマンド　　　　　　　　：コントロールできる機能を16進2ケタのコマンドとしています。

tサブコマンド　　　　　　：コマンドの補足命令として16進2ケタを用います。

yデータエリア　　　　　　：周波数データなどをセットするエリアで、データより可変長とします。

uポストアンブル　　　　　：メッセージの終わりを示すコードで、16進の“FD”とします。
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15-9 REMOTE(リモート)ジャックについて

|コンピューターの接続

|CI-Vのデータ設定について

本機にパーソナルコンピューターを接続することに

より、周波数や運用モード、VFO/メモリー状態など

をコントロールできます。

コ ン ト ロ ー ル は 、 ICOM Communication

Interface V(CI-V：シーアイ・ファイブ)によるシリ

アル方式で行われます。

別売品のCT-17(CI-Vレベルコンバーター)を使用す

ることにより、RS-232Cタイプのシリアルポートを

持つパーソナルコンピューターが接続でき、外部コ

ントロールを楽しめます。

※パーソナルコンピューターでアイコムのトランシー
バーを制御する方法は、CT-17の取扱説明書およ

びCI-Vシステム解説書(有料)がありますので、弊社

各営業所サービス係にお問い合わせください。

※パーソナルコンピューターで本機をコントロールで
きる機能(コマンド)については、次ページをご覧く

ださい。

CI-Vシステムを利用して外部コントロールするとき、

本機のアドレス、ボーレート、トランシーブ“ON/

OFF”のデータが必要になります。
これらのデータは、セットモードのOTHERS SET画

面(�P79、83：28～31項)ですべて設定できます。

IC-756PRO
電源ケーブル�
DC9～15V

パーソナル�
コンピューター�

ct- 17

BC-25
(別売品)

ミニプラグケーブル�

¡CI-Vの接続�

プリアンブル 受　　信

アドレス

送　　信

アドレス

コマンド サ　　ブ

コマンド

ポスト

アンブル

データエリア

F DF××××××××××××0E46EFE

プリアンブル 受　　信

アドレス

送　　信

アドレス

コマンド サ　　ブ

コマンド

ポスト

アンブル

データエリア

F DF××××××××××××460EEFE
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15-9 REMOTE(リモート)ジャックについて(つづき)

|コマンド一覧表

コマンド サブ 動　　　　　作

13 00 音声合成のアナウンス(Sレベル＋周波数＋モード)の設定

01 音声合成のアナウンス(Sレベル＋周波数)の設定

02 音声合成のアナウンス(モード)の設定

14 01 AFゲインの設定 ※0=最小～255=最大

(注1) 02 RFゲインの設定 ※0=最小(CCW)～255=最大(11時)

03 SQLレベルの設定 ※0=最小(11時)～255=最大(CW)

06 NRレベルの設定 ※0=最小～255=最大

07 TWIN PBT(内側)の設定

08 TWIN PBT(外側)の設定

09 CW PITCHのレベル設定 ※0=低音～255=高音

0A RF POWERの出力設定 ※0=最小～255=最大

0B MICゲインのレベル設定 ※0=最小～255=最大

0C KEY SPEEDのレベル設定 ※0=遅い～255=速い

0D NOTCHの設定 ※0=下側に移行～255=上側に移行

0E COMPのレベル設定 ※0=最小～255=最大

0F BK-INディレイタイムの設定 ※0=短い～255=長い

10 BALのレベル設定
※0=MAIN強調～128=センター～255=SUB強調

15 01 スケルチの状態(Open/Close)の読み込み

02 Sメーターレベルの読み込み

16 02 プリアンプの設定
(注1) ※0=OFF、1=P.AMP 1、2=P.AMP 2

12 AGCの設定 ※1=FAST、2=MID、3=SLOW

22 NBの設定 ※0=OFF、1=ON

40 NRの設定 ※0=OFF、1=ON

41 AUTOノッチの設定 ※0=OFF、1=ON

42 TONEの設定 ※0=OFF、1=ON

43 TSQLの設定 ※0=OFF、1=ON

44 COMPの設定 ※0=OFF、1=ON

45 MONITORの設定 ※0=OFF、1=ON

46 VOXの設定 ※0=OFF、1=ON

47 BK-INの設定
※0=OFF、1=SEMI BK-IN、2=FULL BK-IN

48 MANUALノッチの設定 ※0=OFF、1=ON

49 RTTYフィルターの設定 ※0=OFF、1=ON

19 00 本機のIDコードを読み込む

1A 00 M-CHの内容設定

(注1) 01 バンドスタッキングレジスターの内容設定 (�P96参照)

02 メモリーキーヤーの内容設定 (�P96参照)  (注2)

03 選択しているフィルター幅の設定
※0=50Hz～40/31=3600/2700Hz

04 選択しているAGC(時定数)の設定
※0=OFF、1=0.1/0.3sec.～13=6.0/8.0sec.

05 01 SSB送信音質(低音)の設定 ※0=最小～10=最大

02 SSB送信音質(高音)の設定 ※0=最小～10=最大

03 MONITORゲインの設定 ※0=最小～255=最大

04 CWサイドトーン音量の設定 ※0=最小～255=最大

05 CWサイドトーン音量リミットの設定 ※0=OFF、1=ON

06 ビープ音の設定 ※0=最小～255=最大

07 ビープ音のリミット設定 ※0=OFF、1=ON

08 LCDコントラストの設定 ※0=0%～255=100%

09 LCD輝度の設定 ※0=0%～255=100%

10 LCD水平同期信号の設定 ※0=1～7=8

11 バックライトの設定 ※0=1～7=8

12 LCDタイプの設定
※0=A、1=B、2=C、3=D、4=E、5=F、6=G、7=H

13 LCD表示書体の設定 ※0=Basic1、1=Basic2、
3=Pop、4=7seg、5=Italic1、6=ltalic2、7=Classic

14 メモリーネーム機能の設定 ※0=OFF、1=ON

15 ネームの設定 ※10文字(�P96参照)

16 タイマーの設定 ※0000～2359

17 パワーONタイマーの設定 ※0000～2359

コマンド サブ 動　　　　　作

00 周波数データの設定(トランシーブ)

01 XX モードデータの設定(トランシーブ)

02 バンドエッジ周波数の読み込み

03 表示周波数の読み込み

04 表示モードの読み込み

05 周波数データの設定

06 00 LSBモードの設定

01 USBモードの設定

02 AMモードの設定

03 CWモードの設定

04 RTTYモードの設定

05 FMモードの設定

07 CW-Rモードの設定

08 RTTY-Rモードの設定

07 VFO状態にする

B0 MAIN VFOとSUB VFOを入れ替える

B1 MAIN VFO=SUB VFOの設定

C0 デュアルワッチを“OFF”にする

C1 デュアルワッチを“ON”にする

D0 MAIN VFOの設定

D1 SUB VFOの設定

08 メモリー状態にする
XX M-CHの設定 ※1～99、P1(0100)、P2(0101)

09 メモリーへの書き込み

0A メモリーからVFOへの転送

0B メモリークリア

0E 00 スキャンストップ

01 プログラム/メモリースキャンのスタート

02 プログラムスキャンのスタート

03 ∂Fスキャンのスタート

12 ファイン・プログラムスキャンのスタート

13 ファイン・∂Fスキャンのスタート

22 メモリースキャンのスタート

23 セレクトメモリースキャンのスタート
A1～A7 ∂Fスキャン用スパン範囲の設定 (A1=±5kHz、

A2=±10kHz、A3=±20kHz、A4=±50kHz、
A5=±100kHz、A6=±500kHz、A7=±1MHz)

B0 セレクト指定を“OFF”にする

B1 セレクト指定を“ON”にする

D0 スキャンレジューム(�P72)を“OFF”にする

D3 スキャンレジューム(�P72)を“ON”にする

0F 00 スプリットを“OFF”にする

01 スプリットを“ON”にする

10 00 TSを10Hz(1Hz)ステップにする

01 TSを100Hzステップにする

02 TSを1kHzステップにする

03 TSを5kHzステップにする

04 TSを9kHzステップにする

05 TSを10kHzステップにする

06 TSを12.5kHzステップにする

07 TSを20kHzステップにする

08 TSを25kHzステップにする

11 00 ATTを“OFF”する

(注1) 06 ATTをON(6dB)する

12 ATTをON(12dB)する

18 ATTをON(18dB)する

12 00 ANTコネクター1の選択　　※0=RX ANT OFF、1=ON

(注1) 01 ANTコネクター2の選択　　※0=RX ANT OFF、1=ON

0=上側を狭くする～128=セン
ター～255=下側を狭くする
(IFシフト時は内側のみ有効)
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15設置と接続

(注1)書き込み以外に、読み込みも可能です。
(注2)カウンターを挿入するときは、他のチャンネルのカウンターを

クリアしてから挿入してください。

コマンド サブ 動　　　　　作

1A 05 64 DSPフィルタータイプの設定
(注1) ※0=SSB:sharp CW:sharp、1=SSB:sharp CW:soft、

2=SSB:soft CW:sharp、 3=SSB:soft CW:soft

65 クイックRIT/∂TXのクリア設定 ※0=OFF、1=ON

66 SSB/CW周波数シフト機能の設定 ※0=OFF、1=ON

67 CWモードのキャリアポイント設定
※0=LSB、1=USB

68 外部キーパッドの設定 ※0=OFF、
1=KEYER SEND、2=VOICE PLAY(TX)、3=Auto

69 NBレベルの設定 ※0=最小～255=最大

06 DATAモードの設定 ※0=OFF、1=ON

07 SSB送信帯域幅の設定 ※0=WIDE、1=MID、2=NAR

1B 00 レピータ用トーン周波数の設定

(注1) 01 トーンスケルチ用トーン周波数の設定

1C 00 送受信の切り替え ※0=受信、1=送信

(注1)

コマンド サブ 動　　　　　作

1A 05 18 パワーOFFタイマーの設定 ※5=5～120=120

(注1) 19 マーカー機能の設定 ※0=OFF、1=ON

20 ビープ音の設定 ※0=OFF、1=ON

21 ビープ音(バンドエッジ)の設定 ※0=OFF、1=ON

22 RF/SQLツマミの機能設定
※0=Auto、1=SQL、2=RF+SQL

23 クイックデュアルワッチ機能の設定 ※0=OFF、1=ON

24 クイックスプリット機能の設定 ※0=OFF、1=ON

25 スプリットオフセット機能(HF)の設定
※-4.000～+4.000MHz (�右記参照)

26 スプリットオフセット機能(50M)の設定
※-4.000～+4.000MHz (�右記参照)

27 スプリットロック機能の設定 ※0=OFF、1=ON

28 AUTOチューン機能の設定 ※0=OFF、1=ON

29 PTTチューン機能の設定 ※0=OFF、1=ON

30 ANTセレクト機能の設定
※0=OFF、1=Manual、2=Auto

31 RTTYマーカー周波数の設定
※0=1275Hz、1=1615Hz、2=2125Hz

32 RTTYシフト幅の設定
※0=170Hz、1=200Hz、2=425Hz

33 RTTYキーイング極性の設定
※0=Normal、1=Reverse

34 RTTYデコードのUSOS設定 ※0=OFF、1=ON

35 RTTY改行コードの設定
※0=CR,LF,CR+LF、1=CR+LF

36 音声合成の発声言語の設定 ※0=英語、1=日本語

37 音声合成の発声スピードの設定 ※0=遅い、1=速い

38 Sメータレベルのスピーチ設定 ※0=OFF、1=ON

39 メモリーパッドチャンネルの設定 ※0=5ch、1=10ch

40 メインダイヤルのオートTS設定
※0=OFF、1=LOW、2=HIGH

41 マイクU/Dスピードの設定 ※0=遅い、1=速い

42 CI-Vトランシーブの設定 ※0=OFF、1=ON

43 CI-V 731モード(周波数データ)の設定 ※0=OFF、1=ON

44 送信電波スコープ表示機能の設定 ※0=OFF、1=ON

45 スコープピークホールド機能の設定 ※0=OFF、1=ON

46 ボイスメモリーモニター機能の設定 ※0=OFF、1=ON

47 001数字による略語化の設定 ※0=Normal、
1=190→ANO、2=190→ANT、3=90→NO、4=90→NT

48 001トリーガチャンネルの設定 ※1=M1～4=M4

49 001カウンター値の設定 ※1～9999

50 メモリーキーヤー送出時のリピート時間設定
※1=1sec.～60=60sec.

51 ドット/ダッシュのウエイト長の設定
※28=1:1:2.8～45=1:1:4.5

52 送信電波がエンベーロープ(定格出力になるまで)の時間設定
※0=2msec、1=4msec、2=6msec、3=8msec

53 パドル極性の設定
※0=Normal、1=Reverse

54 キーヤータイプの設定
※0=Straight、1=BUG-KEY、2=ELEC-KEY

55 MIC U/Dをパドル代用の設定 ※0=OFF、1=ON

56 SCANスピードの設定 ※0=遅い、1=速い

57 SCANレジュームの設定 ※0=OFF、1=ON

58 VOXゲインの設定 ※0=最小～255=最大

59 アンチボックスゲインの設定 ※0=最小～255=最大

60 VOXディレイタイムの設定
※0=0.0sec.～20=2.0sec.

61 RTTYフィルター使用時の通過帯域幅の設定
※0=250Hz、1=300Hz、2=350Hz、3=500Hz、4=1kHz

62 RTTYツインピークフィルターの設定
※0=OFF、1=ON

63 タイマー機能(有効/無効)の設定 ※0=OFF、1=ON

コード バンド 周波数範囲(MHz)

01 1.8 1.800000～ 1.999999

02 3.5 3.400000～ 4.099999

03 7 6.900000～ 7.499999

04 10 9.900000～10.499999

05 14 13.900000～14.499999

06 18 17.900000～18.499999

07 21 20.900000～21.499999

08 24 24.400000～25.099999

09 28 28.000000～29.999999

10 50 50.000000～54.000000

11 GENE 上記以外

キャラクタ ASCIIコード 説　　明
0～9 30～39 数字
A～Z   41～5A   英字
a～z 61～7A 英字
スペース 20 スペース(文章末尾以降はデータ無しと同じ)

/ 2F 記号
? 3F 記号
, 2C 記号
. 2E 記号
^ 5E 記号 (�P32参照)
＊ 2A コンタクトナンバーの挿入(何れかの1CHに設定する)

コード 呼び出し番号
01 1(最上位)
02 2

03 3(最下位)

コード チャンネル番号
01 M1

02 M2

03 M3

04 M4

キャラクタ ASCIIコード 説明
0～9 30～39 数字
A～Z 41～5A 英字
a～z 61～7A 英字
スペース 20 スペース
ー 2D 記号

. 2E 記号
/ 2F 記号

¡バンド、周波数、バンドスタッキングレジスターコード表

呼び出し順位

¡メモリーキーヤーの
チャンネルコード表

¡メモリーキーヤーの入力文字コード表

¡メモリーネームの入力文字コード表

1k
H

z(
0~

9)

10
0k

H
z(

0~
9)

10
kH

z(
0~

9)

1M
H

z(
0~

4)

シ
フ
ト
方
向

00
＝
＋
方
向

01
＝
ー
方
向

10
M

H
z(

0)
固
定

10
0H

z(
0)
固
定

X     0     X     X     0    X       XX

¡FMスプリット周波数(HF/50MHz)のセット

バンドスタッキングの内容を設定
/読み込みには、左記を参照して、
周波数帯コードと、上記の呼び出
しコードを併せて入力します。
【例】21MHz帯で運用で古い情報

(最下位)を指定するときは、
｢0703｣と入力します。

FMスプリット周波数は、左記のデータに
従って設定/読み込みを行ってください。

wq e r



16 別売品の取り付けと操作のしかた

97

UT-102 音声合成ユニット

IC-PW1
HFオールバンド＋50MHz/1kWリニアアンプ

AH-2b(AH-4用)
車載用アンテナエレメント/ベース

AH-4
外部HFオートマチック
アンテナチューナー

HM-36
アップ/ダウンスイッチ付き
ハンドマイクロホン

SM-20
アップ/ダウンスイッチ付き
高級スタンドマイクロホン

16-1 別売品一覧表

CT-17
CI-Vレベルコンバーターユニット

CT-16
サテライト通信用
インターフェイスユニット

SP-21
外部スピーカー

PS-125
DC POWER SUPPLY

DC 13.8V 25A
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16-2 リニアアンプについて

|その他のリニアアンプの接続

リニアアンプにアイコムのIC-PW1をご使用の場合

は、下記のように接続してください。

運用方法は、IC-PW1の取扱説明書をご覧ください。

IC-PW1以外(他社製)のリニアアンプを接続する場合

は、下記のように接続してください。

アンテナへ�

ANT

ACC-1

IC-PW1付属ACCケーブル�

IC-PW1付属ミニプラグケーブル�

IC-PW1付属同軸ケーブル�

ANT 2 ACC (2)ANT 1 REMOTE

REMOTE

INPUT1

INPUT2

GND

GND

接地�
IC-PW1 IC-756PROAC100または�

200Vコンセントへ�

※必要があれば�
　INPUT2も接�
　続する�

¡IC-PW1の接続�

RF OUTPUT RF INPUT

ALC

SEND

SENDALC

アンテナ� 同軸ケーブル�

他社製リニアアンプ�

GND

接地�

GND

¡IC-PW1以外の接続�

IC-756PRO

(注1)SEND(送受信切り替え回路)端子のリレー接点容量は、DC16V/0.5A以下です。

リニアアンプのSEND端子が上記の容量を超えるときは、外部リレーを中継して接続してください。

(注2)リニアアンプのALC出力レベル範囲は、0～－4Vに調整できるものが最適です。

この範囲以外のリニアアンプについては、ALCが正常に動作しないこともあり、異常発振を起こしたりして

ひずみが発生し、定格出力が出ない場合がありますのでご注意ください。
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16-3 外部アンテナチューナーについて

ÅAH-4の接続

ıAH-4の操作

|PTTスタート動作について

別売品のAH-4は、旧モデルに比べ小型化(幅：172×

高さ：69.5×奥行き：230mm)したにもかかわらず、

AH-2b(別売品)使用時は7～50MHz帯までを確実に

整合し、HF帯の大部分をカバーします。

※7m以上のロングワイヤーアンテナを使用すると
3.5MHz帯も使用できます。ただし、1.9MHz帯は

使用できません。

q本機の電源を入れて+(ANT)を押し、ANT1

を選びます。このとき、内蔵のアンテナチューナー

はスルー状態になり、機能選択ガイド表示に(EXT)

が追加表示(�P15)されます。

wyを短く押すごとに、AH-4のアンテナチュー

ナーが“ON/OFF(スルー)”します。

アンテナチューナーを“ON”にすると、キーボタン

のLEDが点滅して送信出力を自動的に“10W”にし、

チューニング(整合)動作をします。

※キーボタンのLEDが点滅している間は、周波数や運
用モードを変更しないでください。

※アンテナチューナーが“ON”の状態で運用バンドや

周波数を変更した場合は、必ずyを長く(約

1秒)押して強制チューニングをしてください。

eチューニングを完了すると、キーボタンのLEDが

点滅から点灯に変わります。

※チューニング時間は、平均2～4秒間で動作を完了
しますが、チューニングがとれないときは、キーボ

タンのLEDが消灯して外部アンテナチューナーは

スルー状態になります。

セットモードの｢アンテナチューナーのPTTスタート

動作の設定｣項目を“ON”にしておけば、HF帯で周波

数を移動して送信したときに、自動的に強制チュー

ニングの動作をします。

PTTスタート動作の“ON/OFF”設定は、セットモー

ドのOTHERS SET画面(�P79、82：11項)で設定で

きます。

同軸ケーブル�

コントロールケーブル�

IC-756PRO

AH-4

ロングワイヤーアンテナ�

必ずアースを取ってください�

GND

【ご注意】AH-4の同軸ケーブルは、必ずANT 1端子に接続してください。�

ANT 1

¡AH-4の接続�

TUNER

GND

rご注意q

チューニングがとれない場合は、アンテナエレメントの
長さ、および接続などをもう一度点検してください。

また、アンテナエレメントが周波数の1/2波長、および
その整数倍に対しては、マッチングはとれないのでご注
意ください。

+(ANT)y
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16-4 分解手順

キャリングハンドル�

上カバー�

下カバー�

シールドカバー�

シールドカバー�

¡キャリングハンドルのはずしかた�

¡上下カバーのはずしかた�

¡シールドカバーのはずしかた�

POWERキーを長く(約1秒)押して電源を切り、本機

に接続しているDC電源コードおよび他の接続コード

もはずしておきます。

q左側面のキャリングハンドルを取り付けている2本

のネジと、上カバーを取り付けている11本のネジ

をはずします。

w上カバー内部のシールドカバーを取り付けている

11本のネジをはずします。

e下カバーを取り付けている6本のネジをはずします。

r下カバー内部のシールドカバーを取り付けている

6本のネジをはずします。
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ヒューズ(5A)

PAユニット�

FILTERユニット�

CTRLユニット�

TUNERユニット�

リチウム電池�
CR-2032

DSPユニット�

J3502/UT-102�
音声合成ユニット�
取り付け位置�

MAINユニット�
PLLユニット�

RFユニット�

SPCH：音声合成用�
プリセットボリューム�

16-5 内部について

|上カバー内

|下カバー内
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16-6 UT-102(音声合成ユニット)について UT-102は、従来の周波数と運用モードに加え、S

メーターレベルも発声し、日本語と英語の切り替え、

発声スピードの切り替えもできます。

q分解手順(�P100)にしたがって、下カバーをはず

します。

wUT-102に付いているスポンジの薄紙をはがし、

MAINユニットのJ3502(8ピン/�P101)にUT-102
を差し込んで、基板に貼り付けます。

e下カバーを元どおりに取り付けます。

|操作のしかた
セットモードのOTHERS SET画面(�P79、82：18

～20項)で、音声合成の発声言語、発声スピード、発

声内容を変更できます。

q を長く(約1秒)押すごとに、表示周波

数(またはSメーターレベルと表示周波数)をアナウ

ンスします。

wµのいずれかを押すごとに、運用モードをア

ナウンスします。

なお、アナウンスの音量は、MAINユニットの音声

合成用プリセットボリューム(�P101)で調整でき

ます。

LOCK/SPEECH
J3502UT-102

UT-102

MAINユニット�
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使用するアンテナの型式を記入してく�
ださい。�

100W�

13.0    V

A3　　 数値演算型低電力変調�

終
段
管�

名 称 個 数 �

電 圧 �

変 調 の 方 式 �

22 ｠ 工 事 設 計 �

変 更 の 種 類 �

定 格 出 力 �

発 射 可 能 な �

電波の型式、�

周波数の範囲�

送信空中線の型式�

技術基準適合証明番号�

その他の工事設計�

取 替  増 設  撤 去  変 更� 取 替  増 設  撤 去  変 更�取 替  増 設  撤 去  変 更�

第3送信機�第2送信機�第1送信機�

A 有（誤差　  ）B 無�周波数測定装置�

電波法第３章に規定する条件に合致している� 添付図面� □送信機系統図�

1.9M

3.5M

3.8M

  100

  100

  100

A1    ,        ,        ,         ,

A1    , A3  , A3J,  F1   ,

A1    , A3  , A3J,         ,

A1    ,        ,        ,         ,

, 〕�A1    , A3  , A3J,  F1   ,

周波数帯�空中線電力�　 電 波 の 型 式 　 �

21　希望する周波数の範囲、空中線電力、電波の型式�

,

,

,
,

,
,

,

,
,

, 〕�
�〕�
�〕�
〕�
�

〕�
�

A1    , A3  , A3J,  F1   ,

, , 〕�
�

A1    , F1  ,        ,          ,

,

A3J   数値演算型平衡変調�
F3     数値演算型周波数変調�

A1          　　           1.9MHz帯�

A1,A3,A3J,F1              3.5MHz帯�

A1,A3,A3J                   3.8MHz帯�

(A1,A3J           3,747～3,754kHz)�

A1                                      4,630kHz�

A1,A3,A3J,F1                7MHz帯�

A1,F1                              10MHz帯�

A1,A3,A3J,F1               14MHz帯�

A1,A3,A3J,F1               18MHz帯�

A1,A3,A3J,F1               21MHz帯�

A1,A3,A3J,F1               24MHz帯�

A1,A3,A3J,F1,F3         28MHz帯�

A1,A3,A3J,F1,F3    50MHz帯�

本機は技術基準適合証明を受けた「技適証明送受信機」ですから、免許申請書類のうち「無線局事項書及び工事設計�

書」は、下記の要領で記入してください。�

 18M

 21M

  100

  100

A1    , A3  , A3J,  F1   ,

A1    , A3  , A3J,  F1   ,

A1    , A3  , A3J,  F1   ,

, 〕�
�

A1    , A3  , A3J,  F1   , F3

,

,

,
,

,

,

,
,

〕�
�〕�
〕�
�

〕�
, , 〕�A1    , A3  , A3J,  F1   , F3

,

|保証認定の記入例�
付属装置(TNCやRTTY)を付ける場合は、非技適証明送受信�

機になりますので、保証認定を受けてください。�

使用する付属装置の諸元を必ず確認し、「名称」「方式・規格」�

を記入してください。�

名　称�

パケット通信装置�

RTTY装置�

組合わせて使用�
する送信機番号�方　式 ・ 規　格�

例：1

例：2

4630k

  7M

   10M

   14M

 24M

 28M

 50M

  100

  100

  100

  100

  100

  100

  100

2SC5125×2

¡IC-756PRO の場合�

¡方式  AFSK       �
™通信速度  1200ボー�
£周波数偏移幅  ±500Hz�
¢副搬送波周波  1700Hz
∞符号構成  5単位�

¡方式  FSK          �
™通信速度  45.5ボー�
£周波数偏移幅  ±85Hz�
¢副搬送波周波  2210Hz        ,        ,        ,         ,

｢技適証明送受信機｣ですから､記入する�
必要ありません。�

技適証明送受信機に付属装置(TNC�
やRTTYなど)、または付加装置(ト�
ランスバーターやパワーブースター�
など)を付ける場合は、非技適証明送�
受信機となりますので、この部分を�
ご記入ください。�

技適番号を記入する�

R 技適証明JARD

K

技適マーク�

見本�

本機後面パネルに、技適証明マー�
クとKから始まる技適証明番号が�
印刷されたシールを貼っています。�
その番号を記入してください。�
必ず、申請に使用するトランシー�
バー本体をご確認ください。�
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14/18MHz帯� 周波数： kHz

CW

18,168

,110

,10018,068

ビーコン�

狭帯域デジタル�

CW

14,350

,100

,070 ,11214,000

ビーコン,｠非常通信周波数(±10kHz)

狭帯域デジタル�

【注】14,100kHzと18,110kHzの周波数は、JARLが国際的な標識信号(ビーコン)を送信する場合に限ります。�

21/24MHz帯� 周波数： kHz

CW

24,990

,930

,92024,890

ビーコン�

狭帯域デジタル�

非常通信周波数(±10kHz)

CW

21,450

,150,070

,125 ,20021,000

ビーコン�

狭帯域デジタル�

【注】21,150kHzと24,930kHzの周波数は、JARLが国際的な標識信号(ビーコン)を送信する場合に限ります。�

非常通信周波数�

呼出周波数・非常通信周波数�

50MHz帯� 周波数： MHz

狭帯域デジタル� 広帯域デジタル�

非常通信周波数�

FM系 (電話・電信・画像)CW

52.00

51.00

.90

.50

.50 54.00.90

.10

50.00

CW ,AM 系�
( 電話・電信・画像 )

�

全電波型式�
( 実験・研究用 )

【注1】50.01MHzの周波数は、JARLが標識信号(ビーコン)を送信する場合に限ります。�
【注2】50.00MHzから50.10MHzまでの周波数は、外国のアマチュア局との狭帯域デジタル通信にも使用することができます。�
【注3】51.00MHzから51.50MHzまでの周波数は、外国のアマチュア局とのAM/電話・電信及びCWによる通信にも使用することができます。�

28MHz帯� 周波数： MHz

狭帯域デジタル�

ビーコン, 非常通信周波数(±10kHz)

CW

29.00 29.30 .51
.59

.61 29.70.15.07

.20

28.00

衛星�FM 系 ( 電話・電信・画像 )�
広帯域デジタル�

レピータ�レピータ�
FM系(電話・電信)

【注1】28.20MHzの周波数は、JARLが国際的な標識信号(ビーコン)を送信する場合に限ります。�
【注2】29.00MHzから29.30MHzまでの周波数は、外国のアマチュア局とのAM系(電話・電信)及びCWによる通信にも使用することができます。��

7/10MHz帯� 周波数： kHz

CW CW

7,100

,030

,0257,000

非常通信周波数(±5kHz)

狭帯域デジタル� 狭帯域デジタル�

,14010,100 10,150

 【注】7,030kHzから7,045kHzまでの周波数は、外国のアマチュア局との狭帯域デジタル電波による通信にも使用することができます 。�

周波数： kHz1.9/3.5/3.8MHz帯�

CW,AM系 (電話・画像)

CW,AM系 (電話・画像)

CW,AM系 (電話・画像)

CW,AM系 (電話・画像)

CW,AM系 (電話・画像)

CW,AM系 (電話・電信・画像)

CW,AM系 (電話・画像)

CW,AM系 (電話・画像)

CW �

3,791 3,8053,7473,575,5203,5001,907.5 1,912.5 3,754

非常通信周波数(±5kHz)

狭帯域デジタル� ,525

CW

1,810 1,825

CW

�

CW,AM系(電話)* CW,AM系 (電話・画像)

＊A1,A3A,A3H,A3Jに限ります。�

電波を発射するときは、下記の使用区別図にしたがって運用してください。

なお、バンドプランは改訂される場合があります。最新の情報はJARLニュースなどでご確認ください。
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20-1 清掃について

20-2 ヒューズの交換

|PAユニットのヒューズ

|DC電源コードのヒューズ

20-3 リチウム電池の消耗について

ベ�ン�ジ�ン�

シ�ン�ナ�

シンナーやベンジンなどの有機溶剤を用いますと、

塗装がはげたりしますので、絶対に使用しないでく

ださい。

本機にホコリや汚れなどが付着したときは、乾いた

やわらかい布でふいてください。

汚れのひどいときは、水で薄めた中性洗剤を少し含

ませてふいてください。

ヒューズが切れ、本機が動作しなくなった場合は、

原因を取り除いた上で、定格のヒューズと交換して

ください。

なお、ヒューズはPAユニットの内部と、付属のDC

電源コードに付いています。

q分解手順(�P100)にしたがって、上カバーをはず

します。

w切れたヒューズを取り出し、新しいヒューズ

(FGB5A)に取り替えます。

e上カバーを元どおりに取り付けます。

q下図を参照し、DC電源コードのヒューズホルダー

を開きます。

w切れたヒューズを取り出し、新しいヒューズに取り

替えます。

eヒューズホルダーを元どおりに閉じます。

本機の時計機能をバックアップするため、リチウム

電池を使用しています。

リチウム電池(CR2032)の寿命は約5年です。

なお、電池の寿命は使用状態や環境、その他の要因で

異なる場合があります。

電池の容量が消耗すると、時計表示が“0：00”となり、

時計機能が動作しなくなります。

q分解手順(�P100)にしたがって、上カバーをはず

します。

wストッパーを矢印の方向に引きながら、切れたリチ

ウム電池を取り出し、新しいリチウム電池

(CR2032)に取り替えます。

e上カバーを元どおりに取り付けます。

¡DC電源コードのヒューズ�

ヒューズの定格�
IC-756PRO ：FGB30A

q w e

ヒューズ�
FGB5A

¡PAユニット内のヒューズ�

リチウム電池�
CR2032
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20-4 リセットについて 本機を運用中にCPUの誤動作や静電気などの外部要

因で、LCDモニターの表示内容が異常になった場合

は、いったん電源を切り、数秒後にもう一度電源を

入れてください。

それでも異常があれば、次のようにリセット操作を

してください。

リセット操作をすると、メモリーチャンネルやセッ

トモードなどを含む、すべての機能データを初期設

定値(工場出荷時の状態)に戻します。

qPを長く(約1秒)押し、いったん電源を切り

ます。

wFと,を押しながら、Pを押

して電源を入れなおすと、オープニング画面に

“ALL CLEAR”を表示し、工場出荷時の状態に戻り

ます。

※リセット操作をした場合は、メモリーチャンネルの
内容やフィルターの情報などもすべて消去されるの

で、もう一度運用に必要な周波数や運用モードなど

を書き込んでください。

,P

F

iC-756proiC-756pro

NOW CALIBRATING
DIGITAL SIGNAL PROCESSOR

PLEASE WAIT FOR 10sec.

ALL CLEAR

¡保証書について

保証書は販売店で所定事項(お買い上げ日、販売店

名)を記入のうえお渡しいたしますので、記載内容

をご確認いただき、大切に保管してください。

¡修理を依頼されるとき

｢トラブルシューティング(�P108)｣にしたがって、

もう一度調べていただき、それでも具合の悪いとき

は、次の処置をしてください。

お買い上げの販売店にご連絡ください。

保証規定にしたがって修理させていただきますの

で、保証書を添えてご依頼ください。

お買い上げの販売店にご連絡ください。

修理することにより機能を維持できる製品について

は、ご希望により有料で修理させていただきます。

¡アフターサービスについてわからないときは

お買い上げの販売店または弊社各営業所サービス係

にお問い合わせください。

保証期間後は

保証期間中は

20-5 故障のときは
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20-6 トラブルシューティング 下表にあげた状態は故障ではありませんので、修理に

出す前にもう一度点検してください。

それでも異常があるときは、弊社各営業所のサービス

係まで、その状態を具体的にご連絡ください。

状　　態� 原　　　　因� 処　　　置� 参　考�
●電源が入らない�

●SSBの受信音が、正常な音�
　にならない�

●SSB送信時に変調がひず�
　み、外部雑音が多いと指摘�
　された�

●メインダイヤルを回しても�
　周波数が設定できない�

●テンキーによるダイレクト�
　エンターができない�

●プログラムスキャンが動作�
　しない�

●セレクトメモリースキャン�
　が動作しない�

●メモリーの内容が変わって�
　いない�

●メモリースキャンが動作し�
　ない�

●SPEECHキーを押しても�
　音声(日本語/英語)が出ない�

●アンテナチューナーで整合�
　がとれない�

●スピーカーから音がでない�

●正常に受信でき、電波も出�
　ているが交信できない�

●感度が悪く、強力な局しか�
　聞こえない�

●電波が出ない、電波が弱い�

◎電源コードの接続不良�
◎電源コネクターの接触不良�
◎ヒューズの断線�

◎サイドバンド(USB/LSB)の指定がちがっている�

◎TWIN PBTツマミがどちらかに回り切っている�

◎MIC GAINツマミを時計方向に回しすぎている�

◎LOCKキーがONになっている�

◎ダイレクトエンターのしかたがまちがっている�
�

◎プログラムチャンネル(P1、P2)に同じ周波数が書き�
　込まれている�

◎セレクトチャンネルが指定されていない�

◎呼び出しているメモリーの内容を変えて運用し、その�
　内容を書き込んでいない�

◎メモリーチャンネルに周波数が書き込まれていない�
◎メモリーチャンネルがブランク状態になっている�

◎音声合成ユニット(UT-102)を内蔵していない�

◎アンテナのSWRが高い�
◎同軸ケーブルを点検する�

◎送信すると電圧が降下する�

◎AFツマミが反時計方向に回り切っている�
◎RF/SQLツマミが時計方向に回り切っている�

◎PHONESジャックにヘッドホンを接続している�
◎外部スピーカーの接続ケーブルが切れている�

◎SPLITキーがONになっている�
　(送受信の周波数が違う)
◎RITまたは:TXキーが ONになっていて、送信と�
　受信の周波数がズレている�

◎ATTキーがONになっている�
◎RF/SQLツマミが時計時方向に回り切っている�
◎アンテナの不良または同軸ケーブルのショート・断線�
◎受信している周波数とアンテナの受信できる周波数�
　範囲が適合していない�
◎接続しているANTコネクターとANT切り替えキー�
　が合っていない�

◎送信時、アマチュアバンド以外になっている�

◎RF PWRツマミが反時計方向になっている�
◎MIC GAINツマミが反時計方向になっている�
　(SSB/FM/AMモード時)
◎マイクロホンの不良またはMICコネクター部の接触�
　不良・断線�
◎アンテナのSWRが3以上になっている�

○接続をやりなをす�
◯接続ピンを点検する�
◯原因を取り除き、ヒューズを交換する�

○SSBキーを押し、USBまたはLSBを切り替えて�
　みる�
◯PBT CLRキーを長く押し、設定値をクリアする�

○音声のピークでALCメーターの振れがALCゾーンを�
　超えないように、MIC GAINツマミを調整する�

○LOCKキーをOFFにする�

○正しいダイレクトエンターを行う�
�

○プログラムチャンネル(P1、P2)にちがう周波数を書�
　き込む�

○セレクトチャンネルを2チャンネル以上指定する�

○メモリーに残しておきたい内容があるときは、必ず�
　MWキーを押して書き込んでおく�

○メモリーチャンネルに周波数を書き込む�
○リセットしたあとは、運用に必要な周波数や電波型�
　式などをメモリーチャンネルに書き込んでおく�

○オプションの音声合成ユニット(UT-102)を装着する�

○アンテナのSWRを調整する�
○同軸ケーブルの長さを変えてみる(特に高い周波数の�
　場合、効果があることがあります。)
○電流容量が23A以上のDC電源を使用する�

○AFツマミを時計方向に回し、聞きやすい音量にする�
◯RF/SQLツマミを反時計方向に回す�

◯ヘッドホンをはずす�
◯接続ケーブルを点検し正常にする�

○SPLITキーをOFFにする�

◯RITまたは:TXキーをOFFにする�

○ATTキーを押してATTをOFFにする�
◯RF/SQLツマミを12時(センター)にセットする�
◯アンテナと同軸ケーブルを点検し正常にする�
◯受信している周波数に適合したアンテナを接続する�

◯接続しているANTコネクターに合わせ、ANTキーを�
　押してアンテナを切り替える�

○アマチュアバンド以外は送信できないので、周波数を�
　アマチュアバンドにセットする�
◯RF PWRツマミを時計方向に回す�
◯MIC GAINツマミを時計方向に回す�

◯マイクロホンとMICコネクター部を点検し、正常に�
　する�
◯アンテナを調整し、SWRを低くする�

P89
P88,89
P106

P18
P19

P87
P88

P47
P19
P90
P91

P91

P105

P4
P4

P87

P85

P57

P53,59

P24

P51

P26

P53

P24
�

P73

P69
P69,107

P74

P69

P102

P85
P90

P89

◎FMモード時でトーンスケルチがONになっている� ◯トーンスケルチをOFFにする� P41

●タイマー予約が実行されな�
　い�

◎タイマー時間が設定されていない� ○セットモードのTIME SET画面を呼び出し、タイマー�
　時間を設定する�

P77

¡受信スプリアスについて

右記の周波数付近でビート音を受信しますが、これ

は無線機の周波数構成上発生する音で、故障ではあ

りません。

6.144MHz/8.000MHz/12.288MHz/
12.890MHz(SPECTRUM SCOPE画面表示中)/
18.433MHz/24.573MHz
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電 波 障 害 ( T V I , B C I ) 対 策 フ ロ ー チ ャ ー ト

無線機・�
アンテナ間の�
SWRは十分に�
低いか？�

�
アンテナ系の点検�

TVI,BCIは�
止まるか？�

ダミーロード�
運用でTVI,BCIは�
発生するか？�

無線機の電源ライン、�
接続ケーブルの引き回�
しおよび長さの変更�

TVI,BCIは�
止まるか？�

¥ 無線機にBPF,LPFを取付�
¥ TV,ラジオに�
　ラインフィルターを取付�

TVI,BCIは�
止まるか？�

JARL,JAIAおよび無線機�
メーカーのいずれかの相談�
窓口にお問い合わせくださ�
い。�

JARL,JAIAおよび無線機�
メーカーのいずれかの相談�
窓口にお問い合わせくださ�
い。�

無線機のアンテナケー�
ブルの引き回し、アン�
テナケーブルの点検�

�TVI,BCIは�
止まるか？�

アマチュア局�
のアンテナと�
TVアンテナが�
近いか？�

アンテナ間の距離を離す�

TVI,BCIは�
止まるか？�

障害チャンネルが�
アマチュア局の高調波�
関係にあるか？�

TVにHPF(バランス�
タイプ)を取付�

無線機にLPF,�
BPFを取付�

TVI,BCIは�
止まるか？�

終了�

TVI,BCIの発生�

YES

YES

YES

YES

YES

YES

YES

YES

YES

YES

NO

NO

NO

NO

NO

NO

NO

NO

NO

NO

終了�

終了�

JAIA日本アマチュア無線機器工業会(作成)



21定　　格

110

|一般仕様
¡受　信　周　波　数　範　囲 動作範囲 ： 0.030000～60.000000MHz

保証範囲 ： 0.500000～29.999999MHz

50.000000～54.000000MHz

¡送　信　周　波　数　範　囲 1.9MHz帯： 1.8100～ 1.8250MHz

1.9075～ 1.9125MHz

3.5MHz帯： 3.5000～ 3.5750MHz

3.8MHz帯： 3.7470～ 3.7540MHz

3.7910～ 3.8050MHz

4,630kHz

7MHz帯： 7.0000～ 7.1000MHz

10MHz帯： 10.1000～ 10.1500MHz

14MHz帯： 14.0000～ 14.3500MHz

18MHz帯： 18.0680～ 18.1680MHz

21MHz帯： 21.0000～ 21.4500MHz

24MHz帯： 24.8900～ 24.9900MHz

28MHz帯： 28.0000～ 29.7000MHz

50MHz帯： 50.0000～ 54.0000MHz

¡電　　波　　の　　型　　式 LSB/USB (A3J)、CW (A1)、RTTY (F1)、AM (A3)、FM (F3)

¡メ モ リ ー チ ャ ン ネ ル 数 101チャンネル (スキャンエッジ2CHを含む)

¡アンテナインピーダンス 50Ω不平衡

¡ア　ン　テ　ナ　端　子 HF/50MHz帯用：M型2系統

受　信　専　用：RCA型1系統

¡電　　　源　　　電　　　圧 DC13.8V ±15％

¡接　　　地　　　方　　　式 マイナス接地

¡使　用　温　度　範　囲 －10～＋50℃

¡周　波　数　安　定　度 －10～＋50℃にて±0.5ppm以内

ただし、電源“ON”から1分後にて

¡周　波　数　分　解　能 最小：1Hz

¡消　　　費　　　電　　　流 受信待ち受け時 (TYP)：3A

受信音量最大時 (TYP)：3.5A

送 信 出 力 最 大 時：23A

¡外　　　形　　　寸　　　法 340 (W)×111 (H)×285 (D)mm (突起物を除く)

¡重　　　　　　　　　　　量 約9.6kg

|送信部
¡送　　　信　　　出　　　力

¡変　　　調　　　方　　　式 SSB：数値演算型平衡変調

A M：数値演算型低電力変調

F  M：数値演算型周波数変調

¡ス プ リ ア ス 発 射 強 度 －50dB以下 (HF帯)

－60dB以下 (50MHz帯)

¡搬　送　波　抑　圧　比 40dB以上

¡不 要 側 波 帯 抑 圧 比 55dB以上

¡マイクロホンインピーダンス 600Ω

¡∂ T X 可 　 変 　 範 　 囲 ±9.999kHz

運用モード AM

IC-756PRO 5W(以下)～100W 5W(以下)～40W

SSB/CW/RTTY/FM
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|受信部
¡受　　　信　　　方　　　式 トリプルスーパーヘテロダイン方式

¡中　　間　　周　　波　　数 第一：64.455MHz
第二：455kHz
第三：36kHz

¡受　　　信　　　感　　　度 SSB/CW/RTTY (10dB S/N時)

(TYP) 1.8～29.99MHz －16dBμ (プリアンプ1ON時)

50～54MHz －18dBμ (プリアンプ2ON時)

AM(10dB S/N時)

500kHz～1.799999MHz ＋22dBμ(プリアンプ OFF時)

1.8～29.99MHz ＋6dBμ (プリアンプ1ON時)

50～54MHz 0dBμ (プリアンプ2ON時)

FM (12dB SINAD時)

28～29.99MHz －6dBμ (プリアンプ1ON時)

50～54MHz －10dBμ (プリアンプ2ON時)

¡ス　ケ　ル　チ　感　度 SSB/CW/RTTY/AM ＋15dBμ以下(プリアンプ OFF時)

FM 0dBμ以下(プリアンプ OFF時)

¡選　　　択　　　度(代表値) SSB/RTTY (BW:2.4kHz) 2.4kHz以上/－6dB、3.6kHz以下/－60dB

CW (BW:500Hz) 500Hz以上/－6dB、700Hz以下/－60dB

AM (BW:6kHz) 6.0kHz以上/－6dB、15kHz以下/－60dB

FM (BW:15kHz) 12kHz以上/－6dB、20kHz以下/－60dB

¡ス プ リ ア ス 妨 害 比 70dB以上 (50MHz帯の中間周波妨害比を除く)

¡低　　周　　波　　出　　力 2.0W以上 (13.8V、8Ω負荷、10％歪率時)

¡低周波負荷インピーダンス 8Ω

¡R I T 可 　 変 　 範 　 囲 ±9.999kHz

|アンテナチューナー部
¡出　力　整　合　範　囲 H F 帯：16.7～150Ω 不平衡 (VSWR1：3以内)

50MHz帯：20～125Ω 不平衡 (VSWR1：2.5以内)

¡定　格　入　力　電　力 100W

¡最　小　動　作　電　力 H F 帯：8W

50MHz帯：15W

¡整　　　合　　　精　　　度 VSWR1 ：1.5以下 (モーター停止SWR値)

¡挿　　　入　　　損　　　失 1.0dB以下 (整合状態にて)

※測定値はJAIA(日本アマチュア無線機器工業)で定めた測定法によります。
※定格、外観、仕様などは、改良のため、予告なく変更することがあります。

アイコム、アイコム株式会社、 、Icom Inc.はアイコム株式会社の登録商標です。

登録商標について
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ご参考に

マイクコネクターに制御回路(外部キーパッド)を付加
することにより、機器外部からCWメモリーキーヤー

(M1～M4)、送信用ボイスメモリー(T1～T4)の送出を
制御することができます。
スコープ画面を見ながら、メモリーキーヤー、ボイ
スメモリーの送出を行うことができます。
外部キーパッドを使用するには、セットモードの

OTHERS SET画面(�P79、83：27項)で、運用目的

に応じて、“KEYER SEND”/“VOISE PLAY(TX)”

/“Auto”の中から選択してください。

■外部制御回路(外部キーパッド)について

u

e
MIC�

U/D

MIC

GND

1.5k½

±5%

1.5k½

±5%

2.2k½

±5%

4.7k½

±5%

マイクコネクター�

S1

S2

S3

S4

USER BOX

外部キーパッド�

接続図

ANTANT
1

METERMETER
PoPo

P.AMPP.AMP
1

ATTATT
0FF0FF

VOXVOX
OFFOFF

COMPCOMP
OFFOFF
WIDEWIDE

BW 2.4k SFT

VFOVFO FIL2USB

qw:pp

AGCAGC
MIDMID

1

21. 085. 00

21. 085. 00

TXTX

VFOVFO

1

USBUSB

CW

CW

FIL2

¡SPECTRUM SCOPE画面選択時�

F-1 F-2 F-3 F-4 F-5

Grid
 10k
10dB

+ 50k- 50k SPECTRUM  SCOPE

VOX
OFF

COMP
OFF
WIDE

AGC
MID

SUB
MARKER

SPANSPAN ATTATT MARKERMARKER HOLDHOLD SETSET

SPAN ATT MARKER HOLD SET

0

qr.wqp.pp

qr.qpp.pp
TXTX

M 4M1

T4T1ボイスメモリー送出時は     ～     表示が点灯し、�

CWメモリーキーヤー送出時は     ～     表示が�

点灯します。�
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¡サービスについてのお問い合わせは各営業所サービス係宛にお願いします。
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東京営業所　130ｰ0021  東京都墨田区緑1ｰ22 1ー4　　　　　TEL 03ｰ5600ｰ0331�
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